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　沿岸技術研究センターは、平成24年4月1日をもって一般財団法人として新たにスタートすること
になりました。昨年の理事会及び評議員会におきまして、最初の理事長に選出されました関田欣治
でございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。就任にあたり、一言ご挨拶申し上げます。
　当センターは、昭和58年の設立以来28年間の長きにわたって沿岸域及び海洋の開発、利用、保全
及び防災に係る港湾、空港、造船技術等に関する調査、試験及び研究を行って参りました。この間、
社会的要請の変化や多様化に対応し、平成16年に「国際沿岸技術研究所」、平成17年に「沿岸防災
技術研究所」、また平成19年には港湾法に基づく技術基準対象施設の適合性に関する確認業務を実施
するため「確認審査所」を設置しました。さらに、「海洋・港湾構造物維持管理士」や「海洋・港湾
構造物設計士」といった資格制度も創設し、技術者の技術力の向上を図ってきております。
　この度、一般財団法人への移行に伴い、さらに真に国民に必要とされ、より効果的・効率的に事
業を推進していくことを目指し、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律」に基づき、当セン
ターの組織体制を整備いたしました。すなわち、法人のガバナンスという観点から、評議員会を最
高意思決定機関とし、その下で、理事会が当センターの業務執行を機動的に決定できる体制とした
ところです。
　新たな組織体制の下、沿岸域・海洋における社会的ニーズを的確に捉え、一般財団法人のメリッ
トである運営の機動性、柔軟性を十分活かすとともに、民間人としての私の経験も踏まえて、今ま
で当センターが展開してきました様々な事業を継承し、さらに発展させてまいる所存であります。
　特に、今までも精力的に進めてきた東日本大震災の復旧・復興やこれを踏まえてのわが国沿岸域
における地震や津波、高潮対策等の国民の安全・安心といった重要な課題に関しては、国の政策の
基軸であり、今後とも全力を傾注して協力・支援していく所存であります。また、沿岸域を襲う災
害から一人でも多くの人命が救われることを願い、これからも防災知識の国内外への普及啓発活動
等にも積極的に取り組んで参ります。
　また、我が国は、国土の約11倍にも及ぶ広大な排他的経済水域を有しており、海洋の資源、エネ
ルギー、食料や離島の開発利用の推進が大きな課題となっております。当センターにおきましても、
今後、そうした分野の調査や研究開発に今まで以上に深く取り組んでいく必要があり、この度の一
般財団法人化にあたり、海洋も事業の対象にすることを改めて定款で明確にしたところであります。
私自身、長く海洋構造物の設計や研究に携わった経験も活かして、今後さらに積極的に対応して参
る所存です。
　以上申し上げましたように、国民生活の安全・安心の確保や海洋の開発・利用に対する国民の関
心が高まっているなか、当センターの果たすべき役割はますます重要になっていると考えておりま
す。今後もこれまでに培った知見や経験、高度の専門性を活かし、産・学・官との連携を通じ国内
外において技術等の活用及び普及を図り、もってわが国の経済・社会の発展及び国民生活の安定・
向上に寄与し、あわせて国際社会に貢献したいと考えております。是非とも皆様のご理解を頂き、
一層のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

就 任 の ご 挨 拶
一般財団法人沿岸技術研究センター

代表理事・理事長　関田  欣治
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一般財団法人
沿岸技術研究センターに
期待する

林
田  

博   

国
土
交
通
省
技
術
総
括
審
議
官

　

沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
べ
き
役
割

と
は
何
か
。
検
討
の
条
件
と
な
る
の
は
、
第
一
に
行

財
政
改
革
、
そ
の
一
環
と
し
て
の
公
務
員
制
度
改
革

と
公
益
法
人
改
革
で
あ
る
。
第
二
に
政
府
の
公
共

事
業
予
算
の
大
幅
な
減
少
、
す
な
わ
ち
ピ
ー
ク
時

か
ら
半
分
以
下
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
沿
岸

域
・
海
洋
に
関
す
る
課
題
の
深
化
と
拡
大
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
は
、
日
本
社
会
に
非
常
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
歴
史
的
な
災
害
で
あ
る
。

被
災
地
の
復
旧
、
復
興
を
何
よ
り
も
急
が
ね
ば
な

ら
な
い
。
特
に
、
津
波
に
よ
る
原
発
施
設
の
被
災

は
、
今
な
お
我
々
の
社
会
に
極
め
て
大
き
な
負
荷

を
与
え
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
私
達
に
深
く
関
係

す
る
こ
と
と
し
て
原
発
施
設
を
防
護
す
る
防
潮
堤

の
こ
と
が
あ
る
。
防
潮
堤
の
建
設
に
係
わ
る
技
術

的
基
準
を
ど
う
考
え
る
か
。
技
術
的
基
準
と
い
う

意
味
で
は
、「
港
湾
の
技
術
上
の
基
準
」
と
そ
の
実

効
性
の
担
保
の
仕
組
み
で
あ
る
「
確
認
」
の
制
度

の
意
義
に
つ
い
て
も
考
察
が
必
要
で
あ
る
。

　

先
日
水
島
港
で
発
生
し
た
海
底
ト
ン
ネ
ル
の
事

故
に
関
し
て
も
、
同
様
の
検
証
と
対
策
の
立
案
が

必
要
不
可
欠
だ
。
港
湾
区
域
に
お
け
る
海
底
ト
ン

ネ
ル
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
港
湾
法
第
37
条
に
基

づ
く
許
可
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
際
、「
港
湾
の

技
術
上
の
基
準
」
に
関
す
る
制
度
が
機
能
し
て
い

る
筈
で
あ
る
。
従
来
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
構
造
物

に
つ
い
て
も
、
技
術
基
準
的
観
点
、
さ
ら
に
は
技

術
を
社
会
に
普
及
し
て
い
く
た
め
の
制
度
設
計
と

い
う
視
点
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
今
回
の
東

日
本
大
震
災
の
よ
う
な
巨
大
な
災
害
の
場
合
は
特

に
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。

近
年
の
台
風
な
ど
異
常
気
象
の
発
生
状
況
は
、
こ

れ
ま
で
と
大
き
く
異
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
従

来
の
観
測
経
験
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
災

害
が
、
特
定
の
時
間
、
場
所
に
集
中
的
に
発
生
し

て
い
る
と
も
聞
く
。
こ
れ
ら
の
災
害
に
対
す
る
ソ

フ
ト
、
ハ
ー
ド
の
対
策
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
も

の
で
は
あ
り
得
な
い
。

　

ま
た
、
港
湾
を
利
用
す
る
船
舶
の
形
状
、
性
能

も
大
き
く
変
化
し
続
け
て
い
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ

て
埠
頭
の
形
状
や
規
摸
、
構
造
物
の
配
置
や
仕

様
、
荷
役
の
方
式
な
ど
も
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
構
造
物
の
建
設
、
維
持
管
理
の
方
法
の
変
化

を
必
然
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
、
海
事
局
に
お
い
て
風
力
発
電
施
設
に
係

わ
る
技
術
基
準
の
策
定
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
機
能
を
有
す
る

施
設
が
海
域
に
お
い
て
実
用
化
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
構
造
物
の
設
計
と
い
う
観
点
か
ら
は
従
来

の
考
え
方
で
足
り
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
風

力
発
電
と
い
う
機
能
か
ら
要
請
さ
れ
る
重
要
か
つ

新
し
い
建
設
上
、
維
持
管
理
上
の
問
題
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
排
他
的
経
済
水
域
で
の
資
源
探
査
、
気

象
海
象
観
測
、
大
陸
棚
調
査
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
南
鳥
島
、
沖
ノ
鳥
島
で
開
始
し
た
国
境
離
島

の
開
発
、
利
用
、
保
全
の
問
題
が
あ
る
。
沿
岸
域

の
総
合
的
な
管
理
も
、
少
し
ず
つ
実
務
の
分
野
に

進
ん
で
き
て
い
る
。
防
災
、
環
境
、
そ
し
て
も
ち

ろ
ん
物
流
の
広
域
性
、
す
な
わ
ち
沿
岸
域
と
い
う

視
点
の
重
要
性
は
増
し
て
い
る
。

　

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
様
々
な
問
題
は
、
沿

岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
変
化
、
あ
る
い

は
深
化
を
促
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

技
術
に
係
わ
る
研
究
成
果
を
社
会
に
反
映
さ
せ

る
た
め
に
は
仕
組
み
が
必
要
だ
。
技
術
基
準
登
録

確
認
審
査
、
技
術
者
資
格
認
定
、
民
間
開
発
技
術

評
価
は
そ
の
仕
組
み
で
あ
る
。
何
か
不
足
し
て
い

る
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
他
の
技
術
研
究

法
人
は
何
を
や
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
社
会
資

本
整
備
以
外
の
分
野
で
は
ど
う
か
。
海
外
で
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
早
急
に
検
討
、
分
析
を
行
い
、

対
応
を
考
え
た
い
。

　

沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
平
成
12
年
度
決
算

の
事
業
収
入
約
26
・
3
億
円
の
う
ち
、
受
託
が
約

21
億
円
で
あ
る
。
そ
の
他
は
約
5
・
3
億
円
で
、

波
浪
情
報
が
約
４
・
５
億
円
、
民
間
技
術
推
薦
審

査
が
5
千
万
円
の
収
入
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
22

年
度
決
算
で
は
、
事
業
収
入
約
13
億
円
の
う
ち
調

査
研
究
が
約
9
・
1
億
円
で
あ
る
。
そ
の
他
の
約

4
億
円
の
う
ち
、
波
浪
情
報
が
約
2
・
6
億
円
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
約
4
千
万
円
、
港
湾
の
施
設
の
技

術
基
準
確
認
審
査
が
約
3
千
4
百
万
円
、
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
変
化
を
ど
う
考
え
る
か
。
将

来
の
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
べ
き
役

割
と
目
指
す
べ
き
方
向
性
の
一
端
が
見
え
て
く
る
。

　

一
般
財
団
法
人
と
し
て
は
、
今
後
、
国
や
地
方

公
共
団
体
か
ら
の
委
託
に
は
、
あ
ま
り
多
く
を
期

待
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ま
で
述

べ
て
き
た
よ
う
な
課
題
を
含
め
、
多
様
な
新
し
い

視
点
に
よ
る
業
務
を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
。
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一般財団法人
沿岸技術研究センターに
期待する　

高
橋  

重
雄   

独
立
行
政
法
人
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
　
理
事
長

　

沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
一
般
財
団
法
人
へ

の
移
行
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
貴
セ
ン

タ
ー
は
、
そ
の
発
足
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
沿
岸
域

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
や
防
災
力
の
向
上
に
貢

献
し
、
そ
の
技
術
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。
特
に
貴
セ
ン
タ
ー
は
、
沿
岸
域

の
技
術
情
報
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
、
沿
岸

域
に
関
す
る
技
術
的
知
見
、
調
査
研
究
成
果
な
ど

の
集
積
拠
点
と
し
て
、
そ
の
情
報
の
利
用
や
普
及

を
含
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
ま
た

沿
岸
域
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ

ト
に
力
を
発
揮
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
こ
の
分
野
の
人
材
の
育
成
に
も
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

独
立
行
政
法
人
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
は
、
港

湾
と
空
港
、
そ
し
て
海
の
防
災
・
環
境
・
利
用
の

研
究
活
動
を
通
じ
て
、
貴
セ
ン
タ
ー
と
密
接
に
連

携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
分
野
の
発
展
に
協
力

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
最

近
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分
担
し
て
羽
田
空

港
の
D
滑
走
路
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
具

体
的
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
2
月
24
日
に
は
、
第
９
回
国
際
沿
岸
防
災

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
の
東

日
本
大
震
災
か
ら
1
年
が
経
ち
、「
海
と
の
共
生

を
目
指
し
た
復
旧
復
興
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
開
催

し
ま
し
た
。
国
際
沿
岸
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

2
0
0
4
年
の
イ
ン
ド
洋
大
津
波
以
降
毎
年
開
催

し
て
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
タ
イ
、
ス
リ
ラ
ン

カ
な
ど
海
外
で
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
高
潮
や
津

波
な
ど
の
沿
岸
災
害
に
つ
い
て
、
国
内
だ
け
で
な

く
国
際
的
な
連
携
を
は
か
り
、
防
災
技
術
の
向

上
に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
貴
セ
ン
タ
ー
と
共
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
貴
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
・
協
力
の
象
徴
の
一

つ
で
す
。
東
日
本
大
震
災
後
の
現
地
の
調
査
や
復

旧
・
復
興
に
向
け
た
調
査
等
に
お
い
て
も
、
こ
う

し
た
日
ご
ろ
の
連
携
が
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
沿
岸
域
の
発
展
に
は
、
両
者
の
さ
ら
な

る
協
力
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
東

日
本
大
震
災
以
降
、
最
大
級
の
地
震
・
津
波
に
備

え
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
最

大
級
の
地
震
や
津
波
に
対
応
す
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
の
減
災
技
術
の
開
発
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
関
連
す
る
様
々

な
問
題
に
つ
い
て
も
、
沿
岸
域
に
は
多
く
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。
海
面
上
昇
に
よ
る
海
岸
浸
食
だ
け

で
な
く
、
台
風
の
巨
大
化
に
よ
る
高
潮
・
高
波
災

害
な
ど
に
つ
い
て
も
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
沿
岸
域
で
は
防
災
だ
け
で
な
く
、
そ
の

適
切
な
利
用
を
は
か
る
こ
と
も
我
が
国
の
活
力
源

と
し
て
重
要
で
す
。
海
洋
空
間
の
利
用
や
海
洋
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
含
め
た
海
洋
資
源
の
利
用
に
も
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
貴
セ
ン
タ
ー

と
港
湾
技
術
研
究
所
（
当
時
）
は
、
1
9
8
7
年

か
ら
10
年
間
、
酒
田
港
で
波
力
発
電
の
現
地
実
証

試
験
を
実
施
し
た
実
績
も
あ
り
ま
す
。

　

4
月
1
日
か
ら
一
般
財
団
法
人
へ
移
行
さ
れ
ま

し
た
が
、
沿
岸
域
の
発
展
、
安
全
・
安
心
な
沿

岸
域
の
形
成
に
む
け
て
、
さ
ら
に
活
躍
の
場
を
広

げ
、
大
き
く
飛
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

法
人
は
何
を
や
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
社
会
資

本
整
備
以
外
の
分
野
で
は
ど
う
か
。
海
外
で
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
早
急
に
検
討
、
分
析
を
行
い
、

対
応
を
考
え
た
い
。

　

沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
平
成
12
年
度
決
算

の
事
業
収
入
約
26
・
3
億
円
の
う
ち
、
受
託
が
約

21
億
円
で
あ
る
。
そ
の
他
は
約
5
・
3
億
円
で
、

波
浪
情
報
が
約
４
・
５
億
円
、
民
間
技
術
推
薦
審

査
が
5
千
万
円
の
収
入
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
22

年
度
決
算
で
は
、
事
業
収
入
約
13
億
円
の
う
ち
調

査
研
究
が
約
9
・
1
億
円
で
あ
る
。
そ
の
他
の
約

4
億
円
の
う
ち
、
波
浪
情
報
が
約
2
・
6
億
円
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
約
4
千
万
円
、
港
湾
の
施
設
の
技

術
基
準
確
認
審
査
が
約
3
千
4
百
万
円
、
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
変
化
を
ど
う
考
え
る
か
。
将

来
の
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
べ
き
役

割
と
目
指
す
べ
き
方
向
性
の
一
端
が
見
え
て
く
る
。

　

一
般
財
団
法
人
と
し
て
は
、
今
後
、
国
や
地
方

公
共
団
体
か
ら
の
委
託
に
は
、
あ
ま
り
多
く
を
期

待
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ま
で
述

べ
て
き
た
よ
う
な
課
題
を
含
め
、
多
様
な
新
し
い

視
点
に
よ
る
業
務
を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

一般財団法人沿岸技術研究センターに期待する

国際沿岸防災ワークショップパネル討議の模様
（2/24（金）に都内で開催）

2005年のハリケーンカトリーナの現地共同調査
（写真は崩壊した運河堤防）

主催：(独)港湾空港技術研究所、(独)水産総合研究センター、(独)海洋研究開発機構、
国土交通省港湾局、国土交通省国土技術政策総合研究所、(財)沿岸技術研究センター 
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海底資源や自然再生エネルギー分野において、沿岸域・海洋の活用への関心が
高まってきている。一方で、東日本大震災から１年以上を経過し、沿岸域防災にも多くの
課題が生じている。今回はそうしたことを踏まえながら、本年4月から一般財団法人として
新たなスタートを切った当センターの果たすべき役割などについて議論していただいた。

ＥＥＺ時代における
沿岸技術研究センター
の役割

CDIT鼎談
沿岸域・海洋の
未来を見据えて

東京大学大学院新領域創成科学研究科教授
一般財団法人 沿岸技術研究センター評議員

磯部雅彦氏

東京大学名誉教授
一般財団法人 沿岸技術研究センター評議員

𠮷田宏一郎 氏

関
田
▽
近
年
、
沿
岸
域
・
海
洋
への
国
民
の
関
心

が
高
ま
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。
排
他
的
経
済
水
域

（
E
E
Z
）
2
0
0
海
里
時
代
を
迎
え
、
海
洋
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
従
来
の
海

運
や
漁
業
に
加
え
て
、
海
底
資
源
や
自
然
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
で
も
期
待
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、

改
め
て
沿
岸
域
防
災
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
は
今
年
4
月
よ
り一般
財

団
法
人
と
し
て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
定
款
で

も
事
業
の
範
囲
を
こ
れ
ま
で
の「
沿
岸
域
」か
ら「
沿

岸
域
及
び
海
洋
」
と
し
ま
し
た
。
本
日
の
鼎
談
で
は

当
セン
タ
ー
の
評
議
員
に
ご
就
任
い
た
だ
い
た
お
二
人
、

東
京
大
学
名
誉
教
授
の
𠮷
田
宏一郎
先
生
、
東
京
大

学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
教
授
の
磯
部

雅
彦
先
生
を
お
迎
え
し
、
こ
れ
か
ら
の
沿
岸
域
・
海

洋
の
開
発
、
利
用
、
保
全
及
び
防
災
の
あ
り
方
、
ま

た
、
そ
れ
を
支
え
る
技
術
開
発
テ
ー
マ
や
当
セン
タ
ー

が
果
た
す
べき
役
割
な
ど
に
つい
て
お
話
を
伺
って
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
初
に
両
先
生
が
沿
岸
域
や
海
洋
に
関
心
を
持
た

れ
、
こ
の
分
野
を
目
指
そ
う
と
さ
れ
た
動
機
な
ど
か

は
じ
め
に

関田欣治
一般財団法人沿岸技術研究センター代表理事・理事長
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関
田
▽
海
洋
は
ニュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
い
わ
れ
て
久

し
い
で
す
が
、
𠮷
田
先
生
は
確
か
10
年
前
に
な
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
当
時
、
海
洋
産
業
を
ど
う
育
成
す

る
か
と
い
う
戦
略
を
練
る
お
立
場
で
お
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。
当
時
は
、
日
本
の
周
辺
海
域
に
は
資
源
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
海
洋
産
業
が
な
か
な
か
育
た

な
い
、
そ
う
いっ
た
結
論
が
出
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
最
近
で
は
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
海
底

鉱
物
資
源
な
ど
、
わ
が
国
に
も
ず
い
ぶ
ん
資
源
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
い
わ
れ
始
め
て

参
り
ま
し
た
。
先
生
が
長
年
研
究
に
携
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
こ
の
間
、
海
洋
を
取
り
巻
く
環
境
、
要
請
は
随

分
変
わ
って
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
ご
研
究

さ
れ
て
き
た
お
立
場
か
ら
、
技
術
あ
る
い
は
政
策
的

な
側
面
に
関
し
て
そ
う
い
っ
た
変
遷
、
変
化
を
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

𠮷
田
▽
わ
が
国
の
海
洋
開
発
を
私
な
り
に
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
1
9
6
0
年
代
、
こ
れ
は
わ
が
国
が

初
め
て
国
連
海
洋
法
会
議
に
参
加
し
た
年
代
で
、
政

府
の
諮
問
機
関
で
あ
る
海
洋
科
学
技
術
審
議
会
が

設
置
さ
れ
た
頃
で
す
。
国
と
し
て
の
海
洋
開
発
が

テ
ー
マ
に
な
り
だ
し
た
の
は
そ
の
頃
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
1
9
9
4
年
に
国
連
海
洋
法
条
約
が
発
効

し
、
翌
95
年
に
日
本
は
こ
れ
を
批
准
し
て
、
排
他
的

経
済
水
域
を
含
む
海
洋
法
に
よ
る
海
洋
統
治
の
時

代
への
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て

2
0
0
7
年
に
海
洋
基
本
法
が
成
立
し
、
そ
れ
と

同
時
に
総
合
海
洋
政
策
本
部
が
設
置
さ
れ
翌
年
の

2
0
0
8
年
に
、
第
1
次
5
ヵ
年
計
画
に
あ
た
る
海

洋
基
本
計
画
がつ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
1
9
6
0
年
代
に
始
ま
っ
て
2
0
0
7
年
の
海
洋

ら
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

𠮷
田
▽
私
は
名
古
屋
の
商
家
の
生
ま
れ
で
し
て
、
高

校
を
終
え
る
ま
で
名
古
屋
で
育
ち
ま
し
た
。
家
は
市

中
に
あ
っ
て
、
海
や
船
と
は
無
縁
で
し
た
が
、
祖
父

が
夏
に
過
ご
す
家
を
伊
勢
湾
に
面
し
た
知
多
半
島
に

持
っ
て
い
ま
し
て
、
小
学
校
か
ら
中
学
生
の
終
わ
り

ま
で
、
夏
に
な
る
と一緒
に
毎
年
そ
こ
へ
行
っ
て
夏
を

過
ご
す
よ
う
な
こ
と
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
は
、

漁
港
に
出
入
り
す
る
漁
船
や
魚
の
競
り
市
の
雰
囲
気

な
ん
か
も
伝
わ
って
く
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
し
た
。
特

に
祖
父
は
ほ
ぼ
毎
日
、
日
の
出
と
共
に
海
に
入
り
朝

日
を
拝
む
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
日
課
に
し
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
私
は
別
に
言
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
が
、
そ
れ
に
く
っつい
て
行
き
、
海
の
心
地
よ
さ

を
自
然
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
家
か
ら
は
名
古
屋
港
や
四
日
市
港
に
出
入
り
す
る

外
航
船
を
遠
望
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
で

子
供
心
に
も
、
船
と
い
う
動
く
構
造
物
の
面
白
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
造

船
の
技
師
に
な
れ
た
ら
面
白
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

ふ
う
な
気
持
ち
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
東
京

大
学
の
船
舶
工
学
科
へ
入
学
し
、
大
学
院
ま
で
い
て

教
室
に
残
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

そ
れ
か
ら
は
職
業
と
し
て
海
洋
や
船
舶
の
研
究
に
携

わ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
沖
縄
で
海
洋
博
覧
会
が
開
か
れ
る
と
い

う
話
が
あ
り
ま
し
て
、
ア
ク
ア
ポ
リ
ス
と
い
う
、
船
で

も
な
く
固
定
構
造
物
で
も
な
い
浮
体
構
造
の
大
型
パ

ビ
リ
オ
ン
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
半
潜

水
式
海
洋
構
造
物
と
い
う
形
式
の
も
の
で
、
当
時
、

メ
キ
シコ
湾
な
ん
か
の
石
油
開
発
の
現
場
で
は
そ
ろ
そ

ろ
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
構
造
物
で
す
。
そ

れ
は
わ
れ
わ
れ
に
と
って
大
変
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
海
洋
石
油
開
発
の
構
造
を
真
似
て

造
って
も
仕
方
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
の
で
す
。
や
は

り
自
分
の
国
に
必
然
性
が
あ
る
も
の
を
や
ら
な
い
と

意
味
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

考
え
た
の
が
、
空
間
利
用
の
た
め
の
半
潜
水
式
構
造

物
で
す
。
メ
キ
シ
コ
湾
で
使
っ
て
い
る
も
の
よ
り
1
ケ

タ
ぐ
ら
い
大
き
い
も
の
を
扱
え
ば
、
世
界
で
最
も
新
し

い
分
野
に
な
る
し
、い
ろ
い
ろ
難
し
い
技
術
も
必
要
で

し
た
の
で
、
そ
れ
を
自
分
や
周
り
の
人
た
ち
と一緒
に

解
決
で
き
た
ら
面
白
い
な
と
思
って
、
わ
け
も
わ
か
ら

な
い
ま
ま
飛
び
込
み
、
結
果
的
に
こ
の
分
野
に一生
取

り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

関
田
▽
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
磯
部
先
生
は
い
か

が
で
す
か

磯
部
▽
𠮷
田
先
生
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
、
と
て
も

似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
東
京

の
生
ま
れ
な
の
で
す
が
、
母
の
実
家
が
鎌
倉
に
あ
り

ま
し
て
、
学
生
時
代
夏
休
み
に
な
る
と
ず
っ
と
そ
の

実
家
に
行
って
海
水
浴
を
し
て
い
た
頃
が
あ
り
、
海
が

大
好
き
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
い
ち
ば
ん
大
き
い
で
す

ね
。
そ
し
て
卒
業
論
文
の
と
き
に
、
海
岸
工
学
の
堀

川
清
司
先
生
の
研
究
室
に
入
っ
た
と
い
う
の
が
き
っ
か

け
で
す
。
海
岸
工
学
の
講
義
と
い
う
の
は
、
ラ
プ
ラ
ス

方
程
式
、
ノ
イ
マン
関
数
な
ど
難
し
い
関
数
が
出
て
来

る
の
で
す
が
、で
も
何
か
や
って
判
る
と
楽
し
そ
う
だ

な
と
い
う
の
が
動
機
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

関
田
▽
お
二
人
と
も
共
通
点
は
小
さ
い
頃
に
海
に
関

わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
両
先
生
が
若
き
日
に
海
洋
分
野
に

携
わ
って
い
き
た
い
と
思
わ
れ
た
気
持
ち
が
伝
わ
り
ま

し
た
。で
は
こ
こ
か
ら
本
題
の
海
洋
開
発
の
テ
ー
マ
に

進
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

基
本
法
に
至
る
ま
で
約
50
年
か
か
っ
た
わ
け
で
す
。
そ

の
中
で
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
に
な
っ
た
も
の
を
考
え

て
み
ま
す
と
、
資
源
開
発
で
は
マン
ガ
ン
団
塊
採
鉱

シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
と
い
う
の
が
旧
通
産
省
の
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
で
は
、
そ
の
頃
は
波
力
発
電
に
関
心
が

高
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
海
明
」、
あ
る
い
は
「
マ
イ

テ
ィ
ー
ホ
エ
ー
ル
」
と
い
う
よ
う
な
波
力
発
電
シ
ス
テ

ム
が
実
海
域
実
験
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
空
間
利

用
と
し
て
は
、
関
西
国
際
空
港
が
完
成
し
ま
し
た
。

洋
上
石
油
備
蓄
で
は
上
五
島
石
油
備
蓄
シ
ス
テ
ム
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
東
京
湾
内
で
も
メ
ガ
フ
ロ
ー
ト
の

実
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
も
う
ひ
と
つ
忘
れ
て
い
け
な

い
の
は
、
深
海
技
術
と
し
て
「
し
ん
か
い
6
5
0
0
」

と
い
う
、
現
在
で
も
世
界
で
筆
頭
ク
ラ
ス
に
あ
た
る

有
人
潜
水
艇
が
完
成
し
、
ま
た
比
較
的
最
近
の
こ
と

で
す
が
、「
ち
き
ゅ
う
」
と
い
う
地
球
深
部
探
査
船
が

で
き
て
、
今
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
50
年
ぐ
ら
い
の
間
に
い
ろ
い
ろ

な
ソ
フ
ト
・ハー
ド
が
で
き
た
わ
け
で
す
が
、
全
体
と

し
て
日
本
が
広
い
意
味
で
海
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う

大
き
な
視
点
で
見
た
場
合
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
選
択
、

予
算
の
配
分
、
あ
る
い
は
人
材
投
入
と
いい
ま
し
ょ
う

か
、
そ
う
い
う
も
の
は
必
ず
し
も
十
分
に
は
行
わ
れ
て

こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
点
は
残
念
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
海
洋
基
本
法
、
海
洋
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
て
4
、
5
年
経
つ
わ
け
で
す
け
れ
ど
、
そ

ろ
そ
ろ
、
今
ま
で
足
り
な
か
っ
た
分
野
と
い
い
ま
す

か
、
具
体
的
な
海
洋
開
発
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
願
って
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
資
源
の
分
野
で
、
鉱
物
資
源
と
し
て
は
海

底
の
熱
水
鉱
床
の
開
発
と
そ
れ
か
ら
海
底
下
の
資
源

と
し
て
メ
タ
ンハイ
ド
レ
ー
ト
を
ぜ
ひ
日
本
の
有
力
な

鉱
物
資
源
に
、
あ
る
い
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
し
よ

う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
動
き
に
期
待
し
て
い
ま
す
。一方

で
、
昨
年
、
誠
に
残
念
な
こ
と
で
し
た
け
れ
ど
、
大

海
に
親
し
む
き
っ
か
け
は

小
さ
い
頃
の
体
験

海
洋
を
取
り
巻
く
環
境
は

海
洋
基
本
法
に
よ
り

大
き
く
変
わ
っ
た
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ま
読
む
と
、
満
潮
時
の
汀
線
よ
り
も
陸
側
に
50
メ
ー

ト
ル
、
干
潮
時
の
汀
線
よ
り
海
側
に
50
メ
ー
ト
ル
、

ま
あ
そ
の
範
囲
の
幅
で
し
か
な
い
ん
で
す
。
そ
の
幅
で

津
波
を
避
け
よ
う
、
高
波
を
避
け
よ
う
と
いっ
た
ら

こ
れ
は
無
理
な
話
で
し
て
、
そ
れ
が
海
洋
基
本
法
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
も
う
少
し
広
い
立
場
で
防
災
や

減
災
が
で
き
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
た
と
え
ば
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
で
や
ら
れ
て

い
る
C
O
M
E
I
N
S
（
カ
ム
イ
ン
ズ
）
と
い
う
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
で
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
波
を
予
測
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
ま
た
港
湾
空
港
技
術
研
究
所

の
G
P
S
波
浪
計
を
使
う
と
沖
合
で
津
波
が
検
出
で

き
る
。
現
状
は
「
地
震
が
起
き
た
、
津
波
が
起
き
そ

う
だ
か
ら
逃
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
いって
も
逃
げ
る
人

は
あ
ま
り
い
な
い
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、「
地
震
が
起

き
ま
し
た
、
津
波
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
、
震
源
海
域

で
の
高
さ
が
２
ｍ
だ
か
ら
岸
に
来
た
ら
10
ｍ
に
な
る
で

し
ょ
う
」
と
い
う
情
報
が
し
か
も
、「
何
時
何
分
に
何

メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
来
る
で
し
ょ
う
」
と
い
う
よ
う
な

非
常
に
臨
場
感
が
あ
っ
て
、
危
機
感
の
迫
っ
た
情
報

が
出
せ
る
よ
う
に
な
る
と
避
難
す
る
人
の
率
が
格
段

に
増
え
る
と
思
う
の
で
す
ね
。
そ
れ
で
人
の
命
を
救

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
の

津
波
被
害
の
反
省
か
ら
、
中
央
防
災
会
議
な
ど
で
最

大
ク
ラ
ス
の
津
波
に
対
し
て
も
人
の
命
を
な
ん
と
し
て

も
守
る
と
い
う
こ
と
を
決
め
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を

や
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
や
は
り
50
メ
ー
ト
ル
と
い
う

幅
の
海
岸
で
は
無
理
で
、
も
っ
と
広
い
海
洋
全
体
を

考
え
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
海
洋
基

本
法
に
よ
り
可
能
性
が
ず
い
ぶ
ん
開
け
て
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

関
田
▽
東
日
本
大
震
災
の
発
生
は
、
そ
う
い
う
意
味

で
沿
岸
域
と
海
洋
の
政
策
、
技
術
に
相
当
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

震
災
が
起
き
ま
し
て
、
大
津
波
の
結
果
、
原
発
の
大

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
って
日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
計
画
は
大
幅
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に

洋
上
風
力
の
利
用
に
つい
て
国
の
支
援
が
進
む
と
い
う

お
話
も
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
順
調
に
進

む
と
いい
な
と
思
って
お
り
ま
す
。

関
田
▽
海
洋
基
本
法
制
定
以
前
は
た
く
さ
ん
の
企

業
が
い
ろ
い
ろ
な
関
わ
り
方
を
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
当
時
の
技
術
と
い
う
の
は
個
別
的
だ
と
。
基
本

法
制
定
を
き
っ
か
け
に
技
術
が
総
合
化
さ
れ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
期
待
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

磯
部
先
生
、
先
生
は
沿
岸
域
や
海
洋
開
発
の
政

策
形
成
に
関
与
さ
れ
た
ご
経
験
か
ら
、
沿
岸
域
を
含

め
た
海
洋
開
発
全
体
の
変
化
に
つ
い
て
、
主
と
し
て

政
策
面
か
ら
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ

う
か
。

磯
部
▽
私
は
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
海
岸

工
学
と
い
う
分
野
か
ら
入
って
い
る
の
で
、い
わ
ば
海

と
いっ
て
も
背
が
立
つ
ほ
ど
の
浅
い
水
深
の
海
の
こ
と

を
ず
っ
と
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
立
場
か

ら
、
や
は
り
海
洋
基
本
法
が
で
き
、
海
洋
基
本
計
画

が
で
き
て
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
と
、
ず
い

ぶ
ん
視
野
が
広
が
って
自
由
度
が
高
く
な
っ
た
な
と
い

う
の
が
第一番
の
印
象
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
沿
岸
域
で
𠮷
田
先
生
か
ら
も
お
話
が

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
で
は
津
波
に
よ
っ

て
非
常
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
、

基
本
的
に
津
波
に
対
す
る
防
災
は
海
岸
法
と
い
う
法

律
の
下
で
や
って
い
る
わ
け
で
す
。
海
岸
法
を
そ
の
ま

関
田
▽
さ
て
、こ
こ
か
ら
は
沿
岸
域・海
洋
に
関
し
て
、

こ
れ
か
ら
目
指
す
べき
方
向
を
話
題
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
沿
岸
域
・
海
洋
開
発
の
重
要
性
や
意
義

に
つい
て
触
れ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
う
え
で
、
今
後
の

開
発
、
利
用
、
保
全
あ
る
い
は
防
災
の
あ
り
方
な
ど

に
関
し
て
ご
意
見
を
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

磯
部
▽
基
本
的
に
沿
岸
域
も
海
洋
も
、
あ
る
い
は
陸

域
も
含
め
て
私
た
ち
が
す
べき
こ
と
と
い
う
の
は
、
生

活
環
境
を
質
の
高
い
も
の
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ

と
思
う
の
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
、
私
の
よ
う
に
浅
い

と
こ
ろ
の
海
、
沿
岸
域
を
扱
っ
て
い
る
人
間
に
と
り

ま
し
て
は
、
ひ
と
つ
は
安
全
や
安
心
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
に
よ
って
、
心
配
が
な
く
不
安
の
な
い
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た
生
産
性
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
に
よ
って
い
き
い
き
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
生
活
環
境
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
快
適
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
、

そ
う
い
う
テ
ー
マ
に
絞
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

特
に
安
全
・
安
心
の
向
上
と
い
う
こ
と
で
は
今
回

の
津
波
を
受
け
て
、
中
央
防
災
会
議
そ
の
他
で
出
て

き
た
コン
セ
プ
ト
で
す
が
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
に
対

し
て
は
人
命
を
守
り
、
そ
れ
よ
り
も
頻
度
の
高
い
津

波
に
対
し
て
は
ハー
ド
を
使
って
人
命
と
と
も
に
生
活

視
野
が
広
が
っ
て

自
由
度
が
高
く
な
っ
た

沿
岸
域
・
海
洋
分
野
の
研
究

沿
岸
域
・
海
洋
分
野
が

め
ざ
す
べ
き
方
向

GPS波浪計
（提供：港湾空港技術研究所）
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し
な
か
っ
た
津
波
が
来
た
と
き
に
海
岸
保
全
施
設
が

あ
る
程
度
機
能
を
発
揮
す
る
と
、
ど
う
い
う
こ
と
が

起
き
る
か
と
い
う
と
、
ま
ず
津
波
が
来
る
の
が
遅
れ

る
。
あ
る
い
は
今
回
の
津
波
で
いい
ま
す
と
、
海
溝
型

の
貞
観
津
波
と
同
じ
と
い
わ
れ
る
津
波
は
最
初
に
来

て
い
ま
す
け
ど
、
そ
れ
は
全
体
の
津
波
の
高
さ
か
ら
す

る
と
3
分
の
1
ぐ
ら
い
で
す
。
で
す
か
ら
海
岸
保
全

施
設
で
あ
る
程
度
止
め
ら
れ
る
。

　
そ
の
後
に
明
治
三
陸
型
の
海
溝
軸
か
ら
来
る
津
波

が
来
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
残
り
の
3
分
の
2
ぐ
ら
い

の
高
さ
で
す
。
こ
の
津
波
は
周
期
が
非
常
に
短
い
で
す

か
ら一瞬
で
す
し
、
地
震
か
ら
30
分
以
上
経
って
き
て

い
る
。
そ
う
い
う
も
の
に
対
し
て
防
波
堤
が
機
能
す

る
と
、
陸
上
への
遡
上
も
あ
る
程
度
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
逃
げ
遅
れ
た
人
を
救
う
と
い
う
こ
と

に
役
に
立
つ
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
も
う
可
能
性

で
し
か
な
い
の
で
す
。
完
全
に
で
き
ま
す
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
あ
る
程
度
遡
上
を
抑
え
ら
れ
れ
ば
、
財
産
の

磯
部
▽
先
生
の
問
題
提
起
への
対
応
は
難
し
す
ぎ
る

の
で
、
今
そ
れ
は
諦
め
て
い
ま
す
。
ど
う
整
理
し
て
い

る
か
と
い
う
と
、
と
に
か
く
津
波
警
報
が
出
る
よ
う

な
大
き
な
津
波
が
来
そ
う
だ
と
思
っ
た
ら
、
避
難
は

全
員
ち
ゃ
ん
と
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
を
第一に
置

く
べき
だ
と
い
う
方
向
に
な
って
い
ま
す
。
何
県
何
市

何
町
に
住
ん
で
い
る
人
に
と
って
、
当
該
の
町
に
津
波

警
報
が
出
さ
れ
る
の
は
10
年
に
1
回
程
度
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
と一生
の
う
ち
５
回
逃
げ
れ
ば
、

津
波
で
自
分
の
人
生
が
途
中
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ

と
は
な
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
そ
れ
は
ム
ダ
だ
と
思
わ

な
い
で
保
険
だ
と
思
って
下
さ
い
、
と
言
って
い
る
の
で

す
。
そ
れ
も
掛
け
捨
て
の
保
険
で
す
。
だ
け
ど
、
予
期

い
け
な
い
。で
す
か
ら
超
過
外
力
に
対
し
て
ど
う
い
う

挙
動
を
示
す
か
と
い
う
こ
と
も
設
計
の
中
に
入
れ
な

く
て
は
な
ら
な
く
な
って
き
た
の
で
す
ね
。
そ
う
い
う

も
の
を
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
将
来
に
向
か
って

や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

𠮷
田
▽
今
の
津
波
防
波
堤
の
役
割
に
絡
ん
で
で
す

が
、
そ
れ
は
１
０
０
年
に
数
回
程
度
の
比
較
的
頻
繁

に
あ
る
津
波
に
対
し
て
は
ほ
ぼ
完
璧
な
防
災
の
役

割
を
果
た
す
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
今
回
の
よ
う
な

1
0
0
0
年
に
1
回
の
頻
度
の
大
津
波
が
や
っ
て
く

る
こ
と
も
あ
り
え
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
と
き
に
も
越

波
等
は
起
き
る
け
れ
ど
、
防
波
堤
と
し
て
は
そ
れ
な

り
の
使
命
は
果
た
し
て
い
く
、
そ
う
い
う
も
の
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
だ
と
思
い
ま
す
。
私

も
そ
う
い
う
考
え
方
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ

そ
う
な
る
と
、
波
が
防
波
堤
を
越
え
て
内
湾
へ
入
っ

て
く
る
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
し
ま
す
と
、

そ
れ
に
対
し
て
人
は
避
難
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
だ

か
ら
、
入
っ
て
く
る
波
に
対
し
て
ハー
ド
ウ
ェ
ア
で
あ

る
防
波
堤
の
高
さ
や
幅
、
強
度
、
ま
た
越
波
は
ど
の

程
度
の
ス
ピ
ー
ド
で
ど
れ
だ
け
入
り
、
更
に
浸
水
高

は
ど
れ
だ
け
で
、
ど
こ
ま
で
到
達
す
る
か
な
ど
と
い

う
か
な
り
細
か
く
計
算
し
た
予
測
デ
ー
タ
と
人
間
の

避
難
計
画
と
が
う
ま
く
マ
ッ
チ
し
て
い
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う
わ
け
で
す
。
単
に
防

波
堤
の
強
さ
と
か
、
そ
れ
だ
け
が
別
に
あ
っ
て
人
間

の
行
動
は
防
災
無
線
で
呼
び
か
け
て
い
る
よ
う
で
は
、

人
々
も
ま
た
勘
違
い
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
う

の
で
す
ね
。

　
津
波
防
波
堤
が
あ
る
な
ら
そ
れ
で
いい
じ
ゃ
な
い
か

と
い
う
考
え
方
も
あ
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
れ
を

越
え
て
く
る
波
が
あ
り
、
そ
れ
と
逃
げ
る
人
の
逃
げ

方
と
ス
ピ
ー
ド
と
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
な
い
と
助
か

ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
非
常

に
難
し
い
問
題
を
抱
え
て
い
る
テ
ー
マ
か
な
と
思
う
の

で
す
が
、
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
。

と
産
業
を
守
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
非
常
に
明
確

に
し
ま
し
た
。
海
岸
構
造
物
を
造
って
津
波
や
高
波

か
ら
守
る
、で
も
守
り
き
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
り
避
難
す
る
体
制
を
つ
く
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
こ
の
考
え
方
も
、
実
は
従
来

と
同
じ
な
の
で
す
ね
。
2
段
構
え
と
い
う
こ
と
で
は
変

わ
っ
て
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、
最
大
津
波
と
い
う
概

念
と
、
そ
れ
よ
り
発
生
頻
度
が
高
い
津
波
と
い
う
概

念
を
明
確
に
打
ち
出
し
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
う
防
護

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
非
常

に
画
期
的
な
決
定
で
は
な
か
っ
た
か
と
私
は
思
って
い

ま
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
ひ
と
つ
は
頻
度
の
高
い
津
波
に

対
し
て
ど
れ
だ
け
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
海
岸

保
全
施
設
が
造
れ
る
か
と
い
う
の
が
大
き
な
カ
ギ
で

す
し
、
頻
度
の
高
い
津
波
と
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
と

2
つ
に
分
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
頻
度
の
高
い
津
波
に

対
し
て
設
計
さ
れ
た
構
造
物
が
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
最

大
ク
ラ
ス
の
津
波
に
遭
遇
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

こ
と
を
秘
め
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の

と
き
に
構
造
物
が
ど
う
挙
動
す
る
か
と
い
う
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
と
い
う
の
は
こ
れ
か
ら
非
常
に
重

要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
が
粘
り
強
い
構
造
と
い
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
は
そ
う
し
た
技
術
を
研

究
し
、
開
発
す
る
と
い
う
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

普
及
す
る
と
い
う
役
割
が
入
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
そ
う
い
う
視
点
か
ら
す
る
と
、
そ
の
技
術
基
準

や
技
術
マ
ニュ
ア
ル
、
そ
う
い
う
も
の
を
整
え
て
い
く

こ
と
も
非
常
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ま

で
で
し
た
ら
「
護
岸
を
造
り
ま
す
、
護
岸
は
波
に
対

し
て
耐
え
ら
れ
ま
す
」、で
良
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ

の
波
よ
り
も
っ
と
大
き
な
波
が
来
る
か
も
し
れ
な
く

て
、
そ
れ
に
よ
って
引
き
波
が
来
て
護
岸
が
海
側
に
倒

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
な
く
て
は

津
波
警
報
が
出
れ
ば
全
員
が

必
ず
避
難
す
る
こ
と
を

第
一
に
置
く
べ
き
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損
失
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
整
理
で
す
。

精
度
よ
く
津
波
も
計
算
で
き
る
の
で
、
そ
の
ぎ
り
ぎ

り
の
際
は
逃
げ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
発
想
に
は
な
って

い
ま
せ
ん
。
ま
だ
私
た
ち
は
技
術
者
と
し
て
そ
ん
な

に
精
度
よ
く
予
想
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
人
は

と
に
か
く
逃
げ
て
く
だ
さ
い
と
。
だ
け
ど
逃
げ
遅
れ

た
り
し
た
人
、
あ
る
い
は
浸
水
域
の
ぎ
り
ぎ
り
に
あ

る
よ
う
な
と
こ
ろ
に
つい
て
は
粘
り
強
い
構
造
を
造
る

こ
と
に
よ
って
救
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
い
う
二
本
立
て
で
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

関
田
▽
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
も
、
た
と
え
ば
後

背
域
への
浸
水
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
メッ
シュ
を
細

か
く
し
て
、
精
度
の
高
いハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
か
、
あ

る
い
は
今
ご
指
摘
の
粘
り
強
い
防
波
堤
は
い
か
に
あ
る

べ
き
か
、
と
か
い
う
こ
と
を
研
究
し
て
い
ま
す
。い
ず

れ
に
し
て
も
ハー
ド
と
ソ
フ
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
う
ま
く
組

み
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
地
域
に
よ
って

津
波
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
変
わ
る
し
、
到
達
時
間

も
違
い
ま
す
。
そ
う
い
う
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
と
ハー
ド
、

そ
し
て
逃
げ
方
な
ど
の
ソ
フ
ト
に
も
貢
献
し
た
い
と

思
って
い
ま
す
。

　

防
災
に
関
す
る
お
話
を
頂
き
ま
し
た
が
、
改
め
て

海
洋
が
わ
れ
わ
れ
に
も
た
ら
す
可
能
性
に
つい
て
お
話

を
承
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
わ
が
国
で
は
海
洋
環
境

の
保
全
と
再
生
、
生
物
資
源
の
採
集
・
生
産
、
海

底
石
油
・
ガ
ス
等
の
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。
あ
る
い

は
海
洋
空
間
利
用
と
し
て
の
港
湾
、
空
港
も
あ
り
ま

す
。
港
湾
域
で
は
風
車
の
建
設
が
行
わ
れ
、
沖
合
で

は
実
証
試
験
と
し
て
着
床
式
や
浮
体
式
洋
上
風
車

の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
潮
流
や
波

浪
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。メ
タ
ンハイ
ド

レ
ー
ト
、
熱
水
鉱
床
の
活
用
等
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
そ
う
し
た
E
E
Z
水
域
を
総
合
的
に
管
理

し
て
い
く
た
め
に
も
遠
隔
離
島
に
お
け
る
活
動
拠
点

の
整
備
な
ど
も
重
要
に
な
って
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
も
含
め
夢
を
持
て
る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
期
待
で

き
る
よ
う
な
分
野
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

磯
部
▽
基
本
的
に
は
、
や
は
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
資
源

の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
海
洋
に
は
い
ろ
ん
な
種
類

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
い
か
に
利
用
し

て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
関
田
理
事
長
が
お

話
し
さ
れ
た
海
洋
に
あ
る
様
々
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い

か
に
実
用
化
し
、
利
用
で
き
る
よ
う
な
状
態
に
し
て

い
く
か
。
日
本
は
世
界
6
位
と
い
う
海
域
開
発
可

能
面
積
を
持
って
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
海
洋
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
を
い
か
に
利
用
し
て
い
く
か
、
や
は
り
そ
こ

に
か
か
っ
て
く
る
の
で
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
し
て一つ
付
け
加
え
る
必
要
が
あ
る
の
が
離
島

の
管
理
で
す
。
今
、
数
百
の
島
が
有
人
離
島
と
い
う

こ
と
に
な
って
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
離
島
の
人
口
も

減
り
つつ
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
有
人
だ
っ
た
島
が
無

人
に
な
って
し
ま
う
危
機
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
離
島
が
無
人
に
な
って
し
ま
う
と
、
国
土
と
し
て

き
ち
ん
と
維
持
管
理
し
て
保
有
す
る
と
い
う
、
領
土

と
し
て
主
張
す
る
根
拠
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
う
危
険

性
が
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
全
部
維

持
す
る
の
は
大
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
戦
略
的
に

こ
の
島
と
こ
の
島
は
国
策
と
し
て
維
持
を
し
て
い
く
、

そ
の
た
め
に
は
離
島
航
路
を
維
持
し
、
そ
こ
に
住
ん

で
い
る
人
に
対
し
て
は
あ
る
程
度
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
与
え
、
そ
こ
の
イ
ン
フ
ラ
も
整
え
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
行
い
、
日
本
の
固
有
の
領
土
と
し
て
維
持
し

て
い
く
、
と
い
う
取
組
が
絶
対
に
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。

関
田
▽
離
島
の
テ
ー
マ
は
大
変
重
要
で
す
ね
。
𠮷
田

先
生
は
い
か
が
で
す
か
。

𠮷
田
▽
い
ろ
い
ろ
な
試
算
を
比
較
す
る
と
、
海
洋
エ

ネ
ル
ギ
ー
で一番
期
待
で
き
る
の
は
風
力
の
よ
う
で
す

ね
。
最
新
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
風
力
の
ト
ー
タ
ル
の

出
力
、
計
画
と
し
て
の
出
力
は
地
球
上
に
あ
る
全
原

子
力
発
電
の
す
で
に
60
％
ぐ
ら
い
に
な
り
つつ
あ
る
よ

う
で
す
。こ
の
ま
ま
原
発
が
あ
ま
り
伸
び
な
い
で
、
風

力
が
現
在
の
率
で
伸
び
て
い
く
と
、
遠
か
ら
ず
抜
く

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
仮
に
そ
う
だ
と
し

ま
す
と
、
風
力
は
非
常
に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
日
本
は
あ
ま
り
熱
心
に
風
力

に
目
を
向
け
な
い
で
き
て
し
ま
い
、
10
年
は
遅
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
た
と
え
ば
風
車
の
ハー
ド

ウ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
世
界
有
数
の
メ
ー
カ
ー
も
あ
り
、

浮
体
技
術
も
高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
か
ら
頑
張
れ
ば

十
分
競
争
で
き
る
と
思
い
ま
す
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
だ
け

で
は
な
く
て
、
韓
国
や
中
国
と
も
熾
烈
な
争
い
に
な

る
よ
う
で
す
が
、
今
か
ら
取
り
組
め
ば
最
後
の
チ
ャン

ス
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
十
分
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

気
が
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
日
本
が
技
術
的
に
先

行
し
て
い
て
実
用
化
の
期
待
で
き
る
も
の
は
海
洋
温

度
差
発
電
で
す
ね
。

　

温
度
差
発
電
に
つ
い
て
日
本
は
い
い
技
術
開
発
が

進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
資
源
で
す

が
、
海
底
熱
水
鉱
床
に
つい
て
は
プ
レ
ー
ト
の
境
界
あ

た
り
で
の
調
査
が
ず
い
ぶ
ん
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。
ま

だ
成
分
分
析
、
あ
る
い
は
埋
蔵
量
、
資
源
と
し
て
の

価
値
そ
の
も
の
に
つい
て
は
必
ず
し
も
あ
ま
り
確
率
が

高
い
話
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
可
能
性
と
し

て
は
い
ろ
い
ろ
期
待
が
持
て
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ

れ
か
ら
メ
タ
ンハイ
ド
レ
ー
ト
も
ご
く
最
近
、
渥
美
半

島
沖
で
試
験
採
鉱
掘
削
が
始
ま
り
ま
し
た
。

関
田
▽
沿
岸
技
術
研
究
セン
タ
ー
も
波
力
発
電
や
港

湾
域
に
風
力
発
電
を
設
置
す
る
技
術
の
研
究
開
発

に
か
つ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、

港
湾
に
お
い
て
、
風
力
等
を
利
用
し
た
発
電
施
設
や

蓄
電
池
な
ど
の
整
備
を
国
が
支
援
す
る
モ
デ
ル
事
業

が
実
施
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
海
と
陸
に
接
す

る
港
湾
も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
た
有
望
な
適
地

と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
か
ら
は
そ
う
いっ

た
海
洋
開
発
や
沿
岸
の
開
発
を
進
め
る
た
め
に
必
要

と
な
る
技
術
と
課
題
、
ま
た
そ
れ
に
対
し
て
私
ど
も

沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ど
う
いっ
た
役
割
を
担

う
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
そ
う
し
た
ア
ド
バイ
ス
を
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

磯
部
▽
ま
ず一つ
は
安
全
・
安
心
の
テ
ー
マ
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。ハー
ド
と
ソ
フ
ト
を
い
か
に
組
み
合
わ
せ
て

シ
ス
テ
ム
化
し
て
い
く
か
、
と
い
う
技
術
開
発
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
か
ら
お
話
が

出
て
い
る
よ
う
に
、
津
波
に
対
す
る
防
災
も
複
合
的
、

二
段
階
で
や
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
そ

釜石湾口防波堤を遠くに見る。被災したものの、湾内の津波高を減少させる
という効果を発揮した。

夢
を
持
て
る
海
洋
分
野
は
何
か

沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の

役
割
は
時
代
の
要
請
に

応
じ
て
積
極
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
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れ
を
𠮷
田
先
生
か
ら
も
ご
指
摘
が
あ
っ
た
よ
う
に
、

じ
ゃ
あ
ど
う
い
う
ふ
う
に
整
理
す
る
の
か
と
い
う
非
常

に
大
き
な
問
題
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
今
は
な
か
な

か
整
理
が
で
き
な
い
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
両
方
いっ
ぺ

ん
に
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
主
旨
の
お
話
を
し
た
わ

け
で
す
け
ど
、
そ
れ
を
ど
ん
な
ふ
う
に
ソ
フ
ト
と
ハー

ド
を
合
わ
せ
て
防
災
、
減
災
を
や
って
い
く
の
か
、
津

波
を
沖
合
で
観
測
し
た
と
き
に
い
か
に
す
ば
や
く
警

報
や
避
難
に
結
び
付
け
て
い
く
の
か
。
そ
の
た
め
に
は

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
る
と
い
う
こ
と
も
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
そ
れ
を
効
果
的
に
や
る
た
め
に
は
ハー

ド
が
必
要
で
、
海
岸
保
全
施
設
、
堤
防
や
護
岸
を
ど

う
造
って
い
く
の
か
、
造
る
だ
け
で
は
な
く
て
ど
の
よ

う
に
粘
り
強
く
し
て
い
け
る
の
か
、
こ
う
いっ
た
要
素

の
開
発
を
ぜ
ひ
や
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
沿
岸
域
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
維

持
管
理
と
施
設
、
設
備
の
更
新
と
い
う
非
常
に
大

き
な
テ
ー
マ
に
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
維
持
管
理
の
た
め
の
資
格
を
沿
岸
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
で
審
査
を
し
て
い
る
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す

け
れ
ど
、
そ
う
い
う
資
格
を
持
っ
た
人
た
ち
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
長
期
的
に
ど
う
維
持
管
理
、
あ
る
い

は
更
新
の
戦
略
を
立
て
て
い
く
の
か
と
い
う
取
り
組
み

が
大
事
に
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
は
広
い
意
味
で

の
技
術
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
海
岸
、
港
湾
構
造
物
も
使
え
る
間
は
使
う
と
い
う

よ
う
な
発
想
で
今
は
進
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
た

と
え
ば
海
岸
保
全
施
設
は
全
国
で
9
5
0
0
㎞
あ

り
ま
す
。
仮
に
判
り
や
す
く
約
1
万
㎞
と
す
る
と
、

1
0
0
年
間
維
持
管
理
し
て
持
た
せ
る
と
し
て
も
、

1
年
間
に
1
0
0
㎞
ず
つ
は
更
新
し
な
い
と
現
状
維

持
で
き
ま
せ
ん
。
ま
し
て
地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
面

上
昇
が
起
こ
る
こ
と
か
ら
も
質
を
よ
く
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
粘
り
強
く
す
る
た
め
に
は
更
に
質
を

上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
の
役
割
は
そ
う
い
う
こ
と
の
技
術
開
発
や
マニュ

ア
ル
づ
く
り
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
そ
れ
を
戦
略
的
に
や
る
た
め
に
は
誰
か
が
デ
ー
タ

ベー
ス
を
持
っ
て
い
な
い
と
駄
目
で
す
。
今
は
ど
の
機

関
も
デ
ー
タ
ベー
ス
を
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
で
は
こ

れ
を
私
企
業
で
あ
る
コン
サ
ル
タ
ン
ト
が
や
る
べき
仕

事
か
と
い
う
と
、
そ
こ
は
少
し
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
本
来
国
が
や
る
べき
な
の
で
す
が
、
国
を
サ

ポ
ー
ト
し
な
が
ら
財
団
の
よ
う
な
セ
ク
タ
ー
が
担
う

仕
事
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

関
田
▽
𠮷
田
先
生
は
い
か

が
で
す
か
。

𠮷
田
▽
海
洋
に
お
け
る

資
源
、エ
ネ
ル
ギ
ー
等
い

ろ
い
ろ
な
開
発
が
今
ま
で

お
話
に
出
ま
し
た
が
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
そ
のハー
ド
ウ
ェア
を

実
現
化
す
る
た
め
に
は
、

実
海
域
実
験
が
出
来
る

場
所
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
よ
く
言
わ

れ
る
の
で
す
が
、
英
国
に
は
個
人
の
海
は
な
く
て
、
ク

イ
ー
ン
ズ
エ
ス
テ
ー
ト
と
し
て
国
家
、
王
室
管
理
に

な
っ
て
い
て
漁
業
権
と
い
う
よ
う
な
も
の
に
必
ず
し

も
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
政
府
の
考
え
方
で
実
験
場

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
実
験
場
が
日
本
で
も
ぜ
ひ
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
先
ほ
ど
お
話
の
あ
っ
た
風
力
発
電
を
沖
合
で
や

ろ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
を
実
験
す
る
海
域
が
い
る
わ

け
で
す
。
さ
ら
に
も
う
ち
ょ
っ
と
夢
み
た
い
な
こ
と
も

含
め
て
言
わ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
た
と
え
ば
深
海
技
術

に
絡
む
潜
水
艇
は
、
船一隻
だ
け
で
は
駄
目
で
し
ょ
う

し
、
そ
の
潜
水
艇
と
人
間
の
乗
り
降
り
、
あ
る
い
は

い
ろ
い
ろ
な
機
器
の
交
換
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
の
た

め
の
基
地
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
海
底
に
も
し
そ
う
い

う
基
地
が
で
き
れ
ば
非
常
に
能
率
が
良
く
な
り
ま
す
。

現
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
石
油
開
発
に
絡
ん
で
、
ま
だ
非
常

に
小
規
模
な
よ
う
で
す
が
そ
う
い
う
海
底
基
地
を
実

現
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

私
が
思
う
の
は
、
水
深
4
0
0
0
メ
ー
ト
ル
の
太

平
洋
に
は
水
深
1
0
0
0
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
海
山

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
頂
上
に
海
底
基
地
を
造

る
。
そ
の
海
底
基
地
と
海
上
と
の
間
を
水
中
エレベー

タ
ー
で
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
そ
の
海
底

ス
テ
ー
シ
ョン
を
潜
水
艇
の
発
進
、
あ
る
い
は
帰
還
基

地
と
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
潜
水
艇
は
海
溝
に
出

か
け
て
も
、い
ち
い
ち
洋
上
ま
で
浮
上
し
な
く
て
も
済

む
。
あ
る
い
は
電
力
や
食
料
、
休
憩
な
ど
様
々
な
機

能
と
し
て
使
え
る
。こ
れ
は
ま
だ
ち
ょっ
と
夢
物
語
に

近
い
も
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
が
そ
ろ
そ
ろ
視
野

に
入
って
も
いいの
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
の
熱
水
鉱
床
の
話
も
わ
れ
わ
れ
の
排
他
的

経
済
水
域
の
中
で
外
国
系
の
企
業
が
鉱
区
申
請
を
し

て
押
さ
え
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
だ
か
ら
わ
が

国
の一部
の
資
源
学
者
は
非
常
に
危
機
感
を
抱
い
て
お

ら
れ
ま
す
。
や
は
り
何
で
も
夢
を
持
ち
、
想
像
力
を

た
く
ま
し
く
し
て
取
り
掛
か
る
と
い
う
こ
と
を
し
な
い

と
世
界
の
中
で
伍
し
て
い
く
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

関
田
▽
夢
を
現
実
に
変
え
て
い
く
た
め
に
は
、
た
と

え
ば
浅
い
と
こ
ろ
で
は
共
同
実
験
場
、
海
山
の
よ
う

な
深
い
と
こ
ろ
で
は
海
底
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
造
る

と
い
う
お
話
で
す
が
、
そ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ
を
政
府
な

り
が
整
え
る
と
民
間
の
研
究
開
発
や
意
欲
も
高
ま
り

ま
す
ね
。

　

私
も
若
い
頃
に
海
洋
産
業
に
籍
を
置
い
て
、
欧
米

の
技
術
に
追
いつ
け
追
い
越
せ
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て

き
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
中
で
チ
ャレ
ン
ジ
と
か
夢
を

実
現
す
る
と
い
う
た
め
に
は
新
し
い
こ
と
、
あ
る
い
は

最
初
に
や
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
い

ろ
い
ろ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
日
は
防
災
か
ら
海
洋
全
般
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
幅

広
い
ご
意
見
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で
き
感
謝
し
て

い
ま
す
。
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
か
ら
も

今
ま
で
培
っ
た
技
術
的
蓄
積
や
知
見
を
活
用
し
つつ
、

さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
新
し
い
要
望
、
時
代
の
要
請

に
積
極
的
に
チ
ャレン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま

す
。
そ
の
際
に
は
産
・
学
・
官
と
連
携
し
な
が
ら
質

の
高
い
調
査
と
研
究
を
行
う
事
が
大
事
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
海
の
魅
力
と
可
能
性
、
ま
た
そ
の
怖

さ
も
国
民
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
わ
れ
わ
れ
の
責
務

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
本
日
は
貴
重
な
ご
意
見
を

頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

水深1000mの海山頂上に設置するテンションレグ式
総合観測実験基地の構想図
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ど
こ
ま
で
も
真
っ
す
ぐ
に
続
く
海
岸
線
、
今
ま

で
は
そ
の
美
し
さ
に
見
と
れ
る
だ
け
で
し
た
が
、

次
の
瞬
間
に
頭
を
よ
ぎ
る
の
は
、
こ
こ
に
津
波
が

押
し
寄
せ
た
ら
ど
こ
へ
避
難
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ

う
か
と
い
う
こ
と
。
思
わ
ず
周
り
を
見
渡
し
、
高

い
建
物
や
高
台
を
探
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

湾
の
奥
ま
っ
た
入
江
に
つ
く
ら
れ
た
港
は
、
風

光
明
媚
で
波
や
潮
の
流
れ
が
穏
や
か
な
天
然
の
良

港
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
押
し
寄
せ
る
大
津
波
が

狭
い
湾
の
入
り
口
か
ら
一
気
に
押
し
寄
せ
た
た
め

に
、
場
所
に
よ
っ
て
は
40
m
も
の
高
さ
の
津
波
と

な
っ
て
町
を
飲
み
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
岩
手

県
大
船
渡
の
高
台
に
あ
る
ホ
テ
ル
は
目
の
前
に
三

陸
自
慢
の
リ
ア
ス
式
海
岸
の
風
景
が
広
が
る
絶
景

の
宿
。
あ
の
東
日
本
大
震
災
の
時
に
は
、
高
台
の

ホ
テ
ル
か
ら
は
目
の
前
に
壁
の
よ
う
に
押
し
寄
せ

る
津
波
を
目
に
し
た
そ
う
で
す
が
、
か
ろ
う
じ
て

難
を
逃
れ
多
く
の
避
難
の
人
た
ち
を
迎
え
入
れ
た

そ
う
で
す
。
今
は
復
興
の
た
め
に
地
域
の
人
た
ち

と
と
も
に
前
向
き
に
歩
き
出
し
て
い
ま
す
。

　

大
震
災
か
ら
1
年
、
岩
手
県
大
槌
町
か
ら
流
さ

れ
た
漁
船
が
日
本
海
側
の
兵
庫
県
香
美
町
に
流
れ

着
き
、
持
ち
主
の
も
と
に
帰
り
ま
し
た
。
一
体
ど

ん
な
潮
の
流
れ
に
乗
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
自
然

の
営
み
の
神
秘
で
す
。

　

福
島
県
浪
江
町
の
原
発
20
キ
ロ
圏
内
の
警
戒
区

域
に
あ
る
請
戸
海
岸
、
こ
こ
は
津
波
で
破
壊
さ
れ

た
防
波
堤
な
ど
す
べ
て
が
1
年
前
の
状
態
そ
の
ま

ま
で
す
。
ま
ち
は
放
射
線
量
が
高
い
た
め
す
ぐ
に

は
戻
れ
な
い
現
実
と
、
こ
れ
か
ら
除
染
や
町
の
復

旧
の
進
み
具
合
を
見
な
が
ら
ど
う
暮
ら
し
を
再
建

す
る
か
大
き
な
不
安
を
抱
え
な
が
ら
、
20
か
所
以

上
に
分
散
し
て
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
浜

通
り
（
福
島
県
の
海
岸
沿
い
の
地
域
）
の
人
た
ち

は
、
自
分
の
町
に
戻
る
日
ま
で
他
の
土
地
で
仮
の

暮
ら
し
を
、
ま
た
戻
ら
な
い
決
断
を
し
た
人
は
新

し
い
生
活
を
築
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ

の
場
は
い
わ
き
市
や
相
馬
な
ど
の
浜
通
り
を
希
望

し
て
い
ま
す
。
漁
業
関
係
者
は
も
と
よ
り
、
温
暖

な
気
候
の
故
郷
に
少
し
で
も
近
い
場
所
で
暮
ら
し

た
い
の
で
す
。
皆
さ
ん
時
間
は
か
か
っ
て
も
故
郷

は
再
生
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
な
か
で
も
沿
岸
部
は
風
向
き
の
関
係
で
比
較

的
線
量
の
低
い
地
域
が
多
い
の
で
、
早
い
段
階
で

ま
ち
の
再
生
は
可
能
な
は
ず
で
す
。
沿
岸
部
の
復

旧
と
と
も
に
、
沿
岸
で
の
暮
ら
し
が
戻
っ
た
時
に

も
安
全
な
ま
ち
の
作
り
を
工
夫
す
る
こ
と
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
す
ぐ
に
避
難
で
き
る
情
報
を
正
確

に
迅
速
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

　

G
P
S
波
浪
計
も
、
今
回
の
津
波
に
よ
る
海
面

の
動
き
を
と
ら
え
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
観
測

し
た
デ
ー
タ
が
十
分
自
治
体
や
住
民
の
避
難
活
動

に
活
か
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
観
測
デ
ー

タ
が
避
難
す
べ
き
人
た
ち
に
必
要
な
津
波
情
報
と

い
う
形
で
い
ち
早
く
伝
わ
り
沿
岸
地
域
の
安
全
の

た
め
に
効
果
的
に
役
立
つ
よ
う
に
さ
ら
な
る
工
夫

が
必
要
で
し
ょ
う
。
ま
た
一
分
一
秒
を
争
う
津
波

の
情
報
を
、
住
民
一
人
一
人
に
も
わ
か
る
よ
う
な

形
に
転
換
し
て
直
接
伝
え
る
仕
組
み
を
考
え
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

　

こ
こ
数
年
、
台
風
や
高
潮
に
よ
る
大
き
な
被
害

が
相
次
い
で
い
た
た
め
、
港
や
ま
ち
を
守
る
た
め

に
一
段
と
高
く
補
強
さ
れ
た
防
波
堤
や
防
潮
堤
が

目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
さ

ら
に
海
の
脅
威
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
被

恵
み
と
脅
威
の
は
ざ
ま
の
海
の
町

安
全
か
つ
海
の
景
観
に
合
う

沿
岸
構
造
物
で
あ
っ
て
ほ
し
い

写真3　浪江町請戸地区、
1年前から時がとまったまま

写真2　オーシャンビューの宿が避難の基地に 写真1　穏やかな三陸の海が豹変
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フリーアナウンサー

日本の宝
海が安全で美しく
あるために　　
海にたいする日本人のさまざまな
思いと、東日本大震災もふまえ、
これからの海について
語っていただいた。
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害
も
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
動
き
に
拍
車
が

か
か
る
か
も
し
れ
な
い
と
少
し
心
配
に
な
り
ま
し

た
。
確
か
に
港
や
地
域
の
人
た
ち
の
命
を
守
る
た

め
の
防
波
堤
、
防
潮
堤
や
護
岸
で
す
が
、
平
穏
な

と
き
に
は
せ
っ
か
く
の
美
し
い
海
の
景
色
の
目
隠

し
と
な
り
、
ま
る
で
要
塞
に
囲
ま
れ
て
い
る
か
の

よ
う
な
閉
塞
感
を
覚
え
ま
す
。
安
全
第
一
は
当
然

で
す
が
、
見
た
目
に
い
い
と
は
決
し
て
言
え
ま
せ

ん
。
景
観
を
壊
さ
ず
、
波
の
力
を
弱
め
津
波
や
高

潮
か
ら
町
を
守
る
構
造
物
、
し
か
も
莫
大
な
コ
ス

ト
が
か
か
り
す
ぎ
な
い
構
造
物
や
工
法
を
実
現
さ

せ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

数
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
津
波
か
ら
地
域

を
守
る
た
め
に
ど
の
程
度
の
防
波
堤
が
必
要
な
の

か
と
い
う
議
論
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
規
模

の
防
波
堤
は
コ
ス
ト
的
に
も
現
実
的
で
は
な
く
、

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
＝
多
重
防
御
と
津
波
が
来
た
ら

す
ぐ
高
台
に
逃
げ
る
と
い
う
避
難
行
動
と
合
わ

せ
て
し
っ
か
り
防
災
対
策
を
進
め
る
と
い
う
選
択

や
、
観
光
地
な
ど
で
は
景
観
に
配
慮
し
た
視
点
を

重
視
す
る
選
択
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

ぜ
ひ
安
全
と
景
観
の
両
立
を
目
指
し
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

　

復
旧
が
進
む
中
で
の
課
題
と
し
て
叫
ば
れ
る
瓦

礫
の
処
理
。
全
国
各
地
で
処
理
を
分
担
す
べ
き
と

い
う
声
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
国
民
の
当
然
の
義

務
と
し
て
協
力
す
べ
き
で
す
。
合
わ
せ
て
被
災
地

の
近
く
に
処
理
施
設
を
作
っ
て
雇
用
と
新
し
い
産

業
を
生
み
出
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
ゴ

ミ
と
し
て
焼
却
す
る
だ
け
で
な
く　

瓦
礫
を
資
源

と
し
て
活
用
す
る
方
法
を
も
っ
と
検
討
す
べ
き
で

し
ょ
う
。
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
で
熱
源
に
し
た

り
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
使
っ
た
り
す
る
た
め
に
、

セ
メ
ン
ト
会
社
や
製
紙
業
な
ど
へ
協
力
を
要
請
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
資
源
と
し
て
有
効
活
用

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
こ
と
に
セ
メ
ン
ト
会
社

は
ボ
イ
ラ
ー
で
木
質
チ
ッ
プ
を
燃
や
し
、
焼
却
灰

は
セ
メ
ン
ト
の
材
料
と
し
て
混
ぜ
る
、
最
も
効
率

的
な
循
環
型
産
業
で
す
。
し
か
し
最
近
は
公
共
事

業
が
減
っ
て
セ
メ
ン
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
需
要

が
減
っ
て
資
源
が
回
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
現
場

の
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。
製
品
の
使
い
先
が
な
く

て
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
活
用
も
進
ま
ず
、
資

源
の
循
環
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。
瓦
礫
と
言
っ
て

も
つ
い
1
年
前
ま
で
大
切
な
家
や
建
物
だ
っ
た
も

の
、
き
ち
ん
と
資
源
と
し
て
活
用
再
生
さ
れ
る
よ

う
に
復
旧
工
事
で
使
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
セ
メ
ン

ト
は
瓦
礫
を
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
し
て
循
環
さ
せ

た
製
品
を
使
う
、
瓦
礫
を
使
っ
た
防
潮
堤
を
作
る

な
ど
、
と
こ
と
ん
知
恵
を
絞
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

宮
城
県
松
島
町
で
は
松
島
が
砦
と
な
り
津
波
の

被
害
か
ら
守
ら
れ
た
地
域
が
あ
っ
た
一
方
、
流
れ

の
変
わ
っ
た
津
波
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た

地
域
も
あ
り
ま
し
た
。
青
い
海
に
浮
か
ぶ
松
島
、

海
面
か
ら
で
た
岩
は
ひ
と
き
わ
白
く
見
え
ま
す
。

被
害
を
受
け
な
が
ら
も
い
ち
早
く
観
光
船
や
旅
館

は
再
開
し
、
自
ら
元
気
を
だ
す
こ
と
を
訴
え
て
復

興
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
大
勢
の
人
に
現
状
も
み

て
も
ら
う
こ
と
で
復
興
の
応
援
団
を
増
や
す
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
大
震
災
の
直
接
的
、
心
理
的
な
影

響
が
あ
っ
て
、
海
を
語
る
に
も
防
災
や
安
全
性
が

魅
力
を
楽
し
み
、
環
境
や
海
の

脅
威
を
学
ぶ

前
面
に
出
て
し
ま
い
ま
す
が
、
や
は
り
海
の
魅
力

や
恩
恵
を
純
粋
に
楽
し
み
感
謝
す
る
の
が
一
番
で

す
。
海
に
親
し
ん
で
近
づ
く
こ
と
で
、
改
め
て
海

の
環
境
改
善
や
防
災
の
こ
と
に
意
識
が
回
る
も
の

で
す
。

　

海
好
き
な
日
本
人
が
大
好
き
な
ハ
ワ
イ
。
同

じ
海
で
も
ハ
ワ
イ
は
常
夏
、
し
か
も
多
く
の
ホ
テ

ル
が
立
ち
並
ぶ
賑
わ
い
を
持
っ
た
リ
ゾ
ー
ト
は
日

本
に
は
な
い
魅
力
で
す
。
最
も
賑
わ
う
ワ
イ
キ
キ

ビ
ー
チ
、
こ
こ
が
人
工
ビ
ー
チ
だ
と
い
う
こ
と
は

あ
ま
り
意
識
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
オ
ア
フ
島
の
北
部
な
ど
の
白
砂
を
埋
め
立
て

て
作
っ
た
も
の
で
す
。
そ
の
砂
が
波
に
運
ば
れ
浜

が
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
た
め
、
去
年
か

ら
2
5
0
万
ド
ル
か
け
て
砂
を
戻
す
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
の
沖
に
は
砂
を
戻

す
た
め
の
重
機
が
浮
か
び
、
浜
辺
に
は
砂
が
う
ず

高
く
集
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ビ
ー
チ

か
ら
30
分
ほ
ど
の
沖
で
は
潜
水
艇
で
オ

ア
フ
島
の
海
の
中
を
楽
し
む
ツ
ア
ー
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
近
く
で
熱

帯
魚
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
さ

す
が
ハ
ワ
イ
…
で
も
透
明
度
は
今
一
つ
。

し
か
も
海
底
は
シ
ン
プ
ル
で
あ
ま
り
感

動
も
な
く
、
沈
船
が
重
要
な
海
底
の
風

景
と
な
り
、
日
本
の
作
っ
た
漁
礁
が
魚

た
ち
の
住
み
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
潜
水
艦
の
船
会
社
が
買
い
取
っ

て
海
を
見
せ
る
た
め
に
魚
が
住
め
る
空

間
を
作
り
だ
し
た
の
で
す
。
沈
船
が
な

け
れ
ば
味
も
そ
っ
け
も
な
い
海
。
で
も

そ
う
し
て
人
の
手
を
加
え
、
観
光
の
目

玉
に
す
る
こ
と
で
、
ハ
ワ
イ
の
海
の
魅

力
を
楽
し
む
と
と
も
に
そ
の
こ
と
で
環
境
の
勉
強

や
、
海
の
環
境
改
善
に
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

　

震
災
後
は
津
波
の
怖
さ
、
ま
た
放
射
能
の
影

響
が
怖
く
て
海
か
ら
遠
ざ
か
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
早
く
海
の
安
全
を
取
り
戻
す
と
と
も

に
、
親
し
み
の
あ
る
海
を
取
り
戻
し
た
い
も
の
で

す
。
当
た
り
前
の
も
の
が
い
か
に
大
切
な
素
晴
ら

し
い
宝
だ
っ
た
か
、
失
く
し
て
初
め
て
わ
か
っ
た

と
被
災
地
の
方
々
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
素

晴
ら
し
い
宝
で
あ
る
海
や
海
辺
の
景
色
、
防
風
林

や
ま
ち
は
何
十
年
、
何
百
年
か
け
て
か
つ
て
の
人

た
ち
が
時
間
を
か
け
て
作
り
上
げ
て
い
っ
た
も
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
私
た
ち
が
次
の
世
代
に
残
せ
る

沿
岸
域
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
も
沿
岸
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
の
知
恵
と
技
術
を
活
か
し
、
大
き
く
貢

献
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

写真4　ハワイの賑わいは人の手で
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沿岸海洋土木
エンジニアとして

土木エンジニアの立場から、
海洋の開発と利用についての希望と
将来について、現場を踏まえて
語っていただいた。

沿岸域・海洋の未来と
沿岸技術研究センターの役割

　

平
成
19
年
7
月
に
海
洋
基
本
法
が
成
立
し
、
平

成
20
年
3
月
に
は
海
洋
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
沿
岸
海
洋
土
木
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
立

ち
位
置
を
考
え
る
と
き
、
海
洋
基
本
法
が
定
め
る

基
本
理
念
で
あ
る
次
の
法
第
二
条
～
七
条
が
重
要

な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ま
す
。

　

二
条　

海
洋
の
開
発
及
び
利
用
と
海
洋
環
境
の

　
　
　
　

保
全
と
の
調
和

　

三
条　

海
洋
の
安
全
の
確
保

　

四
条　

海
洋
に
関
す
る
科
学
的
知
見
の
充
実

　

五
条　

海
洋
産
業
の
健
全
な
発
展

　

六
条　

海
洋
の
総
合
的
管
理

　

七
条　

海
洋
に
関
す
る
国
際
的
協
調

　

こ
こ
で
は
東
洋
建
設
に
関
係
の
深
い
項
目
に
つ
い

て
、
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

海
洋
の
安
全
を
論
ず
る
に
は
、
こ
の
た
び
の
東

日
本
大
震
災
が
引
き
起
こ
し
た
津
波
災
害
か
ら
始

め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
海
洋
基
本
計
画
で
は
、「
海

洋
由
来
の
自
然
災
害
へ
の
対
策
」
と
い
う
項
目
が

あ
り
ま
す
。

　

ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
も
登
録
さ
れ
た
釜
石
港
湾
口

防
波
堤
は
、
最
大
水
深
63
メ
ー
ト
ル
に
設
置
さ
れ

る
湾
口
防
波
堤
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
津
波

防
波
堤
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
防
波
堤
と
し

て
は
初
め
て
本
格
的
な
耐
震
設
計
が
取
り
入
ら
れ

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
53
年
、
直

轄
事
業
と
し
て
着
工
さ
れ
、
数
多
く
の
難
題
を
克

服
し
て
平
成
18
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
湾
口

防
波
堤
は
、
結
果
的
に
大
津
波
に
よ
り
破
壊
さ
れ

ま
し
た
が
、
大
津
波
か
ら
人
々
が
避
難
す
る
時
間

を
稼
ぎ
、
浸
水
高
や
浸
水
範
囲
を
低
減
し
ま
し
た
。

し
か
し
大
津
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
我
々
の
想
像
を

超
え
た
大
き
さ
で
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
人
命
と
、

貴
重
な
財
産
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
沿
岸
海

洋
土
木
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
、
忸
怩
た
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
約
1
年
が
経
過
し
た
今
、
イ
ン
フ
ラ

の
復
旧
作
業
は
始
ま
り
ま
し
た
が
そ
の
傷
跡
は
深

く
、
一
刻
も
早
い
復
興
が
望
ま
れ
ま
す
。
我
々
建
設

業
者
は
土
木
施
工
と
い
う
生
業
で
立
ち
向
か
う
こ

と
が
使
命
で
す
が
、
被
災
地
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
、
ソ
フ
ト
面
も
含
め
た
復
興
へ
の
道
筋
を
つ

け
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
未
来
」
と
言
っ
た
と
き
、
そ
こ
に
は
輝
か
し
い

出
来
事
を
期
待
し
た
い
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
は
、
そ
の
発
生
の
切

迫
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
央

防
災
会
議
の
答
申
が
近
々
発
表
さ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
地
震
、
連
動
地
震
が
大
津
波
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
は
非
常
に
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

我
々
は
平
成
13
年
か
ら
、
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
の
ご
指
導
の
も
と
、
可
動
式
防
波
堤
を
用
い

た
新
し
い
津
波
高
潮
防
護
ラ
イ
ン
の
研
究
開
発
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

図
１
は
、
国
土
交
通
省
港
湾
局
で
平
成
12
年
頃

に
、
東
京
港
を
モ
デ
ル
に
し
て
発
想
さ
れ
た
新
防

潮
ラ
イ
ン
を
、
当
時
の
東
京
都
の
資
料
を
基
に
東

洋
建
設
で
図
化
し
て
み
た
も
の
で
す
。
東
京
港
の

高
潮
防
潮
ラ
イ
ン
は
、
黄
色
で
示
さ
れ
た
陸
上
防

潮
堤
で
画
さ
れ
未
整
備
区
間
の
新
設
と
既
設
の
耐

震
化
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
第
一
航
路

と
第
三
航
路
を
一
気
に
締
め
切
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
超
大
型
水
門
が
実
現
で
き
れ
ば
、
赤
色
で

示
す
よ
う
な
新
防
潮
ラ
イ
ン
が
成
立
し
ま
す
。
そ

こ
で
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
を
事
務
局
と
し
て
、

東
京
港
航
路
へ
の
設
置
を
条
件
と
し
た
「
大
型
水

門
」
の
構
造
に
関
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
ペ
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
大
型
水
門
」
は
津
波
防
災

に
も
有
効
と
い
う
認
識
の
も
と
、「
可
動
式
津
波
高

潮
防
波
堤
」
と
し
て
実
用
化
の
研
究
が
進
み
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
可
動
式
防
波
堤
（
図
2
）に
よ
り
、

港
内
や
湾
内
に
延
々
と
続
く
水
際
線
に
沿
っ
た
防

護
ラ
イ
ン
を
、
防
波
堤
と
防
波
堤
に
接
続
す
る
陸

域
線
で
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
防
護
ラ
イ
ン
は
、
従
来
堤
外
地
と
し
て
津
波

高
潮
防
護
施
設
か
ら
は
守
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
臨

海
部
に
あ
る
施
設
と
、
そ
こ
で
働
く
人
々
を
堤
内

地
に
導
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
新
防
護

ラ
イ
ン
と
旧
防
護
ラ
イ
ン
は
一
体
と
な
っ
て
多
重
防

護
ラ
イ
ン
を
形
成
し
ま
す
。
和
歌
山
下
津
港
下
津

港
区
で
は
、
タ
イ
プ
は
異
な
り
ま
す
が
可
動
式
防

波
堤
が
実
現
に
向
け
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

南
太
平
洋
の
島
国
ツ
バ
ル
が
海
面
上
昇
に
よ
る

水
没
の
危
機
に
あ
る
な
ど
、
地
球
温
暖
化
問
題
が

顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
台
風
の
激
化
な
ど
海
洋
由

来
の
自
然
災
害
外
力
の
変
化
も
、
地
球
温
暖
化
が

原
因
と
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
で
も
平
成
16

年
、
17
年
と
2
年
続
き
で
高
潮
に
よ
る
被
害
が
発

海
洋
の
安
全
の
確
保

海側 陸側

平常時海底 

押波作用時 引波作用時

浮上状態 　スタンバイ

図１　東京港における新しい
防護ラインの例

図２　フラップ式可動防波堤
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生
し
て
い
ま
す
。
平
成
16
年
に
は
、
観
測
史
上
最

多
の
十
個
の
台
風
が
わ
が
国
に
上
陸
し
、
高
知
県

の
室
津
沖
で
は
観
測
史
上
最
高
の
有
義
波
高
13
・

55
m
と
い
う
高
波
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
が

国
の
3
5
0
0
0
㎞
に
及
ぶ
海
岸
線
の
全
て
を
施

設
で
守
る
こ
と
は
非
現
実
的
で
す
。
災
害
が
増
大

す
る
一
方
で
、
類
い
希
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
よ
う

と
す
る
わ
が
国
の
、
沿
岸
防
災
の
あ
り
方
を
、
海

洋
土
木
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
視
点
か
ら
考
え
、
提
案
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
般
に
沿
岸
域
と
は
、
水
際
線
（
海
岸
線
）
に

沿
っ
た
陸
域
と
海
域
、
さ
ら
に
大
気
圏
を
含
ん
だ

空
間
を
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
沿
岸
域

は
、
様
々
な
人
間
の
活
動
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
第
一
次
産
業
で
あ
る
水
産
資
源
の
利
用
に
始
ま

り
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
築
港
、
空
港
建
設
、

発
電
所
や
燃
料
備
蓄
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
、

干
拓
事
業
と
し
て
の
農
業
用
地
、
そ
し
て
工
業
・

商
業
用
地
造
成
、
さ
ら
に
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
や
廃
棄
物
の
最
終
処
分
な
ど
、
様
々
な
利
用
が

図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

東
洋
建
設
は
、
こ
の
沿
岸
の
利
用
と
い
う
と
こ

ろ
に
ル
ー
ツ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
昭
和
4
年

7
月
3
日
、
阪
神
地
区
の
一
角
、
兵
庫
県
西
宮
市

の
沿
岸
海
域
を
埋
立
造
成
し
、
港
を
築
造
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
（
図
3
）。

　

こ
の
出
自
は
、
関
西
新
空
港
や
東
京
国
際
空
港
、

中
部
国
際
空
港
な
ど
の
建
設
に
受
け
継
が
れ
、
さ

ら
に
は
ケ
ニ
ア
共
和
国
モ
ン
バ
サ
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ

ナ
ル
建
設
工
事
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
（
図
4
）。

　

沿
岸
域
は
人
口
、
産
業
、
人
間
活
動
が
集
積
す

る
場
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
世
界
的
に
そ
の
傾

向
が
強
ま
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
浚
渫
埋
立
技
術

は
成
熟
技
術
で
、
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
テ
ク
の
部
類
に

入
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
解
決
す
べ
き
課
題

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
技
術
を

必
要
と
す
る
場
所
は
ま

だ
ま
だ
多
く
あ
り
、
だ

か
ら
こ
そ
我
々
は
こ
の

技
術
を
継
承
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
こ
こ
ま
で
を
振

り
返
る
と
、「
海
洋
」

と
言
い
つ
つ
も
「
沿
岸

域
」
を
脱
し
て
い
な
い

こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

つ
い
先
頃
の
2
月
15

日
、
愛
知
・
渥
美
半
島

の
南
方
沖
70
㎞
の
海
域

で
、
探
査
船
「
ち
き
ゅ

う
」
に
よ
っ
て
、
次
世

代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

と
し
て
期
待
さ
れ
る
メ

タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の

産
出
試
験
の
た
め
、
海

底
ボ
ー
リ
ン
グ
作
業
が

海
洋
環
境
の
保
全
と
調
和

沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待

海
洋
の
開
発
及
び
利
用

始
ま
っ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し
た
。
我
々

の
よ
う
な
土
木
技
術
者
が
携
わ
っ
て
い
な
い
領
域

で
す
。
し
か
し
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
は

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
洋
上
風
力
発
電

や
波
力
発
電
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
「
沿

岸
域
」
を
脱
す
る
と
は
い
え
な
い
海
域
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
分
野
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

開
発
の
一
方
で
、
環
境
の
保
全
と
調
和
が
必
要

な
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
東
洋
建
設
は
、
海
棲
生

物
の
ゆ
り
か
ご
と
い
う
観
点
か
ら
、
藻
場
の
再
生

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
（
図
5
）。

　

藻
場
の
再
生
は
自
然
環
境
の
再
生
で
あ
り
、
埋

立
の
よ
う
な
海
洋
の
開
発
と
は
相
反
す
る
一
面
が

あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
我
々
が
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
58
年
の
設

立
か
ら
約
30
年
の
歴
史
を
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
間
、
我
々
沿
岸
海
洋
土
木
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
束
ね
、

ま
さ
し
く
海
洋
基
本
法
が
定
め
る
理
念
と
基
本
施

策
実
現
の
た
め
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
、
技
術

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
牽
引
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
実

務
的
に
は
民
間
技
術
評
価
事
業
や
資
格
認
定
事
業

は
業
界
の
技
術
力
の
向
上
に
非
常
に
役
立
っ
て
い

ま
す
し
、
沿
岸
気
象
海
象
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
な

ど
は
施
工
現
場
で
日
々
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
が
蓄
積
さ

れ
て
き
た
こ
れ
ら
の
知
的
ス
ト
ッ
ク
は
、
海
洋
基

本
法
の
基
で
実
施
さ
れ
る
施
策
の
知
的
イ
ン
フ
ラ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
産
学
官
を
有
機
的
に
結
び
つ

け
、
沿
岸
海
洋
土
木
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
力
を
発
揮
さ

せ
る
中
核
セ
ン
タ
ー
を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

アマモ場の再生による多様性の保存
かつて全国津々浦々の海辺にはいたるところにアマモ場が繁茂し、多
種多様な海の生き物たちが産卵・生育する「海のゆりかご」となってい
ました。アマモ場は、光合成による酸素の供給、赤潮の原因となる窒素
やリン、二酸化炭素の吸収による水質の浄化や底質の安定化など水域
環境の形成に重要な役割を果たしてきました。しかし、高度経済成長
にともなう人口の集積や工場建設などにより海域の汚濁と埋立が進行
し、アマモ場のほとんどが消滅してしまいました。
水産上の重要性の見直し、また環境保護の面からアマモ場の復元を望
む声が大きくなってきました。そこで当社は、海域の保全と再生に貢
献する技術としてアマモ場再生技術を開発し、2001年度より全国の
海辺においてアマモ場再生活動を支援してきました。2010年度は、北
陸、近畿、九州を中心に生物多様性の保全活動に取り組みました。

※青文字は、協働作業によるアマモ場再生箇所

苫小牧

むつ湾

佐渡加茂湖

船橋

海の公園

ベイサイドマリーナ浅場

野島海岸猪鼻湖
三河湾西浦
御殿場海岸
二見海岸

田辺内之浦

樽井サザンビーチ

川之江
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和気海岸
国東半島

鹿児島鹿屋薩摩川内・西海
姶良・隼人・福山

大村湾

島原深江

博多湾和白

博多湾御島
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中海
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大飯海岸

小浜湾

下甑島

串木野等4地区

せんなん里海公園
りんくうタウン

播州赤穂

東播海岸

中海 博多湾御島 下甑島 串木野等4地区

りんくうタウン

小浜湾

せんなん里海公園

むつ湾

佐渡加茂湖

図５　藻場造成実施箇所

図4　モンバサコンテナターミナル完成予想図 図3　阪神築港埋立に用いられた
バケット式浚渫船阪神丸（昭和６年）
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一般財団法人沿岸技術研究センター
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韓国における沿岸災害
の現況と沿岸技術研究
センターの役割
韓国における沿岸災害の現況と
対応を中心に、研究者の立場から
日本との研究交流の将来についても
述べていただいた。

沿岸域・海洋の未来と
沿岸技術研究センターの役割

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
海
水
面
の
上
昇
や

異
常
気
象
に
よ
り
、
地
球
の
あ
ち
こ
ち
で
沿
岸
お

よ
び
海
洋
災
害
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
。
北
東

ア
ジ
ア
地
域
で
も
、
台
風
、
温
帯
性
低
気
圧
な
ど

様
々
な
気
象
現
象
に
よ
る
沿
岸
浸
水
・
氾
濫
、
港

湾
施
設
の
破
壞
な
ど
の
被
害
が
毎
年
発
生
し
て
お

り
、
そ
の
対
応
策
を
講
じ
る
こ
と
が
急
が
れ
て
い

る
。
と
り
わ
け
、
現
状
の
よ
う
に
地
球
温
暖
化
が

さ
ら
に
進
む
場
合
、 

今
後
様
々
な
気
象
災
害
や
津

波
な
ど
の
自
然
災
害
の
危
険
度
が
増
加
す
る
と
見

通
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
の
気
候
変
動
に

よ
る
沿
岸
災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た

め
の
総
合
的
な
防
災
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
、
こ

れ
ま
で
に
も
ま
し
て
主
要
な
課
題
と
し
て
浮
上
し

て
き
て
い
る
。

　

韓
国
の
場
合
、
大
規
模
な
地
震
の
発
生
可
能
性

は
、
日
本
に
比
べ
相
対
的
に
低
い
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
朝
鮮
王
朝
実
録
な
ど
の
記
録
を
基

に
過
去
に
発
生
し
た
歴
史
地
震
の
研
究
資
料
を
み

る
と
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
～
７
の
地
震
が
発
生

す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

２
０
０
５
年
に
東
京
大
学
の
都
司
嘉
宣
准
教
授
、

ソ
ウ
ル
大
学
の 

秋
教
昇
（
チ
ュ
・
ギ
ョ
ス
ン
）

研
究
員
、
朴
昌
業
（
パ
ク
・
チ
ャ
ン
オ
プ
）
教
授

が
共
同
で
発
表
し
た
研
究
論
文
に
よ
る
と
、
全
国

的
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
を
超
え
る
地
震
が
多
数

発
生
し
た
事
例
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
１
６
８
１

年
6
月
26
日
に
江
原
道
・
襄
陽
付
近
で
発
生
し
た

地
震
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
5
程
度
と
推
定

さ
れ
、
韓
国
最
大
規
模
の
地
震
と
考
え
ら
れ
る

（
表
１
）。

　

津
波
に
つ
い
て
は
、
日
本
海
沿
岸
お
よ
び
北

海
道
西
海
岸
で
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

韓
国
の
東
海
岸
に
比
較
的
大
規
模
の
津
波
が
到

達
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、

１
９
４
０
年
、
１
９
６
４
年
、
１
９
８
３
年
、
そ

し
て
１
９
９
３
年
と
、
４
回
の
大
き
な
地
震
が
発

生
し
て
お
り
、
中
で
も
１
９
８
３
年
５
月
26
日

に
発
生
し
た
日
本
海
中
部
地
震
の
津
波
の
場
合
、

鬱
陵
島 

・
玄
圃
港
で
３
～
５
ｍ
、 

江
原
道
・
臨
院

港
で
３
・
５
～
４
ｍ
に
達
す
る
遡
上
高
（surge 

height

）
を
記
録
し
、
５
名
の
人
命
被
害
と
財
産

被
害
が
発
生
し
た
（
写
真
１
）。 

　

韓
国
の
沿
岸
災
害
に
お
い
て
、
最
も
多
く
の
被

害
を
発
生
さ
せ
る
要
因
は
、
夏
季
の
台
風
で
あ

る
。
２
０
１
１
年
８
月
７
日
、
台
風
９
号
の
ム
イ

フ
ァ
ー
（M

uipa
）
が
可
居
島
付
近
の
海
上
を
通

過
し
て
発
生
し
た
高
波
に
よ
り
、
防
波
堤
４
８
０

ｍ
の
う
ち
２
０
０
ｍ
が
破
壊
さ
れ
、
１
０
０
ト
ン

規
模
の
キ
ュ
ー
ブ
（
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
）
型
ブ
ロ
ッ
ク
と

64
ト
ン
規
模
の
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
の
相
当
数
が
流
さ

れ
る
な
ど
、
台
風
に
よ
る
港
湾
構
造
物
の
被
害
が

繰
り
返
し
発
生
し
て
い
る
（
写
真
2
）。
ま
た
、

２
０
０
３
年
９
月
12
日
に
は
、
台
風
14
号
マ
エ

ミ
ー
（M

aem
i

）
が
釜
山
、
慶
尚
南
道
地
域
に

上
陸
し
、
馬
山
地
区
を
中
心
に
最
大
２
ｍ
を
超
え

る
高
潮
が
発
生
し
た
。
と
り
わ
け
、
馬
山
市
に
お

い
て
は
、
高
潮
の
来
襲
と
満
潮
の
時
刻
が
重
な
っ

て
大
規
模
な
浸
水
被
害
が
発
生
し
、
馬
山
市
だ
け

で
も
18
名
が
死
亡
す
る
な
ど
、
多
く
の
人
命
被
害

が
発
生
し
た
（
図
1
）。 

　

一
方
、
冬
季
は
冬
季
季
節
風
に
よ
る
高
波
が
頻

繁
に
発
生
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
韓
国
の
東
海
岸

で
は
最
近
、
う
ね
り
性
波
浪
（sw

ell-like w
ave

）

の
被
害
が
継
続
的
に
起
き
て
い
る
。
韓
国
消
防

防
災
庁
の
資
料
に
よ
る
と
、
こ
こ
３
年
間
で
う

ね
り
性
波
浪
に
よ
る
事
故
が
1
2
0
件
余
り
も

発
生
し
、
26
名
が
死
亡
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

2
0
0
8
年
2
月
24
日
に
は
、 

富
山
県
に
非
常
に

大
き
な
う
ね
り
性
波
浪
が
来
襲
し
た
が
、
韓
国
の

AHN, Heedo / 
アン  ヒド

序
論

韓
国
に
お
け
る
地
震
お
よ
び

沿
岸
災
害
の
発
生
の
現
況

表1　韓国で発生した過去の主な大規模地震

写真1　1983年5月26日 日本海中部地震の
津波による臨院港の浸水被害

写真2　2011年8月7日9号台風ムイファーの
来襲により破壊された可居島防波堤
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東
海
岸
に
も
同
様
に
う
ね
り
性
波
浪
が
来
襲
し
、

3
名
が
波
に
巻
き
込
ま
れ
死
亡
し
た
（
写
真
3
）。

う
ね
り
性
波
浪
と
は
、
中
国
内
陸
部
で
発
達
し
た

温
帯
性
低
気
圧
が
海
上
に
進
み
、
ま
れ
に
強
い
気

圧
の
谷
が
形
成
さ
れ
る
場
合
に
発
生
す
る
現
象
で

あ
り
、
夏
季
の
台
風
と
は
違
い
、
ま
だ
正
確
な
予

報
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

こ
の
他
に
も
韓
国
西
海
岸
で
は
、
2
0
0
8
年

5
月
4
日
に
保
寧
市
の
竹
島
防
波
堤
で
観
測
さ
れ

た
よ
う
な
異
常
長
波
が
ま
れ
に
現
わ
れ
る
が
、
未

だ
に
そ
の
正
確
な
原
因
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
解
明
さ

れ
て
い
な
い
。

　

韓
国
で
は
こ
れ
ま
で
、
災
害
が
発
生
し
て
か
ら

の
事
後
復
旧
に
国
家
予
算
の
多
く
を
費
や
し
て
き

た
が
、
最
近
は
国
レ
ベ
ル
で
沿
岸
災
害
時
の
深
刻

さ
や
影
響
な
ど
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
将
来
の
沿
岸
災
害
に
備
え
る
た
め
の
先
行
的

な
対
応
策
の
構
築
に
向
け
て
の
国
家
施
策
の
方
向

性
を
定
め
る
と
と
も
に
、
関
連
の
研
究
開
発
を
進

め
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
2
0
1
1
年
に

台
風
や
高
潮
な
ど
に
よ
る
港
湾
お
よ
び
背
後
地
の

浸
水
被
害
を
予
防
す
る
た
め
に
、
既
存
の
施
設
物

を
補
強
し
、
新
規
の
防
災
施
設
を
設
置
す
る
な
ど

の
内
容
を
骨
子
と
す
る
災
害
脆
弱
地
域
整
備
計
画

を
策
定
し
た
。 

　

具
体
的
に
は
、
54
の
主
要
港
湾
（
29
貿
易
港
、

25
沿
岸
港
）
を
対
象
に
浸
水
予
想
範
囲
を
算
定

す
る
と
と
も
に
、
浸
水
範
囲
が
軽
微
な
32
地
域

を
除
い
た
22
の
港
湾
地
域
を
防
災
施
設
設
置
対

象
港
湾
と
し
て
指
定
し
、
沿
岸
災
害
に
備
え
る

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
（
図
2
）。
今
後

こ
れ
ら
の
地
域
に
は
、
港
湾
の
立
地
お
よ
び
形

状
、
排
水
条
件
な
ど
を
分
析
し
た
上
で
、
ゲ
ー

ト
、
防
災
岸
壁
、
防
護
壁
な
ど
、
様
々
な
防
災
施

設
を
積
極
的
に
導
入
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
の
た

め
に
2
0
3
0
年
ま
で
に
1
兆
3
千
億
ウ
ォ
ン

（
1
千
億
円
）
の
国
家
予
算
を
投
入
す
る
方
針
で

あ
る
。
ま
た
、
経
年
劣
化
し
耐
久
力
の
確
保
が
困

難
と
判
断
さ
れ
る
老
朽
防
波
堤
に
対
す
る
安
定
性

の
確
保
を
検
討
し
、
計
71
の
防
波
堤
の
補
修
・
補

強
を
通
じ
て
防
災
機
能
を
向
上
さ
せ
る
計
画
を
策

定
し
た
。

　

気
候
変
動
に
よ
る
沿
岸
災
害
の
危
険
度
は
ま
す

ま
す
増
加
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
海
洋
起
因
の
災

害
が
発
生
す
る
と
い
う
脅
威
に
常
に
晒
さ
れ
て
い

る
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
防
災
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
徹
底
す
る
こ
と
が
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
韓
国
は
、
今
後
の
沿
岸
災
害

に
対
す
る
災
害
管
理
お
よ
び
防
災
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
国
を
挙
げ
て
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
お
り
、

多
く
の
予
算
を
投
資
す
る
計
画
を
策
定
し
て
い

る
。
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
C
D
I
T
）
は
、

韓
国
に
お
け
る
沿
岸
災
害
へ
の

対
応
の
現
況

C
D
I
T
へ
の
提
言

こ
れ
ま
で
様
々
な
沿
岸
防
災
関
連
の
技
術
開
発
お

よ
び
普
及
を
活
発
に
推
進
し
て
き
て
お
り
、 

こ
う

し
た
分
野
で
の
C
D
I
T
の
役
割
は
、
今
後
も
日

本
国
内
ば
か
り
で
は
な
く
国
際
舞
台
で
一
層
重
要

に
な
っ
て
い
く
と
期
待
さ
れ
る
。 

　

韓
国
海
洋
研
究
院
（
K
O
R
D
I
）
は
、
韓
国

で
海
洋
科
学
分
野
の
技
術
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
機

関
と
し
て
、
今
後
の
C
D
I
T
と
の
研
究
交
流
の

拡
大
お
よ
び
共
同
研
究
課
題
の
推
進
に
多
大
な
期

待
を
寄
せ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
日
本
と
韓
国
は

地
理
的
に
も
非
常
に
近
い
位
置
に
あ
り
、
台
風
な

ど
の
気
象
現
象
の
影
響
を
ほ
ぼ
同
様
に
受
け
る

場
合
が
多
い
た
め
、
C
D
I
T
と
K
O
R
D
I

を
中
心
に
沿
岸
災
害
に
備
え
る
た
め
の
技
術
交

流
お
よ
び
共
同
研
究
な
ど
を
活
性
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
よ
り
発
展
的
で
効
率
的
な
防
災
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

K
O
R
D
I
は
、
長
年
に
わ
た
り
蓄
積
さ
れ
た
経

験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
て
い
る
C
D
I
T
と
の
人

的
・
物
的
交
流
活
動
を
通

じ
、
両
国
が
共
通
し
て
経

験
し
て
い
る
様
々
な
沿
岸

災
害
に
備
え
、
韓
国
国
民

に
一
層
安
全
な
沿
岸
域
の

利
用
環
境
を
提
供
で
き
る

も
の
と
信
じ
て
い
る
。

図1　2003年9月12日台風マエミーにより発生した
高潮による馬山港の浸水地域

写真3　2008年2月24日江陵・安木港防波堤での
うねり性波浪による越波

参考文献
秋教昇、朴昌業、都司嘉宣、
韓半島で発生した最大級の
地震、歴史地震第20号(2005) 
P.169-182

図2　防災施設の設置対象(22箇所)の港湾位置図
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大阪港埠頭株式会社 顧問
一般財団法人沿岸技術研究センター
評議員

当面する大都市港湾
の課題と沿岸技術
研究センターの役割
日本における大都市港湾が現実的に
直面している、解決しなければ
いけない課題について、阪神港を
例にしてご意見をいただいた。

沿岸域・海洋の未来と
沿岸技術研究センターの役割

　
「
沿
岸
域
・
海
洋
の
未
来
と
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
の
役
割
」
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
で
原
稿
依

頼
を
受
け
た
が
、
筆
者
の
関
与
す
る
大
都
市
港
湾

が
迎
え
て
い
る
大
き
な
変
革
の
う
ね
り
を
中
心
に

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
小
論
で
は
大
都
市
港
湾

が
現
在
抱
え
て
い
る
諸
課
題
の
う
ち
、
国
際
コ
ン

テ
ナ
戦
略
港
湾
実
現
の
取
り
組
み
を
、
次
に
今
次

の
港
湾
法
改
正
に
よ
り
港
湾
管
理
者
の
役
割
が
大

き
く
変
化
す
る
中
、
大
阪
で
進
み
つ
つ
あ
る
港
湾

管
理
を
含
む
広
域
イ
ン
フ
ラ
行
政
の
在
り
方
に
関

す
る
論
議
を
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
大
都
市
の
抱
え

る
リ
ス
ク
の
最
大
の
も
の
が
巨
大
地
震
で
あ
る
こ

と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
を

受
け
て
従
来
の
地
震
・
津
波
対
策
が
根
底
か
ら
見

直
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
大
都
市
港
湾

の
直
面
す
る
課
題
と
新
法
人
と
し
て
再
出
発
す
る

「
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
期
待
を
述
べ
た

い
と
思
う
。

　

港
湾
法
改
正
に
よ
り
国
際
戦
略
港
湾
に
京
浜

港
、
阪
神
港
が
指
定
さ
れ
た
。
東
ア
ジ
ア
の
主
要

港
湾
と
の
厳
し
い
競
争
下
に
お
い
て
、
わ
が
国
へ

の
基
幹
コ
ン
テ
ナ
航
路
の
寄
港
を
維
持
拡
大
す
る

た
め
に
は
、
国
際
戦
略
港
湾
へ
の
コ
ン
テ
ナ
集
荷

の
拡
大
と
港
湾
経
営
体
制
の
刷
新
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
戦
略
港
湾
の
選
考
過

程
に
お
い
て
港
湾
経
営
の
広
域
化
と
民
営
化
の
必

要
性
が
強
く
要
請
さ
れ
、
ま
た
そ
の
後
の
港
湾
法

改
正
は
港
湾
経
営
の
広
域
化
と
民
営
化
を
具
体
的

な
制
度
と
し
て
法
制
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

既
に
改
正
港
湾
法
の
政
省
令
が
施
行
さ
れ
、
新

た
に
指
定
さ
れ
る
「
港
湾
運
営
会
社
」
指
定
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
公
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
本
年
早
期
に
も
各
港
湾
に
コ
ン
テ
ナ
ふ
頭

と
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
を
一
元
的
に
経
営
す
る
特
例
港

湾
運
営
会
社
が
誕
生
し
、
27
年
に
は
京
浜
、
阪
神

港
で
は
単
一
の
港
湾
運
営
会
社
に
経
営
統
合
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
統
合
さ
れ
た
港
湾
運
営
会

社
に
は
30
％
以
上
の
民
間
出
資
が
行
わ
れ
る
。
本

年
各
港
湾
で
指
定
さ
れ
る
特
例
港
湾
運
営
会
社
に

は
か
つ
て
の
埠
頭
公
社
が
民
営
化
し
て
誕
生
し
た

埠
頭
会
社
が
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

港
湾
運
営
会
社
の
指
定
に
よ
り
民
の
視
点
に
よ

る
港
湾
経
営
が
広
域
レ
ベ
ル
で
実
現
す
る
こ
と
と

な
り
、
今
後
の
大
都
市
港
湾
の
経
営
に
お
い
て

1
9
5
0
年
の
港
湾
法
制
定
以
来
の
大
き
な
転
換

点
と
な
る
と
言
え
る
。

　

し
か
し
戦
略
港
湾
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
基
幹

コ
ン
テ
ナ
航
路
の
維
持
拡
大
は
極
め
て
厳
し
い
環

境
下
に
あ
る
。
2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
、
昨
年
来
の
欧
州
金
融
危
機
等
こ
れ
ま
で
拡
大

の
一
途
に
あ
っ
た
国
際
コ
ン
テ
ナ
輸
送
が
こ
こ
に

き
て
「
踊
り
場
」
と
言
え
る
状
況
に
あ
り
、
主
要

船
社
の
経
営
状
況
は
悪
化
し
、
コ
ン
テ
ナ
航
路
の

運
航
体
制
の
見
直
し
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
そ
の
結

果
、
寄
港
地
の
選
択
と
集
中
が
進
み
集
荷
力
の
小

さ
い
港
湾
は
必
然
的
に
抜
港
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。

　
「
阪
神
港
」
に
お
い
て
は
西
日
本
か
ら
釜
山
港

に
フ
ィ
ー
ダ
ー
さ
れ
る
コ
ン
テ
ナ
貨
物
を
阪
神
港

に
集
荷
す
る
た
め
の
対
策
を
進
め
て
い
る
。
海
上

輸
送
で
は
昨
年
新
た
に
設
立
さ
れ
た
内
航
フ
ィ
ー

ダ
ー
輸
送
会
社
と
従
来
か
ら
の
企
業
と
の
2
社
体

制
で
釜
山
航
路
の
コ
ン
テ
ナ
船
と
対
抗
す
る
輸
送

体
制
を
進
め
て
い
る
。
国
や
港
湾
管
理
者
か
ら
の

支
援
も
あ
り
西
日
本
各
地
か
ら
の
コ
ン
テ
ナ
集
荷

が
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
他
方
、
日
本
海
沿
岸
港

か
ら
釜
山
に
フ
ィ
ー
ダ
ー
さ
れ
る
近
畿
内
陸
の
コ

ン
テ
ナ
貨
物
に
つ
い
て
は
、
荷
主
の
空
コ
ン
テ
ナ

輸
送
の
経
費
を
削
減
し
そ
の
ラ
ウ
ン
ド
ユ
ー
ス
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
阪
神
港
へ
の
コ
ン
テ
ナ
集

荷
を
進
め
る
「
イ
ン
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
」
の
創
設
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に

は
高
速
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
な
ど

が
不
可
欠
で
あ
る
。
さ
ら
に
韓
国
、
中
国
渤
海
湾

沿
岸
か
ら
の
阪
神
港
へ
の
フ
ィ
ー
ダ
ー
貨
物
の
獲

得
の
戦
略
も
進
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
港
湾
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
の
コ
ン
テ

ナ
埠
頭
の
上
下
分
離
に
よ
る
運
営
会
社
の
負
担
軽

減
や
24
時
間
ゲ
ー
ト
オ
ー
プ
ン
な
ど
寄
港
船
社
に

魅
力
的
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
提
供
が
不
可
欠
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
施
策
を
一
体
的
に
行
い
戦
略

港
湾
の
成
果
を
上
げ
る
た
め
関
係
者
の
一
層
の
努

力
が
求
め
ら
れ
る
。

は
じ
め
に

国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾

「
阪
神
港
」
の
課
題

写真1　国際コンテナ戦略港湾阪神港を構成する
神戸港ポートアイランド、六甲アイランド

（出展：神戸市みなと総局）



19 CDIT  2012 ▷ No.38

特集 羽田空港D滑走路沿岸域・海洋の未来と沿岸技術研究センターの役割

　

昨
年
11
月
の
大
阪
で
の
知
事
・
市
長
の
ダ
ブ
ル

選
挙
で
争
点
と
な
っ
た
「
大
阪
都
構
想
」
が
一
躍

有
名
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
構
想
は
大
阪
の
特

殊
な
状
況
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
阪
は

戦
前
か
ら
大
阪
市
が
都
市
的
発
展
を
遂
げ
市
街
地

が
市
域
か
ら
大
き
く
展
開
し
、
一
体
的
な
都
市
計

画
を
実
現
す
る
た
め
に
た
び
た
び
大
阪
市
域
の
拡

張
が
提
起
さ
れ
た
が
、
府
域
が
全
国
で
第
二
に
狭

い
大
阪
府
は
そ
の
権
限
の
縮
小
を
恐
れ
た
た
め
実

現
し
な
か
っ
た
。

　

戦
後
の
都
市
化
に
よ
り
今
日
で
は
大
阪
府
の
外

縁
の
山
間
部
を
除
き
大
阪
平
野
全
域
が
市
街
化
さ

れ
、
そ
の
都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
産
業
政
策
な
ど

は
一
元
的
に
進
め
る
必
要
が
高
ま
っ
た
。
従
前
の

大
阪
市
は
豊
か
な
財
政
に
支
え
ら
れ
高
速
道
路
や

港
湾
、
空
港
な
ど
の
広
域
的
な
イ
ン
フ
ラ
や
都
心

の
再
開
発
へ
の
投
資
を
積
極
的
に
進
め
、
都
市
活

力
を
支
え
て
き
た
が
、
昨
今
の
財
政
の
悪
化
と
と

も
に
そ
の
余
力
を
失
っ
て
い
る
。
港
湾
に
お
い
て

も
財
政
の
優
先
順
位
が
低
下
し
十
分
な
財
源
が
確

保
で
き
ず
、
新
規
投
資
は
も
と
よ
り
維
持
補
修
す

ら
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。

　

他
方
、
大
阪
市
内
部
の
行
政
は
24
の
区
が
直
接

市
民
向
け
の
施
策
を
担
当
し
て
い
る
が
個
々
の
区

の
規
模
が
他
の
指
定
都
市
と
比
較
し
て
小
さ
い
こ

と
か
ら
非
効
率
で
、
ま
た
市
役
所
本
庁
の
出
先
機

関
と
し
て
自
立
し
た
活
動
が
制
限
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
た
め
道
路
、
公
園
な
ど
市
民
生
活
に
密
着
し

た
都
市
施
設
の
管
理
や
税
務
行
政
な
ど
は
数
区
を

ま
と
め
た
事
務
所
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　

大
阪
都
構
想
は
こ
の
よ
う
な
桎
梏
を
制
度
改
革

に
よ
り
解
決
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
広
域

で
解
決
す
べ
き
課
題
は
「
都
」
に
権
限
を
一
元
化

し
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
人
口
規
模
30
～
40
万
人

の
特
別
区
や
市
に
再
編
成
す
る
こ
と
で
そ
の
機
能

強
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
大
阪
市

は
8
～
9
の
特
別
自
治
区
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
こ
の
点
が
選
挙
で
大
き
な
争
点
と
な
っ
た

が
、
有
権
者
は
こ
の
制
度
改
革
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
を

出
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
港
湾
分
野
に
お
い
て
は
府
・

市
の
港
湾
管
理
者
を
一
体
化
す
る
作
業
が
始
ま
っ

て
お
り
統
合
さ
れ
る
と
年
間
1
億
5
千
万
ト
ン
規

模
の
港
湾
が
誕
生
す
る
こ
と
と
な
る
。
規
模
の
拡

大
は
別
に
し
て
、
港
湾
管
理
者
の
力
を
強
化
す
る

た
め
に
は
、
広
域
の
港
湾
に
お
い
て
投
資
の
選
択

と
集
中
を
図
る
と
と
も
に
、
機
能
分
担
に
よ
り
効

率
的
な
港
湾
計
画
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
。
そ
の
統
合
の
手
法
と
し
て
港
湾
法
の
冒
頭
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
港
務
局
」
制
度
の
活
用

も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
港
湾
法
改
正
に
よ
り
港
湾
管
理
者
制
度

は
そ
の
改
革
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
も
の
と
思
わ

れ
、
す
で
に
一
部
で
は
港
湾
管
理
の
広
域
化
と
民

間
の
視
点
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。「
港
務

局
」
制
度
は
現
在
新
居
浜
港
以
外
活
用
さ
れ
る
こ

と
が
な
く
、
今
日
の
港
湾
管
理
に
十
全
な
制
度
と

は
言
い
難
い
面
が
あ
る
が
、
今
後
港
湾
管
理
の
広

域
化
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
是
非
と
も
必
要
な
制

度
で
あ
り
、
国
に
お
い
て
も
そ
の
制
度
改
善
が
強

く
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
防
災
対
策
は
既
往
最
大
の
地
震
・

津
波
へ
の
対
応
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
、
記
録
の
残

る
1
0
0
年
程
度
の
地
震
の
解
析
を
ベ
ー
ス
に
進

め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
東
日
本
大
震
災
は
こ
の

よ
う
な
地
震
・
津
波
対
策
の
根
底
を
覆
す
も
の
と

な
っ
た
。
大
地
震
の
発
生
頻
度
は
千
年
単
位
の
長

期
の
ス
パ
ン
で
の
解
析
を
行
い
、
考
え
う
る
最
大

の
地
震
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
関
西
に
お
い
て
は
1
9
9
7
年
の
阪
神

淡
路
大
震
災
の
発
生
が
防
災
意
識
を
大
き
く
変

え
、
都
市
直
下
型
の
地
震
へ
の
対
応
が
地
域
防
災

計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
今
回
の
地
震
に
よ
り
中
央
防
災
会
議
で
は
海
溝

型
の
地
震
規
模
が
大
き
く
見
直
さ
れ
よ
う
と
し
て

お
り
、
大
阪
湾
の
津
波
高
も
従
来
の
想
定
よ
り
高

く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
結
果
そ
れ
ま
で

港
湾
地
域
で
は
台
風
高
潮
対
策
で
整
備
さ
れ
て
い

る
防
潮
堤
を
耐
震
化
す
る
こ
と
で
津
波
防
御
が
可

大
阪
都
構
想
と
大
阪
港
務
局
設
立

巨
大
地
震
と
大
都
市
港
湾

能
と
し
て
い
た
が
、
中
央
防
災
会
議
の
結
論
次
第

で
は
そ
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
。

　

現
在
各
地
で
人
命
を
救
う
た
め
の
避
難
ビ
ル
の

指
定
等
が
始
ま
っ
て
は
い
る
が
、
港
湾
施
設
そ
の

も
の
の
被
災
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
部

の
岸
壁
の
耐
震
化
は
進
み
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
地

震
・
津
波
に
被
災
し
た
際
の
港
湾
機
能
の
停
止
と

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
途
絶
は
な
す
す
べ
が
な
い

状
況
に
あ
る
。
港
湾
間
で
災
害
協
定
を
結
び
、
物

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
替
体
制
の
構
築
を
は
じ
め

地
域
の
B
C
P
の
策
定
を
進
め
な
け
れ
ば
地
域
経

済
の
み
で
は
な
く
世
界
経
済
に
与
え
る
影
響
も
計

り
知
れ
な
い
も
の
と
な
る
。

　

わ
が
国
の
大
都
市
の
歴
史
は
災
害
の
歴
史
で
も

あ
る
。
都
市
生
活
が
豊
か
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
大

災
害
を
受
け
た
際
の
悲
惨
さ
に
人
び
と
は
打
ち
の

め
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
は
こ
れ
ま
で
も
地
震
・
津
波
防
災
研
究
に
先

駆
的
な
貢
献
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
さ
ら
に
大

都
市
に
焦
点
を
あ
て
ハ
ー
ド
面
の
防
災
技
術
の
み

で
は
な
く
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
復
旧
な
ど
ソ
フ

ト
の
対
策
に
関
す
る
研
究
を
一
体
的
に
推
進
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
さ
ら
に
膨
大

な
ス
ト
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
既
存
港
湾
施
設
の
耐

震
性
の
診
断
を
含
む
適
切
な
補
修
計
画
に
つ
い
て

港
湾
管
理
者
や
港
湾
運
営
会
社
に
対
す
る
指
導
と

助
言
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
切
に
考
え

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

写真2　大阪港夢洲埠頭
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新生 沿岸技術
研究センターに
期待するもの

技術同友会の座長の立場から、
今後の土木技術に対しての
基準制定や人材育成などについての
提言をしていただいた。

- 東日本大震災を
受けての技術同友会の提言 -

沿岸域・海洋の未来と
沿岸技術研究センターの役割

　

一
般
財
団
法
人
と
し
て
の
出
発
に
、
お
慶
び
を
申

し
上
げ
た
い
。

　

そ
の
準
備
の
さ
な
か
に
「
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
」
が
起
こ
り
、
津
波
に
よ
り
多
数
の
命

が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
沿
岸
の
安
全
に
対
し
て

「
T
S
U
N
A
M
I
」
の
編
纂
・
刊
行
な
ど
、
す
ぐ

れ
た
活
動
を
国
際
的
に
も
続
け
て
き
た
沿
岸
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
の
関
係
者
が
受
け
た
衝
撃
は
い
か

ば
か
り
で
あ
っ
た
か
、
想
像
に
余
り
あ
る
。
こ
の
痛

み
を
乗
り
越
え
て
優
れ
た
研
究
活
動
を
続
け
、
我

が
国
の
沿
岸
の
安
全
、
沿
岸
・
海
洋
の
開
発
に
大

き
く
貢
献
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

技
術
同
友
会
と
い
う
団
体
が
こ
の
３
月
に
、「
大

規
模
シ
ス
テ
ム
の
安
全
設
計
に
関
す
る
提
言

－

大

規
模
な
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
な

す
べ
き
こ
と

－

」
を
取
り
ま
と
め
た
。
筆
者
は
そ
の

取
り
ま
と
め
の
た
め
に
同
友
会
に
編
成
さ
れ
た
委

員
会
の
座
長
を
つ
と
め
た
が
、
沿
岸
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
の
今
後
の
活
動
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
た
い
。

　

技
術
同
友
会
は
、
企
業
の
技
術
系
の
経
営
者
、

官
庁
や
学
術
団
体
の
技
術
系
の
代
表
、
技
術
系
の

研
究
者
な
ど
、
産
・
官
・
学
の
分
野
の
経
営
者
、
管

理
者
か
ら
な
る
団
体
で
、
1
9
7
2
年
に
設
立
さ

れ
た
。
独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
J
A
X
A
）
の
立
川
敬
二
理
事
長
ら
が
代
表
幹

事
を
勤
め
て
お
り
、
会
員
数
は
約
９
０
名
で
あ
る
。

港
湾
関
係
で
は
古
く
か
ら
故
竹
内
良
夫
氏
が
会
員
、

幹
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
10
年
ほ
ど
前
に
竹
内
氏

の
推
薦
に
よ
り
、
故
坂
井
順
行
、
新
井
洋
一
、
村
田

進
の
諸
氏
と
私
が
会
員
に
加
え
て
い
た
だ
い
た
。

　
「
東
日
本
大
震
災
」
で
は
、
原
子
力
発
電
所
、
大

土
木
シ
ス
テ
ム
、
電
気
通
信
網
、
鉄
道
網
な
ど
、

技
術
を
ベ
ー
ス
と
し
て
国
民
の
生
活
を
支
え
て
き

た
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
が
被
災
し
、
国
民
に
大
き

な
不
安
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
原
子
力
発

電
所
の
事
故
が
、
自
然
災
害
を
要
因
と
は
す
る
も

の
の
技
術
的
な
事
故
で
あ
り
、
事
故
処
理
の
混
乱

の
印
象
も
あ
っ
て
科
学
者
、
技
術
者
に
対
す
る
社

会
の
信
頼
が
著
し
く
損
な
わ
れ
た
。
科
学
技
術
政

策
研
究
所
の
調
査
で
は
、
東
日
本
大
震
災
前
に
８

割
を
超
え
て
い
た
「
技
術
者
の
話
は
信
頼
で
き
る
」

と
考
え
て
い
た
人
の
割
合
は
、
震
災
後
の
調
査
で

は
５
割
を
わ
ず
か
に
超
え
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
低
下

し
て
い
る
。

　

技
術
同
友
会
は
こ
の
こ
と
を
重
く
見
て
、
大
規

模
な
シ
ス
テ
ム
の
安
全
を
ど
う
設
計
す
る
か
と
い

う
視
点
か
ら
課
題
を
洗
い
出
し
、
自
ら
を
含
め
て

社
会
に
提
言
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

活
動
の
期
間
は
９
月
か
ら
３
月
ま
で
の
わ
ず
か

６
ヶ
月
間
で
あ
り
、
委
員
の
ほ
と
ん
ど
が
多
忙
な

毎
日
を
送
る
立
場
の
方
々
で
あ
る
た
め
、
制
約
さ

れ
た
中
で
の
議
論
で
あ
り
結
論
で
あ
る
。
未
消
化

の
部
分
の
多
い
こ
と
は
承
知
を
し
て
い
る
が
、
こ

の
提
言
が
議
論
の
種
と
な
り
、
さ
ら
に
発
展
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

提
言
1
　
要
素
技
術
の
安
全
の
み
で
は
な
く
、
シ

ス
テ
ム
と
し
て
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
基
準

等
の
制
定
を
急
ぐ
こ
と

　

こ
れ
ま
で
の
我
が
国
の
安
全
を
実
現
す
る
た
め

の
基
準
・
規
則
は
、「
○
○
の
安
全
基
準
」
の
よ
う

に
、
個
々
の
要
素
技
術
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
が

小
規
模
か
つ
単
純
な
も
の
で
あ
れ
ば
こ
れ
で
よ
い

と
し
て
も
、
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
で
は
要
素
技
術

の
安
全
が
必
ず
し
も
全
体
の
安
全
を
保
障
す
る
と

い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
我
が
国
が
開
発
し
た

H

－Ⅱ
A
ロ
ケ
ッ
ト
は
部
品
数
が
お
よ
そ
30
万
点
と

い
わ
れ
て
お
り
、
当
然
な
が
ら
要
素
技
術
の
単
な

る
集
合
体
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
原
子
炉
あ
る
い

は
圧
力
容
器
の
安
全
度
が
如
何
に
高
く
て
も
、
冷

却
水
の
シ
ス
テ
ム
、
あ
る
い
は
両
者
の
接
続
部
の

安
全
度
が
異
な
れ
ば
、
圧
力
容
器
の
高
い
安
全
度

は
意
味
を
失
う
。
シ
ス
テ
ム
の
大
規
模
化
と
と
も

に
、
補
助
設
備
な
ど
も
含
め
た
シ
ス
テ
ム
全
体
の

安
全
を
ど
う
確
保
す
る
か
が
き
わ
め
て
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
現
在
の
安
全
基
準
の
多
く
は
新
設
直

後
の
状
態
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
シ
ス
テ
ム
と

し
て
の
安
全
基
準
は
、
経
年
変
化
も
視
野
に
入
れ

た
、
シ
ス
テ
ム
の
経
歴
に
応
じ
た
基
準
･
規
則
と

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
提
言
で
は
、
大
規
模
な

シ
ス
テ
ム
で
は
構
成
す
る
技
術
分
野
の
間
に
ヒ
エ

ラ
ル
キ
ー
が
形
成
さ
れ
、
安
全
を
脅
か
す
一
因
と
な

る
こ
と
に
対
し
て
も
注
意
を
促
し
て
い
る
。

提
言
２
　
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
の
全
体
を
理
解
し

構
築
で
き
る
人
材
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
人
材
の

育
成
を
急
ぐ
こ
と

　

今
日
の
社
会
を
支
え
て
い
る
様
々
な
シ
ス
テ
ム

は
、
大
規
模
化
、
複
雑
化
の
道
を
た
ど
っ
て
お
り
、

一
方
で
そ
れ
を
支
え
る
技
術
の
分
野
は
、
細
分
化
、

専
門
化
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
工
学
系
の
学
協

会
の
連
合
組
織
で
あ
る
日
本
工
学
会
の
構
成
学
協

会
数
は
、
明
治
12
年
（
1
8
7
9
年
）
に
工
学
会

と
し
て
設
立
さ
れ
た
時
に
は
土
木
･
電
気
･
機
械

･
造
家
･
化
学
･
鉱
山
･
冶
金
の
7
分
野
で
あ
っ
た

が
、
1
3
0
年
余
た
っ
た
今
日
で
は
1
0
0
学
協
会

に
及
ん
で
い
る
。
技
術
の
細
分
化
の
潮
流
に
影
響

を
受
け
て
、
教
育
の
現
場
に
お
い
て
も
限
定
さ
れ

た
専
門
教
育
に
重
き
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
例
え
ば
土
木
工
学
系
の
講
座
数
も
大
幅
に

増
え
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
大
規
模
シ
ス
テ

は
じ
め
に

技
術
同
友
会
の
提
言

提
言
の
内
容
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ム
の
復
旧
に
関
し
て
は
、
シ
ス
テ
ム
全
体
へ
の
情
報

（
知
識
）
の
不
足
が
現
場
を
混
乱
さ
せ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
事
例
も
あ
り
、
大
規
模
・
複

雑
な
シ
ス
テ
ム
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
技
術
と
、
こ

れ
に
対
応
で
き
る
技
術
者
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
大
学
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
工
学
の

充
実
強
化
、
大
学
院
と
企
業
が
連
携
し
て
院
生
レ

ベ
ル
か
ら
こ
の
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
仕
組
み

の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
事
業
者
は
、
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
部
門
の
充
実
強
化
を

進
め
る
ほ
か
、
異
な
る
専
門
分
野
の
技
術
者
が
相

互
に
意
見
交
換
を
す
る
場
、
協
働
し
て
技
術
開
発

を
す
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
異
分
野
の
専

門
家
と
と
も
に
シ
ス
テ
ム
全
体
を
理
解
し
、
そ
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
得
る
人
材
の
育
成
に
つ
と
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
フ
ラ
イ
ト
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
訓
練
の
際
に

1
8
0
0
に
近
い
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
ケ
ー
ス
を
訓

練
し
、
構
造
を
含
め
て
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
の
全

体
を
理
解
し
運
用
で
き
る
よ
う
に
訓
練
さ
れ
る
と

聞
く
。
工
学
会
の
初
代
会
長
を
つ
と
め
、
後
に
土

木
学
会
初
代
会
長
と
も
な
っ
た
古
市
公
威
博
士
は
、

1
9
1
4
（
大
正
3
）
年
に
開
催
さ
れ
た
土
木
学

会
の
第
1
回
総
会
に
お
い
て
、「
余
ハ
極
端
ナ
ル
専

門
分
業
ニ
反
対
ス
ル
者
ナ
リ
。
専
門
分
業
ノ
文
字

ニ
束
縛
セ
ラ
レ
萎
縮
ス
ル
如
キ
ハ
大
ニ
戒
ム
ヘ
キ
コ

ト
ナ
リ
」
と
述
べ
、
当
時
と
し
て
は
大
規
模
シ
ス
テ

ム
の
一
つ
の
典
型
で
あ
っ
た
土
木
構
造
物
を
構
築
す

る
技
術
者
は
「
指
揮
官
の
よ
う
な
も
の
で
、
全
体

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
今
日
こ

の
視
点
が
大
規
模
シ
ス
テ
ム
を
扱
う
全
て
の
技
術

者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

個
人
的
な
意
見
で
あ
り
か
つ
憶
測
の
域
を
出
な

い
が
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
水
素

爆
発
事
故
の
後
、
使
用
済
み
燃
料
の
貯
蔵
プ
ー
ル

に
注
水
し
冷
却
を
す
る
と
い
う
一
連
の
作
業
を
見
る

限
り
、
指
揮
を
と
る
グ
ル
ー
プ
の
中
に
土
木
技
術

者
が
い
た
と
は
到
底
思
え
な
い
試
行
が
繰
り
返
さ

れ
た
。

提
言
３
　
他
の
大
規
模
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
の
前

提
と
な
っ
て
い
る
大
規
模
シ
ス
テ
ム
の
安
全
の
確
保

（
シ
ス
テ
ム
の
連
携
）

　

多
く
の
シ
ス
テ
ム
は
、
電
力
、
通
信
、
輸
送
等

の
他
の
シ
ス
テ
ム
の
存
在
を
前
提
に
組
み
立
て
ら

れ
て
い
る
。
非
常
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

が
非
常
用
電
源
等
を
備
え
て
い
る
が
、
こ
れ
も
外

部
電
源
の
途
絶
が
短
期
間
で
解
消
す
る
こ
と
、
あ

る
い
は
非
常
用
電
源
の
燃
料
が
供
給
さ
れ
続
け
る

こ
と
が
長
期
の
対
応
の
前
提
で
あ
る
。
東
日
本
大

震
災
で
は
、
停
電
が
長
期
化
し
た
う
え
、
港
湾
施

設
の
被
災
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
通
行
制
限
な
ど
思

わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
り
非
常
用
電
源
の
燃
料
切
れ

が
生
じ
、
N
T
T
の
通
信
シ
ス
テ
ム
の
中
継
所
、
基

地
局
な
ど
の
機
能
が
停
止
し
て
通
話
不
能
の
状
態

が
続
い
た
。

　

津
波
の
第
1
波
を
と
ら
え
た
G
P
S
波
浪
計
の

デ
ー
タ
は
、
気
象
庁
の
津
波
予
報
の
修
正
に
活
用

さ
れ
た
が
、
津
波
が
陸
に
到
達
し
た
段
階
で
外
部

電
源
が
止
ま
り
、
さ
ら
に
通
信
網
が
途
絶
し
た
た

め
、
後
続
す
る
津
波
の
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

知
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

　

大
規
模
シ
ス
テ
ム
は
連
携
し
、
相
互
に
依
存
し

て
そ
の
機
能
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

他
の
シ
ス
テ
ム
の
存
続
の
前
提
と
な
る
大
規
模
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
安
定
性
が
求
め
ら

れ
、
中
央
防
災
会
議
等
で
シ
ス
テ
ム
の
連
携
を
図

れ
る
よ
う
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

提
言
４
　
レ
ベ
ル
を
超
え
る
外
力
が
発
生
し
た
と
き

に
起
こ
り
う
る
事
象
に
つ
い
て
の
想
定
と
そ
の
開
示

　

シ
ス
テ
ム
あ
る
い
は
そ
の
構
成
要
素
で
あ
る
構

造
物
の
設
計
に
際
し
て
は
、
当
然
そ
の
安
全
・
安

定
の
前
提
と
な
る
外
力
を
想
定
す
る
。
設
計
外
力

が
い
っ
た
ん
決
ま
れ
ば
、
設
計
者
は
想
定
し
た
外

力
を
超
え
た
と
き
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
い
わ
ば
そ
こ
で
「
思
考
停
止
」
の
状
態

に
な
る
。

　

多
く
の
大
規
模
シ
ス
テ
ム
は
、
国
民
の
生
活
の

最
も
基
本
的
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。
そ
の
重
要
性

を
考
え
る
時
、
事
業
者
は
設
計
外
力
を
超
え
た
と

き
に
起
こ
る
事
象
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
開
示
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
こ
の
結
果
は
、
中
央
防
災
会
議
等
に
よ
り

関
係
す
る
分
野
に
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
関
係

す
る
地
域
へ
、
徹
底
し
て
周
知
を
図
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
。

　

シ
ス
テ
ム
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
徒
な
不
安
を
招
く
と
い
う
意
見
も
あ
る

が
、
結
果
の
開
示
は
影
響
を
こ
う
む
る
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
対
応
策
を
準
備
す
る
こ
と
を
促
し
、

減
災
に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、
事
業
者
に
と
っ
て
も

こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
よ
り
よ
い
シ
ス
テ
ム

の
設
計
に
つ
な
が
る
の
み
な
ら
ず
、
情
報
の
開
示

は
自
ら
の
安
全
に
関
わ
る
こ
と
と
い
う
緊
張
感
、

地
域
を
よ
く
知
っ
て
い
る
と
い
う
利
点
な
ど
か
ら
、

関
係
者
か
ら
事
業
者
の
気
付
か
な
い
知
恵
が
提
供

さ
れ
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。　

　

以
上
が
、
提
言
の
紹
介
で
あ
る
。
全
文
の
冊
子

は
技
術
同
友
会
で
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

興
味
を
も
た
れ
た
方
は
、
申
し
込
ん
で
い
た
だ
き

結
び

た
い
。

　

提
言
２
に
関
し
て
、
少
し
付
言
し
た
い
。

　

提
言
２
は
、
総
合
的
な
技
術
者
の
必
要
性
を
説

い
て
い
る
の
だ
が
、
総
合
性
を
発
揮
す
る
た
め
に

は
デ
ー
タ
や
計
算
結
果
だ
け
で
は
な
く
、
十
分
な

想
像
力
を
働
か
せ
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

　

震
災
後
直
ち
に
多
く
の
土
木
技
術
者
が
現
地
に

入
り
、
そ
の
報
告
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
報
告
を

聞
き
な
が
ら
、
構
造
物
の
破
壊
原
因
を
、
破
壊
さ

れ
て
い
る
現
場
の
姿
か
ら
短
絡
的
に
特
定
し
て
い

る
こ
と
が
気
に
な
っ
た
。

　

筆
者
の
古
い
経
験
だ
が
、
か
つ
て
静
岡
県
大
井

川
港
の
防
波
堤
の
堤
頭
函
が
台
風
に
よ
り
飛
ぶ
と

い
う
事
故
が
起
き
た
。
海
底
は
礫
層
で
波
浪
に
よ

る
洗
掘
が
原
因
と
し
て
想
定
さ
れ
た
が
、
深
浅
測

量
を
し
た
と
こ
ろ
海
底
地
形
に
転
倒
を
起
こ
す
よ

う
な
変
化
は
無
か
っ
た
。
港
湾
技
術
研
究
所
の
協

力
を
得
て
到
達
し
た
結
論
は
、
波
浪
が
も
っ
と
も

激
し
い
時
に
海
底
が
洗
掘
さ
れ
て
堤
頭
函
が
倒
壊

し
、
波
が
静
ま
る
過
程
で
洗
掘
さ
れ
た
部
分
が
埋

め
戻
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
被
災
後
の
現

場
に
全
て
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
は
早
計

で
、
途
中
ど
の
よ
う
な
作
用
が
構
造
物
に
働
い
た

か
、
頭
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
考
え
る
こ
と
の
重
要
性

を
教
え
て
も
ら
っ
た
経
験
で
あ
っ
た
。

　

震
災
直
後
の
調
査
結
果
の
報
告
会
で
は
、
技
術

者
の
想
像
力
の
不
足
、
そ
の
根
底
に
あ
る
現
場
の

知
識
の
不
足
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
沿
岸

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
方
々
は
、
構
造
物
が
作
ら

れ
て
い
く
工
事
の
現
場
に
興
味
を
持
ち
、
現
場
に

強
か
っ
た
港
湾
技
術
者
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
欲

し
い
。
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茨城工業高等専門学校 校長

沿岸域の未来と
課題

教育者の目から見た沿岸域の未来と
その課題について語っていただくと
共に、沿岸域の新たな活用などに
ついて述べていただいた。

沿岸域・海洋の未来と
沿岸技術研究センターの役割

　

童
謡
の
歌
詞
に
あ
る
「
海
は
広
い
な
、
大
き
い

な
」
は
、
多
く
の
人
が
素
直
に
抱
く
海
に
対
す
る

思
い
を
的
確
に
表
現
し
て
い
る
が
、
現
代
の
海
は

よ
り
多
様
で
複
雑
な
姿
を
見
せ
て
い
る
。
津
波
の

被
害
を
経
験
し
た
人
々
に
は
海
は
脅
威
で
あ
り
、

防
災
関
係
者
に
は
海
は
災
害
外
力
の
発
生
源
で
あ

る
。
漁
業
従
事
者
に
は
海
は
食
糧
資
源
を
生
産
・

捕
獲
す
る
生
活
の
場
で
あ
り
、
環
境
保
全
の
研
究

者
に
と
っ
て
、
海
は
生
態
系
保
全
、
海
洋
汚
染
、

気
候
変
動
、
地
球
温
暖
化
、
海
面
上
昇
の
科
学
的

研
究
の
対
象
で
あ
る
。
経
済
界
の
視
点
か
ら
は
、

海
は
食
糧
資
源
と
同
時
に
海
底
資
源
の
宝
庫
で
も

あ
り
、
ま
た
洋
上
風
力
・
波
力
・
潮
流
発
電
の
場

で
も
あ
る
。

　

後
世
の
歴
史
は
、
最
近
10
年
を
主
要
海
洋
諸
国

で
海
洋
政
策
に
関
す
る
法
整
備
が
進
ん
だ
時
代
と

し
て
記
述
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
1
9
9
7
年
世

界
で
初
め
て
包
括
的
な
海
洋
基
本
法
（O

ceans 

Act

）
を
制
定
し
た
カ
ナ
ダ
で
は
、
2
0
0
2
年

に
は
海
洋
管
理
戦
略
（O

cean M
anagem

ent 

Strategy

）
を
発
表
し
て
、
法
が
定
め
る
持
続
可

能
な
戦
略
、
統
合
的
管
理
、
予
防
的
処
置
の
政
策

目
標
に
向
か
っ
て
、
保
護
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
統

合
的
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
健
康
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
3
つ
を
推
進
し
て
い
る
。
南
半
球

の
海
洋
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
1
9
9
8

年
にO

ceans Policy

を
制
定
し
て
い
る
。
そ

の
副
題
に
はCare for, understand and use 

our oceans w
isely–integrated ecosystem

-

based planning & m
anagem

ent

と
あ
り
政

策
の
本
質
が
理
解
で
き
る
。
読
ん
で
み
る
と
こ

の
政
策
文
書
は
、
視
覚
的
に
も
大
変
美
し
い
。
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
2
0
0
0
年
にO

ceans 

Act

が
成
立
し
、
そ
の
も
と
で
設
立
さ
れ
た
機
関 

が
2
0
0
4
年
にAn O

cean Blueprint for the 

21st Century 

を
発
表
し
て
い
る
。
冒
頭
の
章

で
あ
るThe Value of O

ceans and Coasts

で

雇
用
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
点
が
特
徴

的
で
あ
る
。
E
U
は
2
0
0
6
年
にM

aritim
e 

Them
atic Strategy,

2
0
0
7
年
にIntegrated 

M
aritim

e Policy for the EU

を
制
定
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
主
要
海
洋
国
の
政
策
文
書
に
共
通
し
て

流
れ
て
い
る
の
は
環
境
保
全
の
重
視
、
科
学
的

調
査
研
究
の
推
進
、
そ
し
て
統
合
的
管
理
の
思

想
で
あ
る
。
日
本
は
、
カ
ナ
ダ
に
遅
れ
る
こ
と

10
年
、
2
0
0
7
年
に
海
洋
基
本
法
が
成
立
し
、

2
0
0
8
年
に
海
洋
基
本
計
画
が
制
定
さ
れ
た
。

　

当
然
な
が
ら
こ
れ
ら
の
海
洋
政
策
は
、

1
9
9
4
年
に
制
定
さ
れ
た
国
連
の
海
洋
法
条
約

と
強
く
連
動
し
て
お
り
、
海
底
資
源
の
確
保
と
海

の
占
有
的
利
用
と
い
う
領
土
的
問
題
を
内
在
し
て

い
る
。
よ
り
顕
在
的
議
論
は
大
陸
棚
限
界
延
長
申

請
の
問
題
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
大
陸
棚
の
定
義
が

地
理
的
概
念
か
ら
法
的
概
念
に
と
っ
て
替
わ
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
海
洋
が
人
類
の
共
同
の
財

産
と
い
う
国
連
海
洋
法
条
約
制
定
時
の
高
邁
な
思

想
が
貫
か
れ
て
い
る
の
は
、
深
海
底
お
よ
び
そ
の

資
源
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
さ
え
あ
る
。
近

時
の
占
有
利
用
権
の
海
洋
分
割
の
様
相
は
、
15
・

16
世
紀
の
大
航
海
時
代
初
期
の
ト
ル
デ
シ
リ
ヤ
ス

条
約
と
サ
ラ
ゴ
サ
条
約
に
よ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
と

ス
ペ
イ
ン
に
よ
る
地
球
上
の
領
土
分
割
や
、
19
世

紀
後
半
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
の
植
民
地
主

義
的
な
ア
フ
リ
カ
分
割
と
い
っ
た
世
界
史
的
事
実

を
想
起
さ
せ
る
と
い
っ
た
ら
過
剰
反
応
で
あ
ろ
う

か
。

　

沿
岸
域
と
海
洋
は
、
英
語
で
はOceans and 

Coasts

あ
る
い
はM

aritim
e Spaces and its Coasts 

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
沿
岸
域
と
海
洋
を
一
括
り
と

し
て
未
来
を
語
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。
上

述
の
よ
う
に
海
洋
の
未
来
は
、
よ
り
多
面
的
で
複

雑
な
歴
史
的
・
国
際
的
・
政
治
的
な
動
き
に
強
く

影
響
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
一
方
で
、
沿
岸
域

の
未
来
は
、
国
内
的
要
因
に
よ
り
強
く
影
響
さ
れ

る
と
同
時
に
技
術
的
視
野
も
広
が
る
。

沿
岸
域
の
再
定
義

　

上
述
し
た
よ
う
に
世
界
の
海
洋
沿
岸
域
政
策
の

潮
流
は
統
合
的
管
理
で
あ
り
、
我
が
国
の
海
洋
基

本
法
で
も
総
合
海
洋
政
策
本
部
を
設
置
す
る
こ
と

で
総
合
的
管
理
を
可
能
に
す
る
体
制
が
打
ち
出
さ

れ
て
い
る
。
本
来
、
生
態
環
境
は
人
間
の
法
制
度

や
行
政
所
管
と
は
無
縁
の
も
の
で
あ
り
、
水
質
・

廃
棄
物
汚
染
の
管
理
は
陸
域
の
人
間
活
動
と
連

動
し
て
い
な
け
れ
ば
機
能
せ
ず
、
防
災
の
観
点
か

ら
も
統
合
的
管
理
が
必
要
な
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
先
の
東
日
本
大
震
災
時
の
津
波
の
遡
上
に
よ

る
河
川
構
造
物
等
の
被
害
の
実
態
を
見
れ
ば
明
ら

か
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
統
合
的
管
理
を
実
質
化

す
る
上
で
沿
岸
域
と
い
う
概
念
は
、
海
洋
に
向
け

て
ば
か
り
で
な
く
陸
域
に
向
け
て
も
拡
大
し
て
再

定
義
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
が
沿
岸
域
の
環

境
保
全
、
居
住
・
産
業
施
設
の
安
全
性
向
上
、
土

地
利
用
の
効
率
性
等
に
繋
が
る
は
ず
で
あ
る
。

沿
岸
域
の
利
用

　

1
9
9
0
年
頃
、
ア
ン
グ
ラ
ー
ド
構
想
と
し
て

大
陸
棚
に
大
規
模
な
地
下
空
間
を
構
築
し
て
、
都

市
に
集
中
し
た
工
場
群
を
地
下
空
間
に
移
設
し

て
、
地
表
空
間
の
土
地
利
用
を
改
善
す
る
と
の
考

え
が
広
ま
っ
た
。
現
在
で
は
、
工
場
等
の
生
産
現

場
の
海
外
移
転
に
よ
る
産
業
の
空
洞
化
の
動
向
に

海
の
未
来

沿
岸
域
の
未
来
と
課
題
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隠
れ
て
、
地
下
空
間
利
用
と
し
て
こ
の
構
想
を

顧
み
る
人
は
い
な
い
。
土
地
利
用
、
空
間
利
用
の

未
来
予
測
は
難
し
い
。
2
0
0
0
年
頃
に
は
、
首

都
圏
の
50
年
分
の
廃
棄
物
処
分
場
と
し
て
ラ
ン
ド

フ
ィ
ル
島
構
想
が
跡
地
利
用
も
含
め
て
議
論
さ
れ

た
。
ラ
ン
ド
フ
ィ
ル
島
構
想
そ
の
も
の
は
実
現
し

て
い
な
い
も
の
の
、
世
界
的
な
都
市
化
傾
向
が
継

続
す
る
と
想
定
さ
れ
る
中
で
、
廃
棄
物
処
分
地
の

受
け
入
れ
空
間
と
し
て
沿
岸
域
の
役
割
は
今
後
も

変
わ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
、
一
定
期
間
経
過
し
た
廃
棄
物
処
理
地
盤
の

活
用
が
沿
岸
域
の
利
用
に
お
け
る
近
未
来
の
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
2
0
1
2
年
2
月
12
日
に
開
通

し
た
東
京
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
で
注
目
さ
れ
た
東
京

湾
臨
海
道
路
は
、
中
央
防
波
堤
外
側
廃
棄
物
処
理

場
を
通
過
し
、
橋
梁
の
一
部
区
間
は
、
廃
棄
物
処

理
地
盤
を
貫
い
た
杭
基
礎
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
施
工
事
例
と
技
術
的
経
験
の
蓄
積
は
今
後
の

廃
棄
物
処
理
地
盤
の
活
用
を
加
速
さ
せ
る
で
あ
ろ

う
。

　

物
流
の
99
％
が
海
上
輸
送
で
あ
る
こ
と
か
ら
港

湾
施
設
の
重
要
性
が
語
ら
れ
る
が
、
港
湾
施
設
は

物
流
の
最
終
地
で
は
な
く
あ
く
ま
で
も
経
由
地
で

あ
る
。
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ま
で
の
陸
上
交
通
手
段
と

の
接
続
の
改
良
、
特
に
港
湾
施
設
と
高
速
鉄
道
・

高
速
自
動
車
道
と
の
直
接
的
な
接
続
が
重
要
性
を

増
す
で
あ
ろ
う
し
、
沿
岸
域
の
利
用
の
高
度
化
の

具
体
的
課
題
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
先
述
し
た
政
策
的
な
方
向
性
の
実
現
と

し
て
、
排
他
的
経
済
水
域
確
保
の
要
で
あ
る
遠
隔

離
島
活
動
拠
点
整
備
も
急
速
に
重
要
性
を
増
す
に

違
い
な
い
し
、
多
く
の
新
た
な
技
術
的
開
発
課
題

が
提
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

沿
岸
域
の
連
携

　

沿
岸
域
の
統
合
的
管
理
の
一
環
と
し
て
、
様
々

な
連
携
が
想
定
さ
れ
る
な
か
で
漁
港
と
の
連
携

は
、
具
体
的
に
視
野
に
入
る
課
題
で
あ
る
。
現
行

の
法
体
系
・
行
政
所
管
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
個

別
に
行
わ
れ
て
い
る
「
港
」
の
構
造
物
設
計
・
施

工
・
維
持
管
理
は
、
土
木
系
と
水
産
系
で
技
術
的

差
異
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
津
波
防
災
の
観
点

か
ら
も
、
全
国
に
3
千
あ
る
と
い
わ
れ
る
漁
港
関

連
諸
機
関
と
の
連
携
が
急
が
れ
る
。

沿
岸
域
の
機
能
転
換
と
撤
退

　

将
来
に
向
け
て
沿
岸
域
利
用
拡
大
の
展
望
が
想

定
さ
れ
る
中
で
、
人
口
構
造
の
変
化
、
財
政
規
模

の
縮
小
等
か
ら
選
択
と
集
中
と
の
掛
け
声
の
下

で
、
国
直
轄
で
新
規
事
業
を
実
施
す
る
重
要
港
湾

が
1
0
3
か
ら
43
に
絞
り
込
ま
れ
る
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。
集
中
投
資
が
期
待
さ
れ
る
港
湾
は
、
国

際
競
争
に
向
け
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
は
大
い
に
歓

迎
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
港
湾
に
は
国
に
よ
る

新
規
投
資
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、

国
以
外
か
ら
の
投
資
が
期
待
さ
れ
な
け
れ
ば
、
そ

の
港
湾
は
い
ず
れ
維
持
管
理
の
限
界
に
達
し
、
港

湾
機
能
を
失
っ
た
形
で
構
造
物
の
み
が
放
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
危
惧
も
あ
る
。
選
択
か
ら
漏
れ
た

港
湾
に
対
し
て
の
選
択
肢
と
し
て
は
、
物
流
拠
点

か
ら
の
機
能
転
換
を
図
る
か
、
防
災
・
景
観
に
配

慮
し
つ
つ
沿
岸
域
か
ら
撤
退
す
る
か
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。
後
背
地
も
含
め
沿
岸
域
か
ら
の
撤
退
と

い
う
後
者
の
選
択
肢
が
選
択
さ
れ
た
場
合
は
、
社

会
に
と
っ
て
極
め
て
重
い
課
題
と
な
る
に
違
い
な

い
。
そ
の
た
め
の
撤
退
の
方
向
性
、
撤
退
の
技
術

論
の
議
論
が
必
要
で
あ
る
。
限
界
集
落
消
滅
と
の

関
連
で
漁
港
に
つ
い
て
も
同
種
の
課
題
が
あ
り
、

連
携
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
ろ
う
。
選
択
と

集
中
の
陰
の
部
分
に
も
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
あ

る
。

関
連
諸
機
関
と
の
役
割
分
担

　

一
般
財
団
法
人
と
し
て
新
た
に
出
発
を
し
た
沿

岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
設
立
趣
旨
か
ら
し
て

関
連
の
深
い
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
、
港
湾

空
港
技
術
研
究
所
と
の
連
携
は
依
然
と
し
て
重
要

で
、
各
機
関
と
の
適
切
な
分
掌
が
社
会
的
に
要
請

さ
れ
る
。
そ
の
中
で
港
湾
法
の
改
定
に
と
も
な
う

性
能
設
計
体
系
へ
の
移
行
と
維
持
管
理
は
、
沿
岸

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
が
主
と
し
て
担
う
べ
き
近
時

の
技
術
的
重
要
課
題
で
あ
る
。

　

性
能
設
計
体
系
に
基
づ
く
技
術
基
準
等
の
制
定

内
容
は
、
そ
の
実
務
へ
の
適
用
に
よ
っ
て
初
め
て

具
現
化
さ
れ
る
。
設
計
の
技
術
基
準
等
と
の
整
合

性
確
認
を
通
し
て
、
そ
の
役
割
を
分
掌
し
て
い
る

の
が
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、D

esign 

Consultant 

で
は
な
くChecker

の
役
割
を
し
て

い
る
点
が
、
他
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
の
本
質
的

違
い
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
社
会
的
位
置
づ
け
を

明
確
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

設
計
法
の
変
更
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
効
率
的
に

社
会
に
実
現
す
る
に
は
技
術
者
資
格
制
度
が
有
効

で
あ
り
、
2
0
1
0
年
に
創
設
さ
れ
た
海
洋
・
港

湾
構
造
物
設
計
士
制
度
の
構
築
・
運
用
を
沿
岸
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
が
行
う
の
も
自
然
な
役
割
で
あ

り
、
2
0
0
9
年
に
設
立
さ
れ
た
海
洋
・
港
湾
構

造
物
維
持
管
理
士
制
度
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ

し
、
統
合
的
管
理
の
思
想
の
潮
流
を
踏
ま
え
、
両

資
格
が
港
湾
法
の
枠
内
で
の
運
用
に
制
限
さ
れ
て

沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
役
割

い
る
現
状
は
沿
岸
域
の
拡
大
・
再
定
義
の
な
か
で

再
検
討
さ
れ
る
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
。

拡
大
す
る
役
割
と
期
待

　

性
能
設
計
体
系
へ
の
移
行
と
維
持
管
理
に
加
え

て
、
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
が
担
う
べ
き
当
面

の
重
要
な
役
割
は
、
東
日
本
大
震
災
以
後
の
沿
岸

域
の
防
災
機
能
の
強
化
の
実
現
で
あ
る
こ
と
に
は

疑
い
が
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
統
合
的
管
理
に

向
け
て
国
内
外
の
広
範
な
連
携
の
強
化
を
図
り
つ

つ
、
上
述
し
た
沿
岸
域
の
再
定
義
、
沿
岸
域
の
利

用
、
沿
岸
域
の
連
携
、
沿
岸
域
の
機
能
転
換
と
撤

退
等
の
沿
岸
域
の
近
未
来
的
課
題
に
対
処
す
る
と

い
う
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。
一
般
財
団
法
人
へ
の

移
行
を
機
に
、
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
に
は
高

度
な
技
術
的
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
に
と
ど
ま

ら
ず
、
政
策
提
言
を
行
う
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
、

広
く
民
の
声
を
政
策
に
反
映
さ
せ
る
調
整
機
能
、

科
学
技
術
に
基
づ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能

等
が
期
待
さ
れ
る
。
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
が

こ
れ
ら
拡
大
す
る
役
割
と
期
待
に
ど
の
よ
う
に
力

を
発
揮
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
の
か
、
こ
れ
か
ら

も
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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潮干帯、一般海域
そして沿岸域の
総合的管理
沿岸域および
海洋の管理について
見落としがちな点や総合的な
観点からの提言をいただいた。

沿岸域・海洋の未来と
沿岸技術研究センターの役割

　

こ
の
特
集
の
題
名
は
、
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
沿
岸
域
・
海
洋
と
い
う

よ
う
に
、
意
識
的
に
、
沿
岸
域
を
先
に
し
た
題
名

に
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
通
常
は
、
沿

岸
域
を
含
む
海
洋
と
い
う
意
味
で
、
海
洋
・
沿
岸

域
、
と
い
う
語
順
表
記
が
自
然
な
か
た
ち
で
あ
ろ

う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
沿
岸
域
の
未
来
が
海
洋

全
体
の
未
来
を
左
右
す
る
、
と
い
う
解
釈
に
立
脚

す
れ
ば
、
こ
の
題
名
の
語
順
は
実
は
な
か
な
か
粋

で
、
大
変
意
義
深
く
、
非
常
に
重
要
な
題
名
で
は

な
い
か
と
、
改
め
て
感
じ
入
っ
た
次
第
で
あ
る
。
命

名
者
に
敬
意
を
表
し
た
い
。　

　

そ
れ
は
、
沿
岸
域
と
は
何
か
、
と
い
う
そ
も
そ

も
論
に
も
直
結
す
る
が
、
そ
の
定
義
は
全
員
一
致
と

い
う
わ
け
に
は
な
か
な
か
い
か
な
い
。
領
海
や
排

他
的
経
済
水
域
（
E
E
Z
）
と
い
う
用
語
は
、
基
線

か
ら
の
距
離
で
前
者
が
12
海
里
、
後
者
が
2
0
0

海
里
と
い
う
よ
う
に
、
数
値
基
準
で
国
際
法
上
統

一
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
の
2
0
0
海
里
水
域
の
概

要
を
別
図
に
示
す
（
図
１
参
照
）。
し
か
し
、
沿
岸

域
と
な
る
と
、
水
際
線
を
挟
ん
で
相
互
に
影
響
し

あ
う
陸
域
と
海
域
の
範
囲
と
な
る
わ
け
で
、
陸
域

は
ど
こ
ま
で
か
、
海
域
は
ど
こ
ま
で
か
、
単
純
に

数
値
基
準
で
は
設
定
で
き
ず
、
ま
た
そ
れ
で
は
不

自
然
で
も
あ
り
、
人
為
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
で

決
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
そ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
沿
岸
域

の
中
心
部
と
な
る
潮
干
帯
が
な
か
な
か
ユ
ニ
ー
ク

な
空
間
だ
と
い
う
点
で
あ
る
（
図
２
参
照
）。
と
い

う
の
は
、
国
際
法
上
、
領
海
や
E
E
Z
の
幅
を
決

め
る
基
線
は
低
潮
線
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
沿
岸

国
の
権
益
を
最
大
限
に
享
受
で
き
る
よ
う
に
と
い

う
国
際
慣
習
か
ら
き
て
い
る
。
他
方
、
国
土
地
理

院
に
よ
れ
ば
国
土
面
積
の
算
出
に
あ
た
っ
て
は
高

潮
線
を
ベ
ー
ス
に
測
量
し
て
算
出
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
こ
れ
は
、
国
土
（
土
地
）
と
し
て
利
用
可
能

な
面
積
と
い
う
観
点
に
立
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
す
る
と
、
そ
の
間
の
潮
干
帯
は
ど
ち
ら
の
面

積
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

2
0
0
海
里
水
域
の
面
積
（
約
4
4
7
万
㎢
）
は

基
線
の
外
側
で
あ
る
か
ら
関
連
が
薄
い
が
、
国
土

面
積
の
方
に
つ
い
て
は
、
海
岸
線
す
べ
て
に
関
連

す
る
の
で
、
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
日
本
の
海
岸

線
の
延
長
は
約
3
・
5
万
㎞
で
あ
る
か
ら
、
単
純

化
し
て
考
え
て
潮
干
帯
の
幅
が
1
㎞
と
す
れ
ば
、

そ
の
面
積
は
約
3
・
5
万
㎢
と
な
り
、
こ
れ
は
国

土
面
積
約
38
万
㎢
の
1
割
弱
に
匹
敵
す
る
。
幅

5
0
0
m
と
し
て
も
相
当
な
広
さ
で
あ
る
。

　

こ
の
潮
干
帯
こ
そ
が
、
実
は
、
沿
岸
域
の
環
境
・

生
態
系
の
保
全
、
安
全
と
防
災
の
確
保
、
開
発
・

利
用
の
促
進
の
う
え
で
核
と
な
る
空
間
で
あ
り
、

そ
れ
ら
の
在
り
方
こ
そ
が
沿
岸
域
・
海
洋
の
未
来

を
左
右
す
る
鍵
と
な
る
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い

で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
時
は
海
洋
基
本
計
画
の
改
定
期
で
あ

る
。
2
0
0
7
年
制
定
の
海
洋
基
本
法
に
も
と
づ

い
て
現
行
の
海
洋
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
た
の
が

2
0
0
8
年
。
5
年
後
の
見
直
し
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
来
年
2
0
1
3
年
4
月
に
は

新
基
本
計
画
に
移
行
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
い
う
こ
と
は
、
今
年
度
中
に
現
行
基
本
計
画
の

実
施
状
況
等
の
点
検
、
次
期
計
画
に
織
り
込
む
べ

き
事
項
の
検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

既
に
、
本
号
が
刊
行
さ
れ
る
時
期
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
論
議
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
に

沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
当
面
果
た
す
べ
き
役
割

沿
岸
域
の
未
来
は
海
洋
全
体
の

未
来
を
左
右
す
る

ユ
ニ
ー
ク
な
空
間
、
潮
干
帯

海
洋
基
本
計
画
の
改
定

図1　我が国の海洋を巡る状況
（出典：内閣官房総合海洋政策本部website）

図2　低潮線と高潮線の間の潮干帯のもつユニークな特性
（出典：中原裕幸、日本海洋政策学会第3回大会における発表PPT、2011.12.3）
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の
一
端
も
、
伏
在
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

海
洋
基
本
計
画
は
12
の
基
本
的
施
策
で
構
成
さ

れ
て
い
る
が
、「
沿
岸
域
の
総
合
的
管
理
」
は
、
そ
の

一つ
と
し
て
9
番
目
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も

6
つ
の
基
本
理
念
の
方
で
は「
海
洋
の
総
合
的
管
理
」

と
な
っ
て
い
る
の
が
ミ
ソ
で
あ
る
が
、
そ
の
議
論
は

こ
こ
で
は
措
く
と
し
て
、
沿
岸
域
の
総
合
的
管
理
に

つ
い
て
少
し
考
え
て
み
る
。

　

さ
て
、
そ
の
総
合
的
管
理
に
つ
い
て
考
え
る
時
、

海
岸
線
の
管
理
主
体
が
ど
の
よ
う
に
分
か
れ
て
い

る
か
と
い
う
点
も
、
重
要
な
視
点
の
一
つ
で
あ
る
。

海
岸
線
延
長
約
3
・
5
万
㎞
の
う
ち
、
概
略
的
に

区
分
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
建
設
海
岸
が
約
1
/
2

（
約
48
%
）、
港
湾
海
岸
が
約
1
/
4
（
25
%
）、
漁
港

海
岸
が
約
1
/
6
（
18
%
）、
農
地
海
岸
が
1
/

20

（
5
%
）、
そ
の
他
が
1
/

20
（
5
%
）
で
あ
る
。
実
際

の
区
分
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
静
岡
県
の
例
を
別

図
に
示
す
（
図
３
参
照
）。

　

空
間
的
に
い
え
ば
、
各
区
域
指
定
の
あ
る
海
域

は
、
管
理
者
が
存
在
す
る
（
港
湾
区
域
は
港
湾
管

理
者
等
）
の
に
対
し
て
、
外
側
の
水
域
で
領
海
内
の

水
域
は
「
一
般
海
域
」
と
呼
ば
れ
、
国
有
財
産
法
に

基
づ
く
管
理
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
管
理
主

体
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
昨
年
の

3
・
11
東
日
本
大
震
災
・
津
波
で
海
底
に
持
っ
て
い

か
れ
た
ガ
レ
キ
の
処
理
は
、
管
理
者
の
い
る
海
域
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
者
の
責
任
と
そ
の
関
連
予
算

等
で
処
理
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
て
、一
般
海
域
の

海
底
ガ
レ
キ
は
、
底
引
き
網
な
ど
で
回
収
さ
れ
た

場
合
を
除
い
て
、
基
本
的
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
と
い

う
の
が
実
情
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
次

期
海
洋
基
本
計
画
で
は
、
こ
の
一
般
海
域
の
管
理
に

つ
い
て
一
定
の
方
針
が
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
地
方
公
共
団
体
の
管
理
の
権
限
を
海

域
に
ま
で
及
ぼ
す
よ
う
に
し
て
陸
域
と
一
体
的
な
管

理
の
実
効
性
を
あ
げ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
議
論
が

出
て
き
始
め
て
い
る
。
狭
い
内
湾
が
一つ
の
市
町
村

と
接
し
て
い
て
陸
域
と
密
接
に
関
連
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
特
に
そ
う
で
あ
る（
図
４
参
照
）。

な
お
、
開
放
性
の
海
岸
に
お
い
て
は
、
隣
接
市
町
村

と
の
海
域
部
の
境
界
設
定
を
ど
の
よ
う
な
考
え
方

に
す
る
の
か
が
極
め
て
重
要
か
つ
困
難
な
課
題
と

な
る
の
で
、一
律
に
規
定
す
る
の
は
難
し
い
。
と
す

る
と
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
内
湾
に
限
定
し
な
が

ら
、
た
と
え
ば
東
日
本
大
震
災
・
津
波
の
被
災
地
な

ど
で
、
復
旧
・
復
興
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
試

行
的
に
取
り
組
む
の
も
一
案
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

最
後
に
本
題
で
あ
る
が
、
沿
岸
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
は
基
本
的
に
技
術
研
究

団
体
で
あ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紹
介

を
そ
の
ま
ま
転
記
す
れ
ば
、「
沿
岸
域
の

開
発
・
利
用
・
保
全
に
係
る
分
野
の
技

術
開
発
と
、
そ
の
技
術
の
活
用
と
普
及

を
目
指
し
た
研
究
組
織
」
で
あ
る
。
そ

し
て
、
平
成
16
年
6
月
に
は
「
国
際
沿

岸
技
術
研
究
所
」
を
、
翌
平
成
17
年
12

月
に
は
「
沿
岸
防
災
技
術
研
究
所
」
を

設
立
し
て
い
る
。
実
に
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
組
織
形
態
と
事
業
内
容
と
言
え

る
。
団
体
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
わ

海
岸
線
お
よ
び
一
般
海
域
の

管
理
主
体

沿
岸
域
行
政
の
実
施
に

技
術
的
裏
付
け
の
提
供
を

が
身
を
振
り
返
る
と
、
こ
の
充
実
し
た
内
容
は
う

ら
や
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。

　

他
方
で
、
港
湾
、
沿
岸
域
に
関
係
す
る
団
体
は
、

他
に
も
い
く
つ
か
有
力
な
組
織
が
存
在
す
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
存
在
意
義
と
役
割
分
担
は
、
当
事
者
同
士

お
よ
び
そ
の
周
辺
の
外
部
で
も
常
に
認
識
さ
れ
て
い

る
は
ず
で
あ
る
が
、
原
理
原
則
に
立
ち
返
る
こ
と
は

非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　

沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
が
東
日
本
大
震
災
・
津

波
関
係
で
果
た
し
て
き
た
重
要
な
役
割
と
実
績
に

つ
い
て
は
本
誌
他
所
で
充
分
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
で

あ
ろ
う
か
ら
、
こ
こ
で
は
少
し
違
っ
た
視
点
で
記
し

て
お
き
た
い
。

　

そ
れ
は
、
技
術
に
裏
打
ち
さ
れ
た
施
策
、
政
策

の
実
施
が
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
、
し
た
が
っ

て
、
沿
岸
域
行
政
の
政
策
形
成
過
程
に
お
い
て
沿

岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
極
め
て
重
要
だ
、

と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
沿
岸
域
の

総
合
的
管
理
が
、
内
外
で
、ecosystem

-based 

approach

に
も
と
づ
く
べ
き
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
に
し
て

も
、ecosystem

を
把
握
し
解
釈
す
る
道
具
は
技

術
で
あ
る
。
海
外
で
は
、scientific-know

ledge 

based

と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、science

の
み
な

ら
ずtechnology / engineering-know

ledge 

based

で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
、
そ

の
意
味
で
、
こ
れ
ま
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
今
後

と
も
増
大
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
決
し
て
減
ず
る

こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
他
分
野
の
団
体

等
と
も
相
互
協
力
、
相
互
連
携
し
な
が
ら
、
と
も
に

「
我
が
国
の
沿
岸
域
・
海
洋
の
未
来
」
を
明
る
い
も

の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。　

 

図3　沿岸域における海域指定（海岸区域、港湾区域、漁港区域等）の例
（出典：同前。なお、原典は静岡県資料および(社)海洋産業研究会蓄積資料）

図4　沿岸域の管理に関する日本沿岸域学会の提言
（出典：同前。原典は図中に表示）
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沿岸リポート
防災

東日本大震災
から１年
－港湾被災で判ったこととまだ判らないことー

一般財団法人沿岸技術研究センター

沿岸防災技術研究所長　髙山知司

一般財団法人沿岸技術研究センター

沿岸防災技術研究所長　髙山知司

　
日
本
国
民
の
誰
も
が
起
こ
る
と
は
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
大

惨
事
、
東
日
本
大
震
災
が
2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
発
生
し

た
。
こ
の
震
災
は
、
M
9
・
0
に
も
達
す
る
巨
大
な
地
震
と

こ
の
地
震
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
、
10
m
以
上
の
津
波
に

よ
っ
て
青
森
県
か
ら
千
葉
県
ま
で
の
東
日
本
の
太
平
洋
沿
岸

地
域
が
受
け
た
大
災
害
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
死
者
と
行

方
不
明
者
の
合
計
が
2
万
人
弱
に
達
し
、
町
や
村
そ
の
も
の

が
津
波
で
洗
い
流
さ
れ
、
多
く
の
住
民
が
避
難
所
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
災
害
に
加
え
更
に
住
民
に
大

き
な
負
担
を
負
わ
せ
た
の
は
、
福
島
第
1
原
子
力
発
電
所
の

惨
事
で
あ
る
。
15
m
を
超
え
る
よ
う
な
津
波
が
防
潮
堤
を
超

え
て
来
襲
し
、
原
子
力
発
電
所
の
冷
却
装
置
を
破
壊
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
水
素
爆
発
を
起
こ
し
、
多
量
の
放
射
性
物
質
を

放
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
原
子
力
発
電
所
か
ら

20
㎞
圏
内
で
は
避
難
指
示
区
域
と
し
て
他
地
域
へ
避
難
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
地
震
や
津
波
に

よ
る
被
害
が
な
い
地
域
の
人
々
も
避
難
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
、

ま
た
、
被
害
を
受
け
た
地
域
で
は
放
射
能
の
影
響
で
復
旧
作

業
が
で
き
な
い
状
況
に
な
り
、
災
害
を
更
に
複
雑
に
し
て
い

る
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
相
馬
港
を
境
に
し
て
、
そ

れ
よ
り
北
の
宮
城
県
や
岩
手
県
、
青
森
県
で
は
震
災
と
い
う

よ
り
む
し
ろ
津
波
災
害
で
、
そ
れ
よ
り
南
の
茨
城
県
や
千
葉

県
で
は
地
震
災
害
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
福
島
県
で
は
、
津

波
災
害
と
地
震
災
害
が
ど
ち
ら
も
大
規
模
に
起
き
て
、
非
常

に
大
き
な
災
害
と
な
っ
た
。

　

地
震
と
津
波
で
護
岸
や
防
潮
堤
が
壊
れ
る
こ
と
は
珍
し

い
こ
と
で
は
な
く
、
1
9
8
3
年
の
日
本
海
中
部
地
震
や

1
9
9
3
年
の
北
海
道
南
西
沖
地
震
で
も
多
く
の
構
造
物
が

液
状
化
と
津
波
で
被
災
し
て
い
る
。
今
回
の
東
日
本
大
震
災

で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
外
洋
に
面
す
る
第
一
線
防
波
堤
が
倒

壊
し
た
こ
と
や
津
波
防
波
堤
と
し
て
津
波
防
御
の
た
め
に
建

設
さ
れ
た
湾
口
防
波
堤
が
多
く
被
災
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
一

線
防
波
堤
も
津
波
防
波
堤
も
設
計
対
象
津
波
よ
り
暴
風
時
波

浪
の
波
力
の
ほ
う
が
大
き
く
、
そ
の
た
め
に
波
浪
に
対
し
て

設
計
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
津
波
は
こ
の
波
浪
外
力
を
超

え
る
巨
大
な
津
波
力
が
作
用
し
、
防
波
堤
は
倒
壊
し
た
。
防

波
堤
は
港
内
の
静
穏
度
を
確
保
し
て
、
船
舶
の
円
滑
な
荷
役

を
支
援
す
る
構
造
物
で
あ
る
た
め
に
、
防
波
堤
の
被
災
は
油

や
食
料
、
建
設
資
材
等
の
緊
急
物
資
の
荷
役
活
動
に
支
障
を

与
え
た
。

　
こ
の
よ
う
な
防
波
堤
の
被
災
原
因
と
し
て
は
巨
大
な
津
波

が
来
襲
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
被
災
形
態
を
詳
細
に
検
討
す

る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
絡
ん
で
お
り
、
単
に
津
波
力
だ

け
で
は
な
い
こ
と
が
、
津
波
の
観
測
波
形
や
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
被
災
に
関
す
る
水
理
模
型
実
験
等
か
ら
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
1
年
経
過
し
た
こ

の
間
に
わ
か
っ
た
こ
と
や
ま
だ
判
ら
な
い
こ
と
を
整
理
し
た
の

が
本
報
告
書
で
あ
る
。
た
だ
し
、
著
者
の
主
観
も
入
っ
て
い
る

の
で
、
必
ず
し
も
公
正
な
意
見
に
な
っ
て
い
な
い
可
能
性
も
あ

る
が
、
参
考
意
見
と
し
て
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。 

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
大
き
な
成
果
は
、
沖
合

い
で
津
波
の
波
形
が
G
P
S
波
浪
計
で
観
測
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
G
P
S
波
浪
計
は
現
在
全
国
で
15
基
、
岩
手
北
部
沖
か

ら
福
島
沖
ま
で
の
太
平
洋
沿
岸
に
は
そ
の
内
の
６
基
が
沿
岸

か
ら
約
20
㎞
沖
合
い
の
水
深
約
2
0
0
m
の
地
点
に
設
置
さ
れ

て
い
る
。
常
時
、
海
面
変
動
を
観
測
し
て
い
る
の
で
、
通
常
は

波
浪
観
測
に
利
用
し
、
津
波
が
発
生
し
た
場
合
に
は
津
波
も

観
測
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
津
波
に
つ
い
て
も

観
測
で
き
た
が
、
伝
送
ケ
ー
ブ
ル
の
破
断
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
情
報
提
供
に
は
失
敗
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
直
ぐ
に

津
波
波
形
が
入
手
で
き
、
そ
れ
以
降
の
気
象
庁
の
津
波
警
報

が
訂
正
さ
れ
た
。
地
震
は
3
月
11
日
14
：
46
に
発
生
し
、
そ

の
3
分
後
に
気
象
庁
は
地
震
の
規
模
は
M
7
・
9
で
、
岩
手

県
と
福
島
県
で
3
m
、
宮
城
県
で
6
m
の
津
波
が
来
襲
す
る

と
の
大
津
波
警
報
を
出
し
て
い
た
が
、
G
P
S
波
浪
計
の
津

ま
え
が
き

東
日
本
大
震
災
を
起
こ
し
た
地
震

図1　岩手南部沖GPS波浪計による津波第1波の波形
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波
観
測
デ
ー
タ
を
入
手
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
15
：
14
に
は
大

津
波
警
報
を
岩
手
県
と
福
島
県
で
6
m
、
宮
城
県
で
10
m
の

津
波
が
来
襲
す
る
こ
と
に
変
更
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
15
：
30

に
は
岩
手
県
か
ら
千
葉
県
ま
で
10
m
の
津
波
が
来
襲
す
る
と

さ
ら
に
訂
正
し
て
い
る
。

　

図
1
は
岩
手
県
南
部
沖
G
P
S
波
浪
計
で
観
測
さ
れ
た
第

1
波
の
津
波
波
形
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
図
か
ら
わ
か
る
よ

う
に
最
初
に
海
面
が
下
が
っ
て
お
り
、
引
き
波
か
ら
始
ま
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
緩
や
か
な
上
昇
に

転
じ
て
、
15
：
10
頃
か
ら
急
激
な
上
昇
に
な
り
、
15
：
12
ご

ろ
に
最
大
の
水
位
6
・
7
ｍ
に
達
し
、
そ
の
後
、
急
激
に
減

少
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
津
波
の
波
形
は
、
地
震
に
よ
る
海

底
地
盤
の
変
化
に
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
つ
ま
り
、
G
P
S
波
浪
計
の
近
く
で
は
海
底
が
ゆ
っ
く
り

と
沈
降
し
、
そ
の
沖
側
で
は
ゆ
っ
く
り
と
隆
起
し
て
、
さ
ら
に

沖
側
で
は
急
激
に
隆
起
す
る
よ
う
な
海
底
地
形
変
動
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
G
P
S
波
浪
計
の
地
点
で
最
大
6
・
7
m

の
津
波
高
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
津
波
高
を
起
こ
し
た

地
殻
変
動
が
水
深
4
0
0
0
m
～
6
0
0
0
m
で
起
き
た
と

考
え
る
と
、
海
底
面
の
隆
起
量
は
3
m
程
度
と
推
測
で
き
る
。

東
京
大
学
地
震
研
究
所
の
佐
竹
教
授
は
今
回
の
地
震
に
つ
い

第
一
線
防
波
堤
の
倒
壊

て
次
の
よ
う
な
推
測
を
し
て
い
る
。
東
北
太
平
洋
沿
岸
で
起

き
る
津
波
の
ほ
と
ん
ど
は
、
東
側
の
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
が
西

側
の
北
米
プ
レ
ー
ト
の
下
に
潜
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
北
米
プ

レ
ー
ト
内
に
大
き
な
歪
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
蓄
積
し
、
地
震
に
よ
っ

て
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
放
出
さ
れ
る
と
き
に
生
じ
る
海
底
地
盤

の
変
形
で
発
生
し
て
い
る
。
北
米
プ
レ
ー
ト
内
の
地
震
は
プ

レ
ー
ト
境
界
で
あ
る
海
溝
の
近
く
で
起
こ
る
場
合
と
沿
岸
に

近
い
と
こ
ろ
で
起
こ
る
場
合
と
が
あ
る
。
図
2
に
示
す
よ
う

に
沿
岸
に
近
い
と
こ
ろ
で
起
き
た
の
が
8
6
9
年
の
貞
観
地
震

津
波
で
、
海
溝
に
近
い
と
こ
ろ
で
起
き
た
の
が
1
8
9
6
年
の

明
治
三
陸
津
波
で
あ
る
。
貞
観
地
震
津
波
で
は
海
底
は
緩
や

か
に
隆
起
し
て
い
る
の
に
対
し
て
明
治
三
陸
津
波
で
は
急
激

に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
図
1
に
示
し
た
よ
う
な
海
底
地
形
の

変
化
は
、
図
2
の
上
の
図
の
よ
う
に
緑
色
の
線
で
示
し
た
貞

観
地
震
の
よ
う
な
地
震
と
青
い
線
で
示
し
た
明
治
三
陸
津
波

の
よ
う
な
海
溝
寄
り
の
地
震
が
同
時
に
発
生
し
て
、
重
な
り

合
っ
て
起
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　

海
溝
付
近
で
発
生
す
る
津
波
は
水
深
が
深
い
た
め
に
、
浅

水
変
形
の
影
響
で
津
波
が
大
き
く
な
る
。
例
え
ば
、
水
深

2
0
0
0
m
の
地
点
で
起
き
た
津
波
と
水
深
6
0
0
0
m
の
地

点
で
起
き
た
津
波
と
で
は
、
後
者
の
津
波
が
1
・
3
倍
大
き

く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
海
溝
部
付
近
で
起
き
る
津
波
が
あ
る

か
ど
う
か
で
、
津
波
の
規
模
が
異
な
る
た
め
に
、
ま
れ
に
し
か

起
き
な
い
、
今
回
の
津
波
の
よ
う
な
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
に
つ

い
て
は
、
海
溝
付
近
で
津
波
が
発
生
す
る
よ
う
に
設
定
し
直

し
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
G
P
S
波
浪
計
で
津
波
が
観
測

さ
れ
、
気
象
庁
の
大
津
波
警
報
も
こ
の
観
測
値
に
基
づ
い
て

訂
正
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
新
た
に
G
P
S
波
浪
計
を
設
置

し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
現
状
に
お
け
る

沿
岸
か
ら
の
設
置
限
界
距
離
20
㎞
を
も
う
少
し
長
く
取
っ
て
、

海
岸
に
津
波
が
到
達
す
る
時
間
を
も
う
少
し
長
引
か
せ
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
通
常
時
は
G
P
S

波
浪
計
で
沿
岸
波
浪
を
観
測
し
て
い
る
の
で
、
精
度
の
高
い

沿
岸
波
浪
を
観
測
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
沖

合
い
に
出
す
と
、
沿
岸
波
浪
を
観
測
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い

可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
N
O
W
P
H
A
S
の
観
測
値
と

比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
G
P
S
波
浪
計
に
よ
る
観
測
値
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
沖
合
い
20
㎞
で
、
水
深
2
0
0
m
の
地
点
に
お
い
て
G
P
S

波
浪
計
で
観
測
し
た
津
波
が
沿
岸
部
に
到
達
す
る
の
に
約
14

分
掛
か
る
が
、
沖
合
い
40
㎞
で
観
測
し
た
場
合
に
は
津
波
は

20
分
で
沿
岸
部
に
到
達
し
、
6
分
長
く
な
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
G
P
S
波
浪
計
の
設
置
点
の
水
深
も
2
倍
に
な
る
の
で
、

G
P
S
波
浪
計
の
係
留
装
置
に
大
き
な
費
用
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
た
め
に
、
6
分
時
間
を
引
き
延
ば
す
有
効
性
に
つ
い
て

十
分
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

外
洋
に
面
し
て
い
る
第
一
線
の
防
波
堤
は
50
年
確
率
の
暴

浪
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
今
ま
で
の
津
波
で
は

大
き
な
破
損
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
1
9
9
3
年
の
北

海
道
南
西
沖
地
震
津
波
で
奥
尻
港
の
防
波
堤
が
大
き
く
破
壊

さ
れ
た
が
、
こ
の
防
波
堤
は
第
一
線
の
防
波
堤
の
遮
蔽
域
に
建

設
さ
れ
て
い
た
副
堤
で
、
設
計
波
浪
も
小
さ
か
っ
た
。
し
か

し
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
津
波
が
大
き
か
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
八
戸
港
や
相
馬
港
で
は
第
一
線
の
防
波
堤
が
写
真

1
や
2
に
示
す
よ
う
に
壊
滅
的
に
破
壊
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

写
真
が
示
す
よ
う
に
、
津
波
に
よ
る
防
波
堤
の
被
災
は
、
暴

風
時
の
波
浪
に
よ
る
被
災
の
よ
う
に
数
函
の
ケ
ー
ソ
ン
が
崩

壊
す
る
の
と
は
異
な
り
、
約
1
0
0
ｍ
に
わ
た
っ
て
ケ
ー
ソ
ン

が
倒
壊
す
る
。
こ
れ
は
、
津
波
の
波
長
が
長
い
た
め
に
、
大
き

な
津
波
の
作
用
が
広
い
範
囲
に
一
様
に
広
が
る
た
め
で
あ
る
。

　

写
真
3
は
そ
れ
ぞ
れ
八
戸
港
の
北
防
波
堤
の
被
災
状
況
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
写
真
3
に
見
ら
れ
る
ハ
ネ
部
の
防
波

堤
は
灯
台
が
あ
る
ケ
ー
ソ
ン
を
除
い
て
他
の
ケ
ー
ソ
ン
は
前
面

被
覆
の
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
と
と
も
に
ほ
と
ん
ど
が
流
出
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
今
回
の
大
震
災
で
は
多
く
の
映
像
が
取
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
映
像
か
ら
ハ
ネ
部
の
防
波
堤
の
被
災
が
津

図2　東日本大震災における断層モデルと海底の地殻変動

写真1　八戸港北防波堤の中央部の被災状況

写真2　相馬港沖防波堤の被災状況
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波
の
第
1
波
目
で
生
じ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
一
方
、
北

防
波
堤
中
央
部
の
ケ
ー
ソ
ン
も
約
7
0
0
m
に
わ
た
っ
て
消
失

し
て
い
る
。
こ
の
中
央
部
は
被
災
時
に
は
消
波
工
で
被
覆
さ

れ
て
い
た
が
、
建
設
当
初
は
被
覆
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
反
射

波
が
航
行
船
舶
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
っ
て
消
波
工
で

被
覆
さ
れ
た
。
消
波
工
の
被
覆
に
よ
っ
て
波
浪
外
力
が
低
減

す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
に
、
こ
の
防
波
堤
の
安
定
性
は
高
く

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
中
央
防
波
堤
は

第
1
波
目
の
津
波
で
は
壊
れ
ず
、
第
2
波
目
の
津
波
で
倒
壊

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
倒
壊
し
た
ケ
ー
ソ
ン
の
背
後

の
地
盤
は
図
3
に
示
す
よ
う
に
海
底
面
か
ら
約
10
m
も
洗
掘

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
洗
掘
は
越
流
し
た
津
波
に
よ
っ
て
起
こ
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
地
盤
の
支
持
力
が
低
下
し

て
倒
壊
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　
ハ
ネ
部
の
防
波
堤
は
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
被
覆
堤
と
し
て
設
計

さ
れ
て
い
た
が
、
津
波
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
の
波
力
低
減
効
果
は
小

さ
い
の
で
、
ケ
ー
ソ
ン
は
前
後
の
水
位
差
に
よ
る
波
力
で
転
倒

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
中
央
部
の
防
波
堤
に
つ
い
て
は
、

津
波
波
力
に
よ
っ
て
は
壊
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
背
後
地
盤
の

洗
掘
に
よ
る
地
盤
支
持
力
の
低
下
で
倒
壊
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
越
流
津
波
に
よ
る
背
後
地
盤
の
洗
掘
量
や
地
盤
の

洗
掘
に
よ
る
地
盤
支
持
力
の
低
下
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る

必
要
が
あ
る
。
越
流
津
波
に
よ
る
マ
ウ
ン
ド
捨
石
の
移
動
に

つ
い
て
の
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
東
日
本
大
震
災
時
に
お

け
る
条
件
だ
け
に
つ
い
て
の
検
討
で
あ
る
。
越
流
津
波
に
よ

る
マ
ウ
ン
ド
捨
石
の
流
出
が
防
波
堤
の
安
定
性
に
大
き
く
影

響
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
に
は
、
各
種
の
条
件
で
実
験

を
行
い
、
越
流
量
や
越
流
高
さ
、
背
後
マ
ウ
ン
ド
水
深
等
と

マ
ウ
ン
ド
捨
石
の
安
定
性
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　
写
真
4
は
八
戸
港
の
北
防
波
堤
に
来
襲
し
て
く
る
第
2
波

目
の
津
波
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
時
刻
が
16
：
24
で

あ
っ
た
。
図
4
に
は
東
日
本
大
震
災
の
と
き
に
各
港
の
沿
岸

波
浪
計
や
潮
位
計
で
観
測
さ
れ
た
津
波
波
形
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
中
か
ら
八
戸
港
内
検
潮
記
録
を
見
て
み
る
と
、
第
2
波

目
津
波
の
来
襲
直
前
の
16
：
24
で
は
、
図
4
に
示
す
よ
う
に

第
1
波
目
の
津
波
の
引
き
波
で
港
内
水
位
は
天
文
水
位
よ
り

2
m
近
く
も
低
く
な
っ
て
い
る
。
第
2
波
目
の
津
波
は
こ
の
11

分
後
に
最
大
水
位
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き
の
港
内
水
位

は
、
下
り
過
ぎ
て
検
潮
記
録
が
欠
測
と
な
っ
て
い
る
が
、
3
m

以
上
下
が
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
港
内
の
海
面
が
第
1
波
の
引
き
波
で
大
き
く
下
が
っ
た

状
態
の
と
こ
ろ
に
第
2
波
目
の
津
波
が
来
襲
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
こ
と
は
第
1
波
目
の
津
波
が
来
襲
し
た
と
き
は

背
後
海
面
は
最
初
の
引
き
波
が
小
さ
い
こ
と
も
あ
っ
て
津
波

来
襲
前
の
水
位
と
ほ
ぼ
同
じ
水
位
の
と
き
に
第
1
波
目
の
津

波
が
来
襲
し
た
が
、
2
波
目
の
津
波
来
襲
で
は
1
波
目
の
津

波
の
引
き
波
で
港
内
水
位
が
大
き
く
下
が
っ
た
状
態
で
来
襲

し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
防
波
堤
の
背
後
の
海
面
が
低
い
状

態
で
第
2
波
の
津
波
が
越
流
し
た
た
め
に
防
波
堤
背
後
の
マ

ウ
ン
ド
の
捨
石
や
地
盤
が
大
き
く
洗
掘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
津
波
の
数
値
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
八
戸
港
の
北
防
波
堤
に
来
襲
す
る
津
波

を
再
現
し
、
津
波
の
時
系
列
か
ら
防
波
堤
の
前
後
に
お
け
る

津
波
水
位
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
G
P
S

波
浪
計
に
よ
る
津
波
の
観
測
波
形
か
ら
逆
解
析
に
よ
っ
て
津

波
の
初
期
水
位
を
推
定
し
、
そ
れ
を
用
い
て
津
波
波
形
の
再

現
を
試
み
た
。
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
求
め
た
波

形
と
岩
手
北
部
沖
G
P
S
波
浪
計
に
よ
る
観
測
波
形
の
比
較

を
図
5
に
示
し
て
い
る
。
図
中
に
お
け
る
赤
の
実
線
が
計
算

値
で
、
黒
の
実
線
が
観
測
値
で
あ
る
。
こ
の
図
で
わ
か
る
よ

う
に
、
津
波
の
第
1
波
は
観
測
値
で
は
地
震
発
生
後
30
分
過

ぎ
に
現
れ
て
い
る
が
、
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
38
分
頃

で
あ
る
。
数
値
計
算
で
の
第
1
波
は
観
測
値
の
第
2
波
目
に

対
応
し
て
お
り
、
以
降
の
波
形
に
つ
い
て
は
計
算
値
と
観
測

値
は
比
較
的
よ
く
対
応
し
て
い
る
。
観
測
値
の
第
1
波
目
だ

け
が
計
算
値
で
再
現
で
き
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
数
値
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
防
波
堤
前
後
の
津
波
水
位
を
詳
細

に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
特
に
今
回
の
津
波
は
昼
間

15工区

ハネ防波堤部

中央防波堤部

14工区
13工区

12工区
11工区

写真4　八戸港北防波堤に来襲してくる津波第2波
2011年3月11日16:24

写真3　八戸港北防波堤の被災状況

図3　八戸港北防波堤の中央部背後における海底地盤の洗掘状態
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起
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
数
多
く
の
映
像
情
報
が
残
さ
れ
て
お

り
、
構
造
物
の
破
壊
の
状
況
や
時
刻
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

被
災
原
因
の
究
明
に
は
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
欠
く
こ
と

が
で
き
な
い
主
要
な
手
段
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
再
現

性
の
高
い
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
改
良
が
急
が
れ
る
。

　

福
島
県
沖
G
P
S
波
浪
計
に
よ
る
観
測
値
に
つ
い
て
は
津

波
の
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
よ
く
再
現
で
き
て
い
た
。
ま

た
、
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
求
め
た
相
馬
港
内
の
津
波
波

形
は
検
潮
記
録
か
ら
求
め
た
も
の
と
、
図
6
に
示
す
よ
う
に

非
常
に
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
相
馬
港
に
関

し
て
は
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
十
分
に
適
用
で
き
る
と
わ

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
津
波
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
相
馬
港
沖
防
波

堤
の
前
後
に
お
け
る
津
波
の
高
さ
を
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
算
定
し
た
の
が
図
7
で
あ
る
。
図
7
⒜
は
防
波
堤

の
前
後
に
お
け
る
最
大
の
水
位
差
と
そ
の
と
き
の
水
位
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
、
図
7
⒝
は
計
算
を
行
っ
た
地
点
を
示
し

て
い
る
。
津
波
は
東
側
か
ら
進
入
し
、
沖
防
波
堤
に
ほ
ぼ
垂

直
に
入
射
し
て
い
る
。
水
位
差
が
10
m
程
度
も
あ
り
、
ま
た
、

ソ
リ
ト
ン
分
裂
し
た
津
波
が
作
用
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

津
波
力
に
よ
っ
て
容
易
に
転
倒
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ

う
に
相
馬
港
に
つ
い
て
は
津
波
の
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
被
災
原
因
の
究
明
が
可
能
で
あ
っ
た
。

図4　東日本大震災における沿岸波浪計や潮位計で観測された津波波形

図5　岩手北部沖GPS波浪計で観測された津波波形の
数値シミュレーションによる再現性

図6　相馬港内において潮位計で観測された津波波形と
数値シミュレーションによる波形との比較

図7　数値シミュレーションによって求められた相馬港における港内外の津波水位と最大水位差

（a）港内外の水位と最大水位差（ｂ）港内外水位の計算地点
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津
波
防
波
堤
は
、
進
入
す
る
津
波
を
低
減
さ
せ
る
た
め
に

開
口
部
を
狭
く
す
る
と
と
も
に
、
背
後
地
が
広
く
取
れ
る
湾

口
部
に
建
設
さ
れ
る
。
既
往
最
大
の
津
波
が
設
計
対
象
の
津

波
と
し
て
採
用
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
湾
口
防
波
堤
が
外
洋

に
面
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
設
計
対
象
津
波
に
よ
る
波
力
よ

り
は
暴
風
時
の
風
浪
に
よ
る
波
力
の
ほ
う
が
大
き
く
、
そ
の

た
め
、
ほ
と
ん
ど
が
波
浪
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
想
像
も
で
き
な
か
っ
た

よ
う
な
非
常
に
大
き
な
津
波
の
来
襲
に
よ
っ
て
津
波
防
波
堤

は
破
壊
さ
れ
た
。

　

写
真
5
に
示
す
釜
石
津
波
防
波
堤
は
、
釜
石
湾
の
水
深
約

60
m
の
湾
口
部
に
、
明
治
三
陸
大
津
波
を
対
象
に
し
て
、
越

流
し
な
い
天
端
高
と
し
て
C
D
L
+
6
ｍ
で
建
設
さ
れ
た
。
し

か
し
、
そ
の
耐
波
力
に
つ
い
て
は
周
期
13
s
で
、
有
義
波
高

7
・
4
m
、
最
高
波
高
13
m
の
波
浪
を
対
象
に
し
て
算
定
さ

れ
た
。
防
波
堤
の
建
設
は
1
9
7
8
年
か
ら
始
ま
り
、
30
年

か
け
て
2
0
0
8
年
に
完
成
し
た
。
今
回
の
津
波
で
、
図
8

に
示
す
防
波
堤
縦
断
図
に
お
い
て
赤
く
塗
り
つ
ぶ
し
た
ケ
ー

ソ
ン
が
抜
け
落
ち
た
り
、
倒
壊
し
た
り
し
た
。
北
防
波
堤
に

つ
い
て
は
マ
ウ
ン
ド
上
に
残
っ
て
い
る
ケ
ー
ソ
ン
も
写
真
6
に

示
す
よ
う
に
大
き
く
変
形
し
た
。
こ
の
よ
う
な
崩
壊
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
水
理
模
型
実
験
等
に
よ
っ
て
調
べ
ら
れ

て
い
る
。
開
口
部
の
潜
堤
に
つ
い
て
は
津
波
が
大
き
か
っ
た
た

め
に
流
速
が
速
く
な
り
そ
れ
に
よ
っ
て
流
さ
れ
た
こ
と
が
判
っ

て
い
る
。
ま
た
、
北
防
波
堤
の
倒
壊
に
つ
い
て
は
、
津
波
が
防

波
堤
天
端
を
越
流
し
た
と
き
に
ケ
ー
ソ
ン
背
後
の
水
圧
が
静

水
圧
よ
り
も
下
が
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
抵
抗
力
が
低
下
し
て
、

滑
動
の
安
全
率
が
1
・
0
程
度
に
な
り
、
滑
り
出
す
ケ
ー
ソ

ン
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
と
し
て
い
る
。
ケ
ー
ソ
ン
が
滑
り
出

し
て
抜
け
た
空
間
に
お
い
て
流
速
が
速
く
な
り
、
マ
ウ
ン
ド
を

洗
掘
さ
せ
、
マ
ウ
ン
ド
上
に
残
っ
た
ケ
ー
ソ
ン
を
大
き
く
変
形

さ
せ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ケ
ー
ソ
ン
背
後

の
水
圧
の
低
下
の
原
因
や
津
波
の
越
流
量
や
越
流
状
況
と
の

関
連
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。 

　

大
船
渡
湾
の
津
波
防
波
堤
は
1
9
6
0
年
の
チ
リ
地
震
津

波
後
に
建
設
さ
れ
た
が
、
今
回
の
津
波
で
完
全
に
洗
い
流
さ

れ
、
捨
石
マ
ウ
ン
ド
も
消
失
し
て
い
る
。
チ
リ
地
震
津
波
を

対
象
に
し
て
お
り
、
津
波
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、
ま
た
、

湾
口
か
ら
少
し
入
っ
た
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
お
り
、
来
襲
波

浪
も
大
き
く
な
い
。
堤
体
は
小
さ
く
、
そ
の
結
果
、
今
回
の

津
波
で
流
さ
れ
た
。
こ
の
防
波
堤
の
修
復
に
当
た
っ
て
は
、
チ

リ
地
震
津
波
よ
り
大
き
い
明
治
三
陸
大
津
波
を
レ
ベ
ル
1
津

波
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

釜
石
湾
や
大
船
渡
湾
の
津
波
防
波
堤
の
ケ
ー
ソ
ン
は
全
て

港
内
側
に
動
か
さ
れ
て
い
た
が
、
女
川
港
津
波
防
波
堤
は
引

き
波
時
に
沖
側
に
転
倒
し
て
い
る
。
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
検
討
で
は
、
津
波
の
第
1
波
が
来
襲
し
た
と
き
に
津

波
は
防
波
堤
を
超
え
て
港
内
に
流
れ
込
ん
だ
が
、
港
内
の
水

位
は
そ
れ
ほ
ど
低
く
な
か
っ
た
た
め
防
波
堤
前
後
の
水
位
差

は
防
波
堤
を
転
倒
さ
せ
る
ほ
ど
に
は
大
き
く
な
ら
な
か
っ
た
。

た
だ
し
、
両
岸
に
近
い
浅
海
部
に
お
け
る
捨
石
堤
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
方
塊
堤
は
抵
抗
力
も
小
さ
く
、
港
内
側
に
流
さ
れ
た
。

ケ
ー
ソ
ン
堤
は
第
1
波
目
で
は
安
定
し
て
い
た
が
、
1
波
目

の
引
き
波
が
大
き
く
、
前
面
の
捨
石
マ
ウ
ン
ド
よ
り
も
下
が
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
港
内
側
の
水
位
は
ほ
ぼ
ケ
ー
ソ
ン
の
天

端
近
く
ま
で
し
か
下
が
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
ケ
ー
ソ
ン
背

後
か
ら
働
く
水
圧
と
マ
ウ
ン
ド
内
浸
透
流
に
よ
る
支
持
力
低

下
に
伴
っ
て
円
弧
滑
り
破
壊
を
起
こ
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
図
9
に
示
し
て
い
る
。

　

風
浪
に
よ
る
作
用
は
数
秒
働
く
だ
け
で
急
激
に
小
さ
く
な

る
。
こ
れ
は
風
浪
の
周
期
が
10
数
秒
と
短
い
た
め
で
あ
る
が
、

津
波
の
周
期
は
10
数
分
か
ら
1
時
間
ぐ
ら
い
も
あ
り
、
そ
の

た
め
に
津
波
の
作
用
時
間
は
数
分
か
ら
数
10
分
で
あ
る
。
例

え
ば
、
一
旦
越
流
し
始
め
る
と
そ
の
作
用
時
間
は
長
く
、
そ
れ

に
よ
る
洗
掘
が
起
き
る
と
そ
れ
は
大
き
く
進
行
し
、
破
壊
に

繋
が
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
効
果
に
つ
い
て
の

防
潮
堤
の
崩
壊

津
波
防
波
堤
の
崩
壊

検
討
も
行
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 

　

津
波
対
策
と
し
て
海
岸
沿
い
に
多
く
の
防
潮
堤
が
建
設
さ

れ
て
き
て
い
る
。
今
回
の
津
波
で
は
多
く
の
防
潮
堤
が
破
壊

さ
れ
、
そ
の
背
後
地
に
お
い
て
多
く
の
人
命
と
財
産
が
失
わ

れ
た
。
防
潮
堤
は
基
本
的
に
は
津
波
が
越
流
し
な
い
こ
と
を

前
提
に
建
設
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
図
10
に
示
す
よ
う
に
越

流
す
る
と
背
後
が
洗
掘
さ
れ
て
抵
抗
力
が
急
激
に
低
下
し
て

倒
壊
す
る
。
ま
た
、
押
し
波
時
に
倒
壊
し
な
く
て
も
越
流
し

て
浸
水
し
た
津
波
が
引
き
波
に
な
る
と
、
堤
体
の
背
後
か
ら

水
圧
が
掛
か
る
と
同
時
に
、
前
面
の
水
位
は
低
下
し
て
し
ま

う
の
で
、
水
の
抵
抗
力
も
小
さ
く
な
る
。
そ
し
て
、
背
後
か

ら
の
外
力
は
設
計
で
は
考
慮
し
て
い
な
い
た
め
に
、
構
造
形

式
に
よ
っ
て
は
容
易
に
倒
壊
す
る
。
特
に
、
壁
体
構
造
の
防

潮
堤
で
は
、
押
し
波
時
に
お
け
る
前
面
か
ら
の
津
波
力
に
対

し
て
は
背
後
地
盤
反
力
も
転
倒
に
対
す
る
抵
抗
力
に
な
る
が
、

引
き
波
時
に
お
け
る
背
後
か
ら
の
力
に
対
し
て
は
、
図
11
に

示
す
よ
う
に
堤
体
と
地
盤
と
の
間
の
隙
間
に
水
が
入
り
、
堤

体
の
高
さ
全
体
に
静
水
圧
が
働
く
と
と
も
に
、
前
面
の
水
位

は
下
が
る
の
で
、
転
倒
に
対
す
る
抵
抗
力
は
堤
体
の
自
重
だ

け
に
な
る
。　
　
　

　
こ
の
よ
う
に
、
背
後
の
地
盤
に
も
た
れ
か
か
る
よ
う
な
コ
ン

ク
リ
ー
ト
防
潮
堤
に
つ
い
て
は
、
津
波
が
天
端
を
越
え
て
越

流
す
る
際
に
生
じ
る
背
後
地
盤
の
洗
掘
を
防
止
す
る
こ
と
が

転
倒
防
止
の
た
め
に
重
要
と
な
る
。
特
に
、
背
後
地
盤
反
力

を
転
倒
抵
抗
力
と
見
な
し
て
い
る
場
合
に
、
背
後
地
盤
が
浅

掘
を
受
け
る
と
こ
の
抵
抗
力
が
期
待
で
き
な
く
な
る
。
ま
た
、

引
き
波
時
に
お
け
る
堤
体
と
地
盤
の
間
に
隙
間
が
開
く
と
、

大
き
な
静
水
圧
が
堤
体
全
体
に
作
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
堤

体
全
体
が
前
に
滑
っ
た
り
、
あ
る
い
は
転
倒
し
た
り
す
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
背
後
の

水
た
た
き
部
を
強
固
に
造
り
、
ひ
び
割
れ
や
隙
間
が
で
き
な

い
よ
う
に
し
て
、
地
盤
の
吸
出
し
や
水
の
浸
透
を
防
が
な
く

写真5　釜石湾における湾口（津波）防波堤の配置図8　釜石湾湾口防波堤の縦断図と転倒ケーソンの分布写真6　釜石湾湾口防波堤の北防波堤の被災状況　
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構
造
物
の
粘
り
強
さ
と
津
波
の
規
模

形
状
に
造
り
、
転
倒
し
に
く
い
構
造
に
す
る
と
と
も
に
、
津

波
力
に
対
し
て
は
底
板
と
捨
石
と
の
間
の
摩
擦
力
だ
け
で
自

立
抵
抗
で
き
る
よ
う
な
構
造
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

る
。
摩
擦
力
だ
け
で
は
抵
抗
力
が
不
十
分
な
場
合
に
は
鋼
管

杭
を
基
礎
に
打
っ
て
、
堤
体
と
一
体
と
な
っ
て
抵
抗
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
状
の
防
潮
堤
で
は
、
津
波

が
天
端
を
乗
り
越
え
て
背
後
を
洗
掘
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

背
後
か
ら
の
地
盤
反
力
は
あ
る
程
度
期
待
で
き
る
の
で
、
こ

の
反
力
は
余
裕
と
な
る
。
ま
た
、
引
き
波
の
場
合
に
は
、
前

面
の
水
位
が
下
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
浮
力
が
低
減
し
、
堤
体
の

重
量
は
重
く
な
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
摩
擦
抵
抗
力
は
大
き
く

な
り
、
堤
体
が
安
定
す
る
方
向
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実

際
の
設
計
で
は
上
記
の
こ
と
を
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
構
造
物
は
粘
り
強
い
構
造
物
で
あ
る
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。　

て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
水
た
た
き
部
に
は
越
流
水
が
大
き

な
打
ち
込
み
波
力
を
作
用
さ
せ
る
た
め
に
、
頑
丈
に
、
ま
た

水
密
に
造
る
こ
と
は
難
し
い
と
と
も
に
高
価
に
な
る
。

　

津
波
防
潮
堤
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
3

面
張
り
の
堤
防
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
は
天
端
を
大
き
く

越
流
し
な
い
こ
と
を
原
則
に
し
て
い
る
。
越
流
が
起
こ
る
と
、

越
流
し
た
水
塊
は
逆
勾
配
の
裏
法
面
を
加
速
し
な
が
ら
流
れ

下
る
た
め
に
、
越
流
水
に
よ
る
裏
法
先
が
浅
掘
さ
れ
易
く
、

ま
た
、
洗
掘
が
起
き
る
と
、
裏
法
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
面
が
崩

壊
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。
さ
ら
に
、
加
速
さ
れ
て
流
れ

下
っ
た
水
塊
は
そ
の
大
き
な
流
速
に
よ
っ
て
堤
防
近
く
の
住
居

を
流
出
さ
せ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
写
真
7
は
、
東
日
本
大

震
災
で
宮
古
市
田
老
町
の
高
さ
10
・
5
m
の
防
潮
堤
を
乗
り

越
え
た
津
波
が
土
台
だ
け
を
残
し
て
背
後
の
住
宅
を
押
し
流

し
て
し
ま
っ
て
い
る
状
況
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
防
潮
堤
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
台

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
大
災
害
を
契
機
と
し
て
、
設
計
に

用
い
る
津
波
の
レ
ベ
ル
を
1
と
2
の
2
段
階
で
検
討
す
る
こ

と
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
レ
ベ
ル
1
津
波
と
は
、
比
較
的
発

生
頻
度
が
高
い
津
波
で
、
構
造
物
に
よ
っ
て
人
命
や
財
産
を

防
護
す
る
「
防
災
レ
ベ
ル
」
の
津
波
で
あ
る
。
発
生
頻
度
が

高
い
と
い
っ
て
も
再
現
期
間
が
数
10
年
か
ら
百
数
10
年
に
な

る
津
波
の
こ
と
で
、
今
ま
で
に
発
生
し
て
き
た
規
模
の
津
波
で

あ
る
。
レ
ベ
ル
2
津
波
と
は
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
発

生
し
た
津
波
の
規
模
で
、
1
0
0
0
年
に
1
回
と
い
わ
れ
る
よ

う
な
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
津
波

に
対
し
て
は
構
造
物
に
よ
る
防
護
は
不
可
能
に
近
く
、
避
難

対
策
な
ど
で
対
応
す
る
「
減
災
レ
ベ
ル
」
の
津
波
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
津
波
防
波
堤
や
防
潮
堤
の
よ

図9　女川湾津波防波堤の被災メカニズムの説明図

図10　越流津波による洗掘で防潮堤の崩壊

図11　津波の戻り流れによる前面の洗掘による防潮堤の崩壊

写真7　津波堤防背後の家屋の被災状況
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第三世代
COMEINSの運用開始

う
な
津
波
対
策
施
設
が
被
災
し
て
そ
の
機
能
が
失
わ
れ
る
と
、

災
害
規
模
が
急
激
に
増
大
す
る
の
で
、
減
災
レ
ベ
ル
の
津
波

で
あ
っ
て
も
、
津
波
対
策
施
設
が
そ
の
「
粘
り
強
さ
」
で
そ
の

機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
津
波

対
策
施
設
の
天
端
高
や
強
度
に
つ
い
て
は
防
災
レ
ベ
ル
津
波

で
設
計
す
る
が
、
減
災
レ
ベ
ル
の
津
波
に
対
し
て
は
津
波
の
越

流
や
あ
る
程
度
の
変
形
は
許
容
す
る
け
れ
ど
も
、
津
波
対
策

機
能
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
粘
り
強
さ
を
持
た
せ
る
よ
う
に

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
「
粘
り
強
さ
」
の
定
義
に
つ
い
て
明
確
に
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
構
造
物
の
粘
り
強
さ
と
は
、
構
造
物
に
残
留

変
形
が
残
る
よ
う
に
な
り
始
め
て
か
ら
本
来
の
機
能
が
完
全

に
失
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
強
度
の
増
大
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
言
い
換
え
る
と
、
構
造
物
の
粘
り
強
さ

と
は
、
構
造
物
の
破
壊
強
度
か
ら
変
形
強
度
を
差
し
引
い
た

強
度
の
増
大
と
定
義
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
破
壊
強
度
と
は

構
造
物
が
本
来
の
機
能
を
完
全
に
喪
失
す
る
と
き
の
外
力
の

強
度
で
あ
り
、
変
形
強
度
と
は
構
造
物
に
残
留
変
形
が
生
じ

る
と
き
の
外
力
強
度
で
あ
る
。
こ
の
強
度
の
増
大
が
大
き
い
ほ

ど
粘
り
強
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
粘
り
強
さ
を
定
量
的

に
表
す
指
標
と
し
て
粘
り
強
さ
度
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る

こ
と
も
で
き
る
。

　
粘
り
強
さ
度
＝
（
破
壊
強
度

－

変
形
強
度
）
/
変
形
強
度

こ
の
よ
う
に
粘
り
強
さ
度
を
定
義
す
る
と
、
粘
り
強
さ
度
が

1
・
0
の
場
合
、
変
形
強
度
の
2
倍
ま
で
機
能
を
完
全
に
失

わ
な
い
で
い
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
混
成
防
波
堤
の
場
合
、
摩
擦
抵
抗
力
よ
り
水
平
波
力
が
大

き
く
な
る
と
き
に
滑
動
が
起
き
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ

の
と
き
の
外
力
が
変
形
強
度
と
な
る
。
そ
し
て
、
一
旦
、
滑
動

し
始
め
る
と
、
そ
の
ま
ま
滑
動
し
て
行
く
の
で
破
壊
強
度
は

変
形
強
度
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
混
成
防

波
堤
の
場
合
の
粘
り
強
さ
度
は
0
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
図
12
の
よ
う
に
混
成
防
波
堤
の
背
後
に
裏
込
め
石

を
盛
っ
て
、
防
波
堤
が
滑
動
す
る
と
き
に
裏
込
め
石
の
受
動

土
圧
を
抵
抗
力
と
し
て
期
待
す
る
場
合
、
裏
込
め
石
の
受
動

土
圧
は
堤
体
が
変
形
し
な
い
と
生
じ
な
い
の
で
、
変
形
強
度

は
裏
込
め
石
が
な
い
場
合
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
堤
体

が
変
位
し
始
め
る
と
受
動
土
圧
が
作
用
す
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
最
大
値
が
粘
り
強
さ
を
決
め
る
。
こ
の
最
大
値
が
大
き

い
ほ
ど
粘
り
強
く
な
る
。

　

防
潮
堤
の
場
合
、
堤
体
が
そ
れ
自
身
の
重
量
に
よ
る
摩
擦

抵
抗
力
に
よ
っ
て
設
計
外
力
に
抵
抗
す
る
よ
う
に
設
計
し
た

と
仮
定
す
る
。
そ
し
て
、
背
後
に
は
地
盤
が
あ
り
、
前
面
は

越
波
防
止
の
た
め
に
消
波
工
が
設
置
し
て
あ
る
よ
う
な
形
状

を
考
え
る
。
津
波
が
前
面
か
ら
来
襲
し
て
防
潮
堤
を
越
流
す

る
場
合
を
考
え
と
、
津
波
に
よ
る
波
力
が
前
面
か
ら
働
き
、

堤
体
を
後
ろ
に
転
倒
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
背
後
の
地
盤
に

よ
る
受
動
土
圧
が
転
倒
に
対
す
る
抵
抗
力
と
な
る
。
受
動
土

圧
は
越
流
津
波
に
よ
る
背
後
地
盤
の
洗
掘
で
小
さ
く
な
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
の
受
動
土
圧
が
粘
り
強
さ
を
示

す
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
述
べ
た
よ
う
な
粘
り
強
さ
は
現
状
で
は
明
確
に
定
量

的
に
表
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
水
理
模
型
実
験
や
数
値
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
て
、
定
量
化
を
図
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
構
造
物
の
粘
り
強
さ
度
を

で
き
る
だ
け
上
げ
る
よ
う
に
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
設
置
環

境
に
適
合
し
て
い
て
、
粘
り
強
さ
度
の
大
き
な
構
造
形
式
を

採
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
減
災
レ
ベ
ル
の
レ
ベ
ル
2
津
波
に
つ
い
て
は
、
中
央
防
災
会

議
が
断
層
モ
デ
ル
を
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
モ

デ
ル
に
従
っ
て
津
波
計
算
を
す
れ
ば
よ
い
。
一
方
、
防
災
レ
ベ

ル
の
レ
ベ
ル
1
津
波
に
つ
い
て
は
、
海
岸
管
理
者
で
あ
る
都
道

府
県
が
設
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
設
定
が
統
一

化
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
レ
ベ
ル
1
津
波
は
既
往

の
津
波
の
中
か
ら
特
定
の
津
波
と
し
て
選
定
す
る
の
か
、
あ

る
い
は
既
往
の
津
波
の
中
か
ら
津
波
の
規
模
と
し
て
選
定
す

る
の
か
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
青
森
県
や
岩
手

県
、
宮
城
県
が
レ
ベ
ル
１
津
波
と
し
て
明
治
三
陸
津
波
を
特

定
し
た
場
合
、
岩
手
県
に
つ
い
て
は
断
層
モ
デ
ル
が
ち
ょ
う
ど

正
面
沖
合
い
に
な
る
の
で
、
大
き
な
津
波
を
対
象
に
し
た
こ

と
に
な
る
が
、
青
森
県
や
宮
城
県
で
は
波
源
域
の
端
か
ら
出

た
津
波
が
来
襲
し
て
く
る
こ
と
に
な
り
、
津
波
は
か
な
り
小

さ
く
な
る
。
そ
の
た
め
に
、
青
森
県
や
宮
城
県
で
は
、
レ
ベ
ル

1
津
波
と
し
て
明
治
三
陸
津
波
を
採
用
し
た
場
合
、
そ
れ
は

津
波
規
模
を
選
定
し
た
も
の
と
し
て
、
大
き
な
津
波
が
来
襲

す
る
よ
う
に
波
源
域
を
ず
ら
し
て
計
算
す
る
こ
と
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
レ
ベ
ル
1
津
波
の
設
定
方
法
に

つ
い
て
も
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　
2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が
起
き
て
か
ら

1
年
が
経
過
し
た
け
れ
ど
も
、
被
災
構
造
物
の
復
旧
に
つ
い

て
も
、
や
っ
と
復
旧
が
端
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
本
報

告
で
は
、
震
災
後
1
年
間
の
間
に
、
港
湾
構
造
物
の
被
災
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
水
理
模
型
実
験
や
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
や
ま
だ
不
明
な
こ
と
に
つ

い
て
記
述
し
た
。
ま
た
、
レ
ベ
ル
2
津
波
に
つ
い
て
は
、
構
造

物
に
付
加
す
る
粘
り
強
さ
で
対
応
す
る
と
し
て
、
粘
り
強
さ

を
発
揮
す
る
工
夫
に
つ
い
て
も
提
案
し
た
。
そ
こ
で
は
、
粘
り

強
さ
は
単
に
耐
波
性
能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を

前
提
に
し
て
、
粘
り
強
さ
に
つ
い
て
定
義
を
与
え
、
そ
れ
を

定
量
的
に
示
す
指
標
と
し
て
粘
り
強
さ
度
の
算
定
式
を
提
案

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
粘
り
強
さ
度
を
算
定
し
よ
う
と
し

て
も
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
検
討
が
行
わ
れ
て
い
な
い
現
象
も

含
ま
れ
て
い
る
た
め
に
、
現
在
の
技
術
的
知
見
だ
け
で
は
不

十
分
で
あ
る
。
こ
の
震
災
で
新
た
に
発
生
し
た
被
災
現
象
に

つ
い
て
は
水
理
模
型
実
験
や
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
駆
使

し
て
定
量
的
に
推
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
こ
の
震
災
を
通
し
て
、
構
造
物
の
粘
り
強
さ
と
言
う
新

し
い
概
念
が
導
入
さ
れ
た
が
、
こ
の
概
念
を
定
量
化
し
、
レ
ベ

ル
2
津
波
へ
対
応
し
て
ゆ
く
こ
と
が
今
後
の
津
波
対
策
に
と
っ

て
重
要
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
と
が
き

図12　裏込め石の設置による混成防波堤に対する粘り強さの付加
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沿岸リポート
技術

第三世代
COMEINSの運用開始

一般財団法人沿岸技術研究センター
波浪情報部

　

沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
は
平
成
7
年
に
「
沿
岸
気
象

海
象
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
」（Coastal O

ceanographic 

and M
eteorological Inform

ation System
 

C
O
M
E
I
N
S
…
カ
ム
イ
ン
ズ
と
言
う
）
の
開
発
に
着
手

し
、
常
陸
那
珂
港
に
お
い
て
試
験
運
用
の
後
、
平
成
9
年
2

月
か
ら
日
本
沿
岸
域
を
対
象
と
し
た
波
浪
予
測
情
報
の
配
信

を
開
始
し
ま
し
た
。「
初
代
カ
ム
イ
ン
ズ
」
は
、
ユ
ー
ザ
ー

先
に
設
置
し
た
専
用
端
末
に
専
用
回
線
に
よ
り
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
気
象
海
象
実
況
と
予
測
情
報
を
配
信
す
る
方
式
で
し

た
。
そ
の
後
、
情
報
通
信
技
術
の
発
展
に
伴
っ
て
、
平
成
16

年
に
経
済
性
・
利
便
性
の
す
ぐ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
方
式

の
「
第
二
世
代
カ
ム
イ
ン
ズ
」
の
シ
ス
テ
ム
へ
移
行
し
ま
し

た
。

　

第
二
世
代
カ
ム
イ
ン
ズ
は
、
ナ
ウ
フ
ァ
ス
（
全
国

港
湾
海
洋
波
浪
観
測
情
報
網
）
の
高
度
化
に
対
応
し

て
、
連
続
波
浪
観
測
、
表
面
波
形
、
水
圧
お
よ
び
流
速

デ
ー
タ
等
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
を
配
信
し
て
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
第
二
世
代
カ
ム
イ

ン
ズ
の
運
用
か
ら
早
く
も
7
年
が
経
過
し
、
こ
の
間
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
サ
ー
ビ
ス
や
W
e
b
ブ
ラ
ウ
ザ
の
表

示
技
術
等
は
大
き
く
進
歩
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
気
象
庁

か
ら
の
配
信
デ
ー
タ
の
形
式
が
電
文
形
式
か
ら
X
M
L
形
式

に
変
更
に
な
る
こ
と
等
か
ら
、
新
し
い
I
T
技
術
を
導
入
し

た
「
沿
岸
気
象
海
象
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
」
の
製
作
・
運
用

が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
以
上
の
背
景
か
ら
、
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
は
平
成
22

年
か
ら
「
第
三
世
代
カ
ム
イ
ン
ズ
」
の
設
計
と
製
作
を
始
め

て
お
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
試
験
や
検
査
を
経
て
、
本
年

（
平
成
24
年
）
か
ら
第
三
世
代
カ
ム
イ
ン
ズ
へ
切
り
替
え
、

本
運
用
を
始
め
る
予
定
で
す
。

　
設
計
方
針
は
、
第
二
世
代
カ
ム
イ
ン
ズ
の
表
示
機
能
を
踏

襲
し
つ
つ
、
閲
覧
画
面
の
改
良
や
操
作
性
の
向
上
お
よ
び
情

報
提
供
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
品
質
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
こ
の
主
な
特
徴
は
以
下
に
示
さ
れ
ま
す
。

⑴
フ
ァ
イ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ト
方
式
に
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム

従
来
か
ら
の
、
気
象
庁
の
配
信
デ
ー
タ
の
「
電
文
方
式
」
が

廃
止
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
受
け
、
現
在
主
流
で
あ
る

「
フ
ァ
イ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ト
方
式
」（
X
M
L
デ
ー
タ
形
式
）
に

対
応
し
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

⑵
新
た
な
気
象
情
報

従
来
の
一
般
気
象
情
報
に
加
え
、
近
年
、
気
象
庁
が
新
し
く

作
成
し
て
い
る
次
の
情
報
を
加
え
ま
し
た
。
台
風
５
日
進
路

予
報
、
二
次
細
分
区
域
（
市
町
村
）
単
位
の
警
報・注
意
報
、

竜
巻
情
報
、
レ
ー
ダ
ー
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
等
。

⑶
画
面
の
改
良

防
災
情
報
や
利
用
者
の
必
要
な
情
報
を
ト
ッ
プ
画
面
に
表
示

し
、
メ
ニ
ュ
ー
を
表
示
枠
の
外
に
し
て
、
利
用
者
が
迅
速
に

情
報
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
副
次
的
な

メ
ニ
ュ
ー
を
階
層
化
し
て
ト
ッ
プ
画
面
に
表
示
し
ま
し
た
。

波
浪
予
測
の
画
面
例
を
図
１
と
図
２
に
示
し
ま
す
。

⑷
操
作
性
の
向
上

サ
ー
バ
側
の
動
的
処
理
を
極
力
少
な
く
し
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

（
W
e
b
ブ
ラ
ウ
ザ
）
側
で
の
処
理
を
用
い
る
こ
と
で
、
画

面
の
更
新
速
度
や
反
応
速
度
を
向
上
し
、
快
適
な
操
作
を
実

現
し
ま
し
た
。

⑸
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
品
質
向
上

サ
ー
バ
稼
働
状
況
、
デ
ー
タ
更
新
状
況
の
自
動
監
視
・
通
報

機
能
を
組
み
込
ん
で
、
障
害
時
に
は
迅
速
に
復
旧
作
業
を
可

能
と
し
、
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
品
質
を
向
上
し
ま

し
た
。

⑹
シ
ス
テ
ム
構
成

現
行
の
カ
ム
イ
ン
ズ
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
と
港

湾
W
A
N
版
サ
ー
バ
を
併
用
し
、
配
信
経
路
を
二
重
化
す

る
こ
と
に
よ
り
情
報
収
集
の
確
実
性
を
保
ち
ま
し
た
。
主

力
サ
ー
バ
は
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、
港
湾

W
A
N
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
港
湾
W
A
N
版
サ
ー

は
じ
め
に

第
三
世
代
カ
ム
イ
ン
ズ
の
特
徴
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図１　波浪ポイント予測グラフの画面例

バ
に
は
、
最
低
限
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ

サ
ー
バ
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
港
湾
W
A
N
版

サ
ー
バ
の
障
害
復
旧
を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

障
害
復
旧
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

主
な
予
測
情
報

　
①
波
浪
ポ
イ
ン
ト
予
測

　
　
港
形
や
水
深
を
数
理
的
に
考
慮
し
、
施
工
管
理
に
必
要

　
　
な
ポ
イ
ン
ト
の
波
浪
予
測
を
１
週
間
先
ま
で
行
い
ま

　
　
す
。
波
浪
予
測
の
特
徴
は
、
高
精
度
の
局
地
気
象
モ
デ

　
　
ル
を
入
力
デ
ー
タ
と
し
、
非
線
形
効
果
を
取
り
入
れ
た

　
　
波
浪
モ
デ
ル
に
よ
り
独
自
に
波
浪
計
算
を
行
っ
て
い
ま

　
　
す
。
さ
ら
に
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
ナ
ウ
フ
ァ
ス
デ
ー
タ
を

　
　
計
算
値
に
同
化
さ
せ
、
予
測
精
度
の
向
上
を
図
っ
て

　
　
い
ま
す
。

　
②
ナ
ウ
フ
ァ
ス
地
点
波
浪
予
測

　
　
全
国
約
70
箇
所
の
波
高
計
地
点
の
予
測
を
１
週
間
先
ま

　
　
で
行
い
ま
す
。

　
③
波
浪
・
海
上
風
予
測

　
　

北
緯
20
～
50
度
、
東
経
1
2
0
～
1
5
0
度
の
日
本

　
　
近
海
の
任
意
地
点
の
波
浪
予
測
を
3
日
先
ま
で
行
い
ま

　
　
す
。

主
な
実
況
情
報

　
・
ナ
ウ
フ
ァ
ス
実
況
、
周
期
別
波
高
情
報
、
流
速
実
況
が

　
　
1
分
～
20
分
単
位
で
即
時
的
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
・
全
国
の
港
湾
と
気
象
庁
の
験
潮
所
の
潮
位
実
況
が
1
分

　
　
単
位
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
・
過
去
の
波
浪
デ
ー
タ
、
台
風
情
報
お
よ
び

　
　

地
上
天
気
図
が
保
存
さ
れ
、
地
点
毎
の
波

　
　

高
順
位
と
そ
の
時
の
気
象
状
況
が
検
索
で

　
　

き
ま
す
。
現
在
の
台
風
と
類
似
し
た
過
去

　
　

台
風
と
波
浪
デ
ー
タ
を
検
索
す
る
こ
と
が

　
　

で
き
、
台
風
時
の
防
災
情
報
と
し
て
役
立

　
　
ち
ま
す
。

主
な
気
象
情
報

　
・
気
象
庁
が
発
表
す
る
防
災
情
報（
津
波
情
報
、

　
　

地
震
情
報
、
海
上
警
報
、
台
風
情
報
、
竜

　
　

巻
情
報
）、
警
報
・
注
意
報
、
天
気
予
報
、

　
　

短
時
間
降
水
予
報
、
ア
メ
ダ
ス
情
報
、
気

　
　

象
レ
ー
ダ
ー
等
が
発
表
の
都
度
、
更
新
さ

　
　
れ
ま
す
。

そ
の
他
の
機
能

　
・
上
記
の
主
な
情
報
が
携
帯
電
話
に
よ
り
閲

　
　

覧
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
動
的
に
メ
ー
ル

　
　
で
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
予
測
精
度
の
向
上
を
図
る
と
共
に
、

顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
情
報
の
作
成
、
及
び
先
端
の
情

報
・
通
信
技
術
を
取
り
入
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
設
計
・
製
作
を

通
じ
て
、
港
湾
整
備
に
係
る
管
理
・
防
災
業
務
を
支
援
す
る

気
象
海
象
情
報
の
研
究
に
取
り
組
む
所
存
で
す
の
で
、
宜
し

く
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

提
供
情
報
の
概
要

お
わ
り
に

図２　波浪ポイント予測マップの画面例



CDIT ニュース

CDIT NEWS

沿岸技術研究センターは、今後の誌面づく
りに反映させるため、皆様のご意見ご感想
をお待ちしております。詳細は沿岸技術研
究センター HPをご覧ください。

URL:http://www.cdit.or.jp/

【編集後記】
桜の開花ニュースが届き始めました。本号が発行される頃は、東日本大震災で被災された方々もご
覧になっていることと思います。桜の花が教えてくれているように、春は必ず来ます。今年度が、
復興に向けて力強く前進する年になることを心から祈念するとともに、当センターも全力で防災対
策に取り組みたいと、一般財団法人化を機に決意を新たにしています。(6.Y)
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平成24年2月24日、港湾空港技術研究所及び沿岸技術研究セン

ターなどが主催して、「豊かな海との共生を考えた地震・津波

防災に向けて」をテーマに、国際沿岸防災ワークショップが東

京のよみうりホールにおいて開催されました。

ワークショップでは、東京大学の磯部先生、関西大学の河田先

生の基調講演のほか、7氏が港湾、水産、海上災害等の各分野

における東日本大震災についての研究成果を報告しました。ま

た、港空研の高橋理事長をコーディネ－ターにしたパネルディ

スカッションが行われ、これからの地震･津波防災のあり方に

ついて熱い討議が展開されました。 海洋・港湾構造物維持管理資格認定試験は、平成20年度に始

まり、4年間で累計276名の方が合格されました。

海洋・港湾構造物維持管理士は、海洋・港湾構造物の維持管理

の指導的役割を担う者として認定され、すでに多方面で活躍さ

れています。ただ、維持管理に関する技術は進歩を続けていま

す。海洋環境下における構造物の劣化や変状に伴う性能変化の

予測、ライフサイクルコストの適切な評価など、高度な問題に

対処するには、常に幅広い技術や最新の技術を習得する努力が

求められます。そのため、資格の有効期間は5年間として、更

新には実務実績や継続学習が必須としています。本講演会は、

継続学習の一助として実施したものです。

講師には、海洋・港湾構

造物の維持管理に精通し

た方々をお招きして、最

新の話題に留まらず、資

格保有者としての心構え

についても、ご講演を頂

きました。
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第9回国際沿岸防災ワークショップの開催

第1回　海洋・港湾構造物維持管理士
講演会の開催

C

C

○日時：平成24年３月7日（水）15:00 ～ 18:00
○場所：弘済会館（東京都千代田区）

「海洋・港湾構造物維持管理士に望むこと」
日下部　治　東京工業大学名誉教授
海洋・港湾構造物維持管理資格制度監理委員会委員長

「海洋・港湾構造物の維持管理に関する最近の動向」
横田　弘　北海道大学教授

「港湾施設の維持管理に係る行政上の課題」
国土交通省港湾局　技術企画課
森木　亮　港湾保全企画室長

「港湾空港技術研究所における最近の関連研究について」
独立行政法人　港湾空港技術研究所
岩波　光保　構造研究チームリーダー

開催日時と内容

【平成24年度　海洋・港湾構造物維持管理講習会】
申込受付期間：4月上旬～ 5月下旬頃
開催日程：6月18日（月）～ 19日（火）（大阪）
　　　　　6月21日（木）～ 22日（金）（東京）
開催場所：東京、大阪（２会場を予定）

【平成24年度　海洋・港湾構造物維持管理士資格認定試験】
申込受付期間：8月中旬～ 9月下旬頃
試験日程：10月28日（日）
試験場所：東京、大阪、福岡（３会場を予定）

【平成24年度　海洋・港湾構造物設計士資格認定試験】
●１次試験
申込受付期間：4月～ 5月頃
試験日程：7月8日（日）
試験場所：東京、大阪、福岡（３会場を予定）

●２次試験（1次試験合格者対象）
申込受付期間：8月中旬～ 9月中旬頃
試験日程：11月中旬～下旬頃
試験場所：東京（１会場を予定）

標記の講習会や資格認定試験について、下記のとおり予定して

います。実施の詳細や募集の案内は、沿岸技術研究センターホー

ムページ(http://www.cdit.or.jp/)に適時掲載致します。

平成24年度は海洋・港湾構造物維持管理士資格認定試験も、福

岡会場でも開催致しますので、この機会に是非チャレンジ下さい。
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平成24年度
「海洋・港湾構造物維持管理講習会」
「海洋・港湾構造物維持管理士資格認定試験」
「海洋・港湾構造物設計士資格認定試験」

に関するお知らせ

C

　　   出 版 物 案 内

本書は、東日本大震災による津波被害の状況や津
波に関する実験、シミュレーションのビデオを納
めたDVD(山寺宏一氏ナレーション)付きです。
本書は全国の書店または丸善出版（株）〈電話：03-
3512-3256〉でお求めいただけます。

出版物案内「津波は怖い！」改訂版好評発売中
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